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この報告書は,日 本 自転車振興 会か ら競輪収益の一 部で ある機械工業

振興 資金の補助 を受けて昭和47年 度 に実施 した 「情報処理 シス テムの

動向調査」の成果 をと りまとめた もので あ ります。
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序

情報 化社会 の進展 に伴 い,従 来一 つの企業 体,域 は一つの行政機 関内だけの情

報処理の範囲 を超 えて,多 くの企業体,或 はい くつかの行政機関 にまたが る問題

を解決せねばな らぬ状勢にな って来 ま した。 た とえば公害問題一 つに して も,地

域 的に も,行 政官庁的 に も,ま た関連企業 として も極 めて複雑で あ ります。従 っ

て これ らの新 しいニーズに対応 す るためには,ソ フ トウェアの開発 も従来 の考 え

か ら脱 して多 くの条件 を包含 す る もので なければ な りません。

この ような状況か ら,当 財 団で は,「 ソフ トウェア研究会」 を設 け,今 後開発

が予想 され るシステム と,そ れ に必要 なソフ トウェア技 術お よびその関連技術等

について基本的 な事項に関す る調査研究 を行 ないました。

ここに調査 にご尽力頂 いた委員各位 に対 し,深 く感謝の意 を表 します。

本報告書が各方面 に利用 され,わ が国の情報処理 の発展に寄与す るよ う念願 す

る次第で す。

昭和48年5月

財団法人 日本情報処理開発セ ンタ

会 長 難 波 捷 吾
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ソ フ トウ ェア 研 究 会 構 成

委員長

委 員

'事 務 局

追 記
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八

吉

(財)日 本情報処理開発 センター

下記の方 々には,所 属先 のご都合 によ り役職 が変 わ られ るまで ご協力頂

きました。

佐 藤 和 宏 通商産業省 重工業 局情報処理振興課長

神 保 健 二 日本電信電話公社 デ ータ通信本 部総括 部調査役

藤 村 昭 夫 三 菱化成工業㈱ 計数部次長

(50音 順,敬 称略)

日本情報 サ ービス㈱ 常務取締役

富士銀行 業務管理部部長 代理

日本興業銀行 審査部審査役

(財)日本情報処理開発 セ ンター 開発本部次長

通商産業省 重工 業局 情報処 理振興課長

㈱ 電通TSS局 営業 部長

日本電信電話公社 デ ータ通信本部総括 部調査役

㈱構造計画研究所 プログラム開発部長

富士通㈱ 第1シ ステム部第1シ ステム課長

新 日本製鉄㈱ 情報 システム部企業第1課 長

三 菱化成工業㈱ 計数部 部 長代理

東京芝浦電気㈱ 電算機事業部官 公 システム

担当部長

総務部調査課
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1.ソ フ トウ ェア 研 究 会 に つ い て
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1ソ フ トウ ェ ア 研 究 会 に つ い て

コ ン ピ ュ ータ利 用 の進展 に伴 い,ソ フ トウ ェアの 需 要 が多 種 多 様 に な り,ま た

オ ンラ イ ン技 術 を始 と して,高 度 な技 術 を満 た す ソ フ トウ ェ アの開 発 が 要 請 され

て い る。

特 にNIS(ナ シ ョ ナル ・イ ン フ ォメ ー シ ョン ・シ ス テム),SIS(ソ ー シ

ャル ・イ ン フ ォメ ー シ ョ ン ・シス テ ム)等 の広 域 か つ階層 を有 す る シス テム の ニ

ー ズの 高 ま りと と もに高 性能 ソ フ トウェ ア を どの よ うな仕様 で ,如 何 な る体 制で

開発 す るか が 新 た な 問題 と して提 起 され つ つ あ る。

一 方
,知 識集 約 産業 の第1と 目 され る ソ フ トウ ェア産 業 は,未 だ産 業 基盤 が弱

体 で あ り,ま た,他 産 業 か らの 参入 が予 想 され,企 業 競 争 を増 す傾 向 に あ る。

この よ うな状 況 に鑑 み,ソ フ トウ ェ ア研 究 会で は,わ が国 に お け る ソフ トウ ェ

ア需 要 お よび ソ フ トウ ェ ア産 業 の 基盤 整 備 のた め の問 題 点 を把 握 す る こ とを 目的

と して 調 査 研究 を行 な って い る。

本 調 査 研 究 は,第1段 階 と して,ソ フ トウ ェア技 術 につ い て定 量 的 な需 要 を把

握 す る こ とが 必要 と考 え,ま ず,現 状お よび今後5カ 年 ぐ らいの将 来 に お け るア プ

リケ ー シ ョ ン ・シス テム につ いて,必 要(二Lズ)と され る ソ フ トウ ェ ア技 術 等

を調査 し た。 なお,ア プ リケ ー シ ョ ン ・シス テ ムは 網羅 的 に列挙 す る こ とが 目的

で な い ので,現 状 の ア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ム に考 え られ る範 囲で 今 後開 発 さ

れ需 要 の あ る もの を含 め,例 示 に とどめ る こ と とした。

本 報 告 書 は,こ の 作 業 の 中 間報 告で あ り,前 述 の よ うに,行 政 機 関 お よび企 業

にお け る アプ リケ ー シ ョン ・シス テ ム につ い て,必 要 と され る ソ フ トウェ ア技 術,

ア プ リケ ー ション技 術,サ ー ビス,ハ ー ドウ ェ ア技 術 を抽 出 した もので こ こに中

間 報告 と して 公 表 す る こと と した。 なお,こ れ につ い て は,列 挙 した ア プ リケ ー

シ ョン ・シス テムの 整 理,基 本 的 な ソフ トウ ェ アの検 討,用 語 の統 一,説 明 の補

足,重 要 性お よ び需 要 度 の プ ラ イオ リテ ィ等 の作 業 が 残 され て い る。

一1一



なお,本 中間報告書 の整理 を含 め今後検討 を要 す る事項 につ いては,別 項IVに

記述 したので,ご 参照 され たい。
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皿 総 論

近 年,コ ン ピ ュー タ利 用 の普 及 ・高 度化 に よる情 報 化 の 進 展 は め ざ まし く,現

代社 会 の 各方 面 に多 大 な影 響 を与 えて お り,い ま や コ ン ピュ ー タは経 済 社 会 の一

層 の発 展 と国 民福 祉 の向 上 に必 要 不可 欠 な もの とな って きて い る。 しか し コ ン ピ

ュー タ は あ くまで も情報 処 理 の た めの 手段 で あ り,し か もソ フ トウ ェアに よ って

コジ ピ ュ一 夕 ・シス テム の 性能 が大 きく左 右 ざれ る。 この よ うな ことか ら,効 果

的,効 率 的 な情報 処 理 を行 な うには,社 会,経 済 に お け る さ ま ざ まな ニ ーズ に適

応 す る ソ フ トウェ アの 開発 とそ の 高度 化 を促 進 す る必 要 が あ る。

この ため世 界 各 国 にお い て は,ハ ー ドウ ェ ア技 術 の 向上 は勿 論 の こ とで あ るが・

それ 以 上 に ソ フ トウ ェ ア技 術 の 向上 を図 る ため に努 力 が な され は じめて きて い る。

この よ うな こ とか ら,わ が 国 にお いて も今 後 どの よ う な ソ フ トウェ アが開 発 され

るの か,開 発 すべ き もの は な に か を明 らか にす る こ とは,わ が国 の 情報 化 の 進 展

を さ らに促 進 させ るた め に 緊 要 な こ ととな って い る。

ソ フ トウェ アの 開発 動 向 を把 握 す る には,種 々の 方法 が考 え られ るが,こ こで

は定量 的 アプ ローチ よ りむ し ろ定 性的 ア プ ローチ に比 重 をお い た 開発 動 向 の把 握

を試 み た。

1.社 会環 境 の 変化

近 年,わ が 国 の経 済 社会 に お け る環 境 の変 化 には著 しい ものが あ る。 その 一 つ

は急 速 な高 度成 長 の結 果,過 密 化,過 疎 化 が進 展 し,公 害 問題,交 通 問題 な どの

様 々な社 会 問題 が生 起 して きて い る ことで あ る。

第 二 に は,わ が 国 の 国 際 的 な地位 が向上 す る につ れ て,貿 易 自 由化 や,労 働 力

不 足 に よ る コス ト ・プ ッシ ュ に よ る競 争力 の低 下 な ど に よ って厳 しい 国 際競 争 に
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さらされは じめて きてお り,産 業 の国際化 は必至の情勢 とな って きてい ることで

ある。

第三 には,生 活水準 の向上 によ り人 々の価値感の多様化,個 別化 による種 々の

問題,た とえば公共サ ー ビス不足 の問題 や消費者運動 な どが生起 して きているこ

とで ある。

このよ うなことか ら,わ が国の経済活動 を生産第一主義型か ら福祉充 実型へ,

あるいは,重 化学工業主導型 か ら知 識集約産業主導型へ と移 行すべ きで あるとす

る内外か らの要請が たか まって きてい る。 この ような情勢 に と もなって企業等 の

内部組織,業 界,産 業界 全体,社 会全体の シス テム化 ・情報化 への要請 は日ごと

にかたまってお り,そ れ らを解決 す る方策 として次の よ うな情報 システム高度化

の方向が考 えられ る。

2.新 しい情 報 シ ス テム の動 向

① 企 業 等 組 織 内部 に か か わ る情 報 システ ム の方 向

経営 情 報 シス テ ム の一 層 の高 度 化 と日 常活 動 の シス テ ム化 ・情 報化 の進 展 に

と もな って これ まで の事 務 管 理 レ ベル 中心 の情報 シス テ ム か ら日常 の活 動 な ど

の オペ レ ー シ ョ ナル ・レベ ルの 情 報 シス テ ム とのインター フェースを図 った総 合

的 な情 報 シス テ ムへ と移 行 しつ つ あ る。 これ らの概 要 を図 示 した もの が次 図 で

あ る。

この よ うに情 報 シ ス テ ムの 方 向 は,次 に述べ る よ うに次 第 に組 織外 との 関連

を と らざ るを え な くな って くる。
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内部業務の情報 シ

ステムの高度化 と

拡充

生産活動 などの 日

常活動 の情報 シス

テムの進展

社 有

タ

フ ァイ ル

専 用

デ ー タ ・

フ ァ イ ル

(デ ー タ ・バ ッ ク)

専 用

デ ー タ ・

フ ァ イ ル

管 理

レベ ル

オ ペ レ

ー ン ヨ

ン

レ ベ ル

② 業界全体 にかかわ る情報 システムの方向

これ まで の系列企業 間同士のみの情報交換か ら関連企業間の情報流通 を円滑

かつ迅速 にす ることに よって製品企画(開 発)や 生産計画,販 売計画(工 程管

理,仕 入情報 な ど)を 容 易 にし,消 費者ニーズの適確 な把 握 を可能 にするなど

によ り,業 界 の知識集約 化 を促進 する。

'(情 報
の共 有化)
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この よ うな情報 シス テ ムへ の移 行 に お いて は,業 界 にお け る個 々の企 業 の情

報 シス テ ム と どの よ うに して イ ンタ ー フ ェース(慣 行,制 度,技 術)を とる か

と い うこ とが 最大 の開 発 ポ イ ン トとな る もの と思 わ れ る。

③ 産 業界 全体(官 公 庁 も含 む)に か か わ る情 報 シス テムの 方 向

各企 業,各 業 界 に お け る情報 化 の 進 展 に と もな って,産 業 活動 の 一層 の発 展

を図 っ た情報 シス テ ムへ の 開発 が 熱心 に検 討 され ぱ じめて きて い る。

た と えば,貿 易 取 引 の よ うに多 数 の業 界 か ら構 成 され て い る場 合,そ の業 務

処 理 は 類 似 ・同一 情 報 の 交換 が非 常 に多 い。 そ の ため類 似 ・同一 情 報 を共 有 化

す る こと に よ って貿 易 取引 の簡 素 化 ・迅 速 化 ・効率 化 を図 る。

「一一 一 一 ー ー ー ー

|

1

一1

共 同利 用

セ ン ター

リソ

貿易情報

セ ンター

工
∪

パ ブ リ ッ ク

フ ァ イ ル

官公庁

プライベ ー ト・ファイル

(専 用 フ ァイル)

(自 社専用 ファイル)

しか し,こ の よ う な情 報 シス テ ムの 実現 に は,技 術 上 の問 題 もさ る こ とな が

ら,標 準化,制 度,慣 行 な ど基盤 整 備 を図 る こ とが先決 で あ る。 そ の た め に は

総 合 的 な調 整 機能 が 必要 とな って く るで あ ろ う。
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④ 社会全体 にかかわ る情報 システムの方 向

一般大衆
,企 業,官 公庁 などの緊密 な連係 を必要 とす る様 々な社会 問題 の解

決策 のひ とつ としての情報 システムが促 進 されて くる。

たとえば,公 共サ ービス を効果的 に供給 するための情報 システム(医 療 情報

システムや防災防犯 情報 システムなど)が 考 えられ るが,そ の発展過程 におい

ては個 々のサー ビス機関の情報 システム化が図 られ るが次第 に広域化,関 連化

して くる。

公立の
サービス

機 関

情 報

セ ンター

利用者

私企業の
サー ビス

機 関

砲②

爲 で
ゴ
＼

今後 公共 サ ー ビス を考 えて ゆ く場合,公 立,私 企 業 の相 乗 効 果 を担 った情 報

ネ ッ トワー ク ・シス テ ムへ と展 開 す る もの と考 え られ る。

以上 の よ うに い くつ か の 情 報 シス テ ム化 の方 向 が考 え られ るが,後 述 の 各 論

にお い て は次 の よ うな関係 で そ の詳 細 が論 じ られ て い る。

①,② は,各 論 の 「経 営 組 織 体 にお い て 必要 と され る シス テ ム」

③ は,各 論 の 「各 部門 に また が る シス テム」

④ は,各 論 の 「一 般 大 衆 向 けに必 要 と され る シス テム」

⑤ 情 報 ネ ッ トワー ク化へ の展 望

これ まで 述 べ て き た よ うに 情報 シス テ ムの方 向 は 次第 に広域 化,ネ ッ トワ ー
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ク化 す る傾 向 に あ る。 この よ うな情報 ネ ッ トワー ク化 に と もな って官 公庁 ,企

業,一 般 大 衆 の三 者 が相 互 に 関係 す る一 大 情報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムが 形成

され て ゆ く もの と予 想 され る。 た と えば,次 の よ うな情 報 の共 有 化 に よ り情報

ネ ッ トワー ク ・シス テ ムが 考 え られ る。

市民生活
のための

情報

/

/

企 業に
おけ

企業活動の
ための情報

行 政活動
のための情報

おけ

行政体 に

情
報
機

情報の共有
1

/

情 報 ネ ッ トワ ー ク の 結 節 点

この よ うな情 報 ネ ッ トワ ー ク化 へ の移 行 は そ の開 発 主体 ,運 営 主体 をどの よ

うにす るか に よ って 大 き く左 右 され る。

■

3.情 報 シス テム をサ ポ ー トす る技 術

① ソフ トウェ ア技 術 の動 向

ソフ トウ ェ ア技 術 の発 展 を論 ず る際 に基本 的 な もの と して ,プ ログ ラム言 語

が あげ られ る。 最 近 の傾 向 として は ,ア セ ン ブ ラ言 語,FORTRAN,COBOL
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な どに代 表 され る汎 用 の コ ンパ イ ラ言 語 に加 え,特 定 用途 に だ け用 い る専用 言

語,た とえば,シ ミュ レー シ ョン言 語 やAPT言 語 な どが 開発 され る に至 って 一

い る。 そ して,最 近 で は,使 用 目的 に よ って拡 張 で き る 自己拡 張 型 の言語 や さ

らに推 し進 めた もの と して該 当 す る言 語 仕様(セ マ ンテ ィッ クス や,シ ンタ ッ

クズ)を 入力 す る こ とに よ って 特定 の コ ンパ イ ラ言 語 を作 成 す るコ ンパ イ ラ ・

コンパ イ ラ言 語 も開発 され つ つ あ る。

この よ うに コ ン ピ ュ ー タ利 用 技術(ソ フ トウ ェア)に 不 可 欠 な言 語 の 高 度化,

多様 化 に よ って,ソ フ トウ ェア開発 は非 常 に容 易 に かつ効 率 よ くな って きて い

る。

つ ぎに,コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ム 自体 の 運用 管 理 を コ ン ピ ュー タ 自身 に 行 な

わせ るいわ ゆ るオ ペ レ ーテ ィ ング ・シス テム(OS)が 開発 され た。 コ ン ピ ュc

一夕 として は
,第3世 代 コ ン ピュ ータ か ら本 格 化 して き たが,こ の思 想 の導 入

に よ って コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ムは飛 躍 的 に高 度利 用 され るよ うに な っ た。 特

に オ ンラ イ ン ・リ アル タ イム処 理 は,こ のOS抜 きに して は そ の利 用 は,非 常

に限定 され た もの と な らざ るを得 なか っ たで あ ろ う。

最 近 で は,こ のOSの 発 達 に よ って,タ イム シ ェ ア リ ング処 理,リ モ ー ト ・

バ ッチ 処 理 ,リ アル タ イム処 理,バ ッチ 処 理 な どの異 な った タ イプの 処 理 が 同

時 に可 能 と な って きて い る。 ま た,異 機 種 の コ ン ピュ ー タ をネ ッ トワー ク状 に

結合 させ る こ とが可 能 に な って きて い る。 この よ うな情報 処 理 形 態 の 進展 は,

コ ン ピュ ー タ適 用 範 囲 を著 し く拡 大 させ て きて い る。

以 上 の よ うな基 本 的 な ソ フ トウ ェ ア技 術 に支 え られ て 種 々の応 用 ソ フ トウ ェ

ア技 術 が 開発 され て きた。

その 一 つ は,ソ フ トウ ェ ア開 発,情 報 処 理過 程 で の定型 的処 理 を ユ ーテ ィ ラ

イズ させ た ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラムの 開発 で あ る。 た と えば,情 報 を分類

す るソ ー ト ・プ ログ ラム,デ バ ッグや ドキ ュメ ンテ ー シ ョンに供 す る流 れ 図 を.

作成 す るオ ー トフ ロ ー ・プ ログ ラ ムな どで あ る。 この よ うな ユ ー テ ィ リテ ィ ・

プ ログ ラム の進 展 は,今 後 ます ます,ソ フ トウ ェア開 発 を簡 易 化,効 率 化 させ,

ひ いて は ソ フ トウ ェ ア開 発 コス トの低 減 に もつ な が っ て ゆ くで あ ろ う。
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第 二 に は,一 本 一 本 手 づ く りの ソフ トウ ェア開発 か ら類 似 の 機 能 を もつ ソ フ

トウ ェア をパ ッケ ー ジ に し,ソ フ トウ ェ ア開発 の コス ト低 減 や 効率 化 を目的 と

した プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジで あ る。 プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ とい って も不 必

要 な機 能 は切 捨 て,パ ッケ ー ジ に ない機 能 を付 加 で き る もの が 大半 を占め て き

て お り,そ の機 能 向 上 には著 しい もの が あ る。

さ らに この よ うな傾 向 に加 えて,従 来 プ ロ グ ラム ご とに保 有 して い たデ ーダ

フ ァイル を一 元 化 した デ ータ フ ァ イル,い わ ゆ るデ ータ ベ ース の思 想 を導 入 し

て ソ フ トウ ェア開発,情 報 処 理 の容 易 化,標 準 化,簡 素 化,効 率 化 を実 現 しつ

つ あ る。 この こ とは,ソ フ トウ ェ ア面 だ けで な く,情 報 シス テ ム の トータ ル化

を容 易 に し,ひ い て は 情報 ネ ッ トワー ク シス テ ムの 実現 を可 能 に し,さ らに 情

報 の 共 同利 用 を促 進 す る もので あ る。

第三 に は,こ れ らの ソ フ トウ ェ ア関連 技 術 に支 え られ て,ソ フ トウェ ア機 能

を あ る単 位 に ま とめ る(モ ジ ュー ル化)こ とに よ って ソ フ トウ ェ アの 高 度化,

効 率化 をね らった モ ジュ ラー ソ フ トウェ ア技 術で あ る。 これ は,こ れ まで の ソ

フ トウ ェア技 術 を駆 使 した もので あ り,た とえば,生 産 管 理 シス テ ムの ソ フ ト

ウェ ア を考 えた場 合, ,各 業 種 の生 産 計 画,管 理 に適 合 す る よ うに,ソ フ トウ ェ

ア設計 思 想(ア ー キ テ クチ ャ ー)が 統 一,確 立 され,そ れ に基 づい て,プ ログ

ラム が作 成 されて い る。 そ の た め個 別 ニ ーズ に した が っ て必 要 な プ ログ ラム

(プ ログ ラム ・モ ジ ュール)を と り出 す こ とに よ って容 易 に 目的 の ソフ トウェ

ア を作 成 す る こ とが 出来 る もので あ る。 この こ とは,ソ フ トウ ェ ア開発 に とど

ま らず,・情報 シス テ ムの 設 計,管 理 運 用 に まで 影 響 を及 す 一.大思想 体 系 で も

あ る とい うこ とがで き る。 この ことは従 来,プ ログ ラム単位,プ ログ ラム周 辺

の 関連 の み に配 慮 され た プ ロ グラ ム ・パ ッケ ー ジ とは その機 能 を異 にす る もの

で あ る。 そ の た め,モ ジ ュ ラ ー ・ソフ トウ ェア技 術 の発 展 は,ソ フ トウ ェア開

発 は い うまで もな く情報 シ ス テ ムの標 準 化,簡 易 化,効 率化 な どか ら情報 ネ ッ

トワー ク シス テ ムへ の 展 開 を促 す もの とな るで あ ろ う。 この よ うな発 展 過 程 を

図示 す る と次 の よ うに な る。
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ソフ トウェア技術の発展過程(生 産管理 関係 による例示)
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デ ー タ ベ ー ス(デ ー タ ー の 一 一

個別 にプ ログラムが作成 され相互 に関係す る部分

は殆 ん どない。

そのため必要 に応 じて入出力か ら処理 まで 一本一

本手 づ く りしなければ な らない

各 プ ログ ラムで 必 要 と なる デ ー タ を一元 化 し入 出

力 フ ァイル(デ ー タ定 規 則 で 蓄 積 され た もの)を

作成 一 各 処 理 の 関連 性,プ ロ グ ラム の作 成 フ ァ

イル の保 守 な どを容 易 に し,そ れ に要 す る労 力 を

軽 減 す る。
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特 定 ニー ズ に対 応 して 個 々の プ ロ グ ラム

を組 立 て ひ とつ の 生 産 管理 ソ フ トウェ ア

を作 成 す る こ と もで き る。

あ らゆ る業 種 の生 産 計 画,管 理 に適 合 す るよ うに ソ フ トウェ

ア設 計 思想(ア ー キ テ クチ ャ ー)が 統 一 確 立 され て お り,そ

れ に基 づ い て プ ログ ラ ム作成 され て い る。 その た め個 別 ニ ー

ズ に従 って必 要 な プ ログ ラム を と り出す ことに よ って容易 に

目的 の ソ フ トウ ェア を作成 す る こ とがで き る。





さ らに この よ うな ソ フ トウ ェア技 術 の発 展 とあ い ま って,イ ンター デ シプ リ

ナ リー な領 域 で 新 しい技 法,手 法 が開 発 され て きて い る。 た とえば数 理 計 画

シ ミュ レー シ ョン技 法 な どのOR(オ ペ レ ー シ ョンズ ・リサ ーチ)の 発 展,グ

ラ フ理 論,多 変 量 解 析,数 量 化理 論 な どの 諸 手法,さ らには,計 量経 済 学,計

量心 理学,計 量 言語 学 な ど の分 野 にお け る諸 理論 の発 展 な どに よ って コ ン ピ ュ

ー タ利 用 の 分 野 は 高 度化 し,拡 大化 して きて い る。

しか し,今 後 と も,わ が 国 の社 会,経 済 の 一層 の 発 展 に伴 って,コ ン ピ ュ ー

タ の適 用 分 野 は 著 し く拡 大 し,そ の利 用 は高 度 化 す るで あ ろ う。 この よ うな情

勢 を背 景 に,ま す ます ソ フ トウ ェア技 術 の発 展 と高 度 化 を図 らなけれ ば な らな

いo

② ハ ー ドウ ェア技 術 の発 展 動 向

ハ ー ドウ ェア技 術 の進 展 には,著 しい もの が あ りそ の発展 を特徴 的 に み る と,

第1世 代 の真 空 管 技 術,第2世 代 の トラ ン ジス タ技 術,第3世 代 のIC技 術,

第3.5世 代 のLSI技 術 ・…・…と開発 され て きて い る。

しか し,こ の よ うなハ ー ドウ ェ ア技 術 の発展 は,た だ単 な る技 術革 新 の み に

よ るだ けで な く,コ ン ピ ュー タ ・メー カ ーの マ ーケ テ ィ ング政 策 に起因 して い

ると こ ろが 大 きい。 この こ とは,ハ ー ドウ ェア技 術 の特 質で あ る とい うこ とが

で き る。

そ の たあ世 界 各 国 は,こ ぞ って 第3.5世 代 以 後 の 技 術 開発 に重 点 をお い た コ

ン ピ ュ ータ産 業 政 策 を展 開 して きて い る。

わ が国 にお い て も,大 型 プ ロ ジ ェク トと して 超 高 性能 大 型 計 算機 の開発,パ

タ ー ン情 報 処 理 の 開 発 さ らに 国産 コン ピュータ ・メ ー カ ーに対 して次 の世 代 の コ

ン ピュ ー タ開 発 の 助 成 な どの施 策 を展 開 して い る。 この よ うな こ とに よ って 今

後,数 年 間,ハ ー ドウェ ア技 術 は,論 理 回路,話 己憶 装 置 のLSI化,高 速 大 容

量IC記 憶,仮 想 記憶 方 式 な どの実現 とい うよ うに飛躍 的 に進 展 す る もの と予

想 され る。 そ して,こ の ことは コ ンピュータ ・シス テム の 高速 化,小 型 化 と,一

方 で は機 能 的 な面 で の 大型 化,高 信頼 性 を実現 し,今 後 の 情報 シス テ ムの 高 度

化,多 様 緩 に多 大 の イ ンパ ク トを与 え る もの と考 え られ る。
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コ ン ピュー タ本 体 の ハ ー ドウ ェ ア技 術 の発展 に加 えて ,近 年 ま す ます,そ の

技 術 発 展 が重 要 視 され て きた もの に端 末 機 や周 辺 機 器 が あ る。 た とえば,端 末

機 にや い て は,情 報 処 理 能 力 を もつ 端 末 機,い わ ゆ る イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー

ミナル の開 発,POS(ポ イ ン ト ・オ ブ ・セ ー ル ス)な どに み られ る専用 端 末

機 の 開発 な どで あ り,周 辺 機 器 にお いて は,CRTデ ィス プ レ イ,グ ラ フ ィ ッ

ク ・ディスプ レイや,漢 字 プ リ ンタ な どの 新 しい タ イ プの情 報処 理 を可 能 に す る

もの や,キ ー ツ ーテ ー プ,キ ー ツ ー デ ィス ク,手 書 きOCRな ど さ らに 情報 処

理 を高 率 化,高 度 化 す る もの な どで あ る。 この よ うな新 しい端 末機,周 辺 機 器

の 出現 に よ って コ ンピュータ ・シス テ ムの適 用 範 囲 は著 し く拡 大 して きて い る。

さ らに,コ ンピュータ ・システ ム の適 用 範 囲 を拡 大 す る もの に,ミ ニ コ ン ピュ

ータ の発 展 が あ る
。 一般 に制御 用 コ ン ピ ュー タ と して 出 現 した ミニ コ ン ピュ ー

タ は,次 第 にそ の機 能 が拡 充 され,汎 用 コ ン ピュ ータ の機 能 と同等 の機 能 を も

つ に至 って い る。 そ して,ミ ニ コ ン ピ ュー タ を汎用 コ ンピ ュ ータ とそ の機 能 を

比 較 させ る程 に発 展 させ た の は,ミ ニ コ ン ピュ ータ本 体 と周 辺 装 置,端 末機 が

それ ぞれ独 立 した メ ー カ ーに よ って 製作 され た もので あ って も自 由 に イ ンタ ー

フェ ー スが とれ,目 的 にあ った シス テ ム構 成 を と る こ とがで きる とい う。 い わ

ば コ ン ピュ ータの アセ ン ブ リー化 と して 特徴 づ け られ る もので あ るb

この ことに よ って,ミ ニ コ ン ピ ュ ータ の適 用 範 囲 を著 し く拡 大 せ しめ,現 在

で は オ ン ラ イ ン ・リアル タ イム処 理 を可 能 に し,複 数 の ミニ コ ン ピュ ー タ を組

合 せ る こ とに よ って 大型 コ ン ピュータ ・レベル の能 力 を発 揮 す るまで に い た って

い る。 この よ うなハ ー ドウ ェア技 術 の発 展 に と もな って そ の利 用 技 術(ソ フ ト

ウ ェア)を ハ ー ドウ ェ ア化 した,マ イクロ・プ ロ グ ラ ミン グ技 術,す なわ ち フ ァ

ー ム ウェ ア技 術 が 開発 され
,コ ン ピ ュー タ処 理 の多 目的化,高 度 化,オ ペ レー

テ ィン グ ・シス テム(OS)の 負 担 軽 減,異 機 種 言 語変 換(コ ンバ ー ジ ョン)

を容易 化 して きて い る。

以 上 の よ うなハ ー ドウ ェ ア技 術 の発 展 に対 応 して コ ン ピ ュー タ利 用 技術(ソ

フ トウ ェア)も 著 し く発 展 して きて お り,各 分野 にお ける情 報 シス テ ムが急 速

に進展 して きて い る。
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しか し,今 後 コ ン ピュー タ利 用 の適 用範 囲 が さ らに拡 大 され て ゆ くた めに は・

一 層 の ハ ー ドウェ ア技術 の発 展 ,高 度 化 が な され,ハ ー ドウ ェア の低 価格 化,

小型 化,高 信 頼 化,操 作 の容 易化 な ど が図 られ な けれ ば な らな い。 特 に端 末 機

や周 辺 機 器 に お いて は この こ とが ます ます 重 要 とな って きて い る。

4.新 しい開 発促 進 の 要 因

以 上 の よ うな ソ フ トウ ェアお よび ハ ー ドウ ェ ア技 術 の発展 や 情 報 システ ムの 進

展 に よ る ソ フ トウ ェ ア開発 の需 要増 大 に加 えて,次 の よ うな 新 しい要 因 に よ る需

要増 大 が 考 え られ て い る。

そ の一 つ は,ハ ー ドウ ェア と ソフ トウェ アの価 格 別 建方 式 の導 入 で あ る。 従来,

コ ン ピュ ー タの導 入 に際 して は,導 入 コス トに見 合 うソ フ トウ ェ ア(OS等 の 基

本 ソ フ トウ ェアお よ び給与 計算 や経 理事 務 の応 用 プ ログ ラムの 作成)は,コ ン ピ

ュ ータ ・メ ー カ ー に よ って 作成 され,事 実上 無 償 の 形 で 提供 され て きた。 しか し

IBMに よ る370シ リーズ の 販売 を期 に,ハ ー ドウ ェア とソ フ トウ ェ アの価 格 別

建 て の 実施 を契 機 と して 次 第 に そ の機 運 が 高 まって きて いる。 この た め従 来 コ ン

ピュ ータ ・メ ー カ ー の提 供 に依 存 し ソフ トウtCア の 自主 開発 をす る必 要 の なか っ

た ユ ーザ ー に あ って は,自 主 開発 か,委 託 開発 か,ソ フ トヴ ェア ・パ ッケ ー ジ の

購 入 か の い ずれ か を行 な わ ざ る を えな くな って くる。 この た め,ソ フ トウェ アの

開 発,流 通 は一 段 と活 発 化 す る もの と予 想 され る。

第2に は,通 信 回線 の解 放 で あ る。 従 来 わ が 国 に お け る通 信 回線 の利 用 は,企

業 内か,あ るい は 業務 上 緊 密 な 関係 に あ る者 同 士 の共 同利用 が認 め られ て い た に

す ぎず,米 国 な どに 比べ 情報 ネ ッ トワー ク に よ る利 益 の増大 を著 し く阻 止 して い

た。 しか し なが ら,近 年,通 信 回線 が大 幅 に規 制緩 和 され,こ れ に よって,従 来

考 え られ なか った 情報 シス テ ム が新 たに構 成 され,こ れ に よ って 生 み 出 され る利

益 の増 大 は測 りしれ ない もの が あ る と予 想 され て い る。 た と えば,大 量 の情 報 の

なかか ら必 要 な情 報 を迅 速 かつ 広 域 に提 供 で きる情 報 提供 サ ー ビス の 実現 や 異 業
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種 間 の オ ン ラ イ ン結 合,各 省 方 間 の オ ンラ イ ン結 合 な どが可 能 と な り,社 会,経

済 の 情 報 シス テ ムは 急速 に形 成 され る な どで あ る。 この た め,従 来 の ソ フ トウェ

ア とは 異 った ソ フ トウ ェ ア開 発 の 需 要 は増 大 す る もの と予 想 され る。 この よ うな

状 況 を背 景 に して 新 しい情 報 シ ス テ ムが 進 展 して い く もの と予想 され る。

5.開 発主体 における最近の動向

この よ う な情 報 シス テ ムの 開 発,管 理,運 用 にお い て は従来 次 の よ うな3つ の

パ タ ー ンが考 え られ て い た。

Dユ ーザ ー 自身 に よ る もの

ii)コ ン ピュー タ ・メ ー カ ー に よ る もの

‖i)専 業 者(ソ フ トウ ェ ア企 業,計 算 セ ンタ ー)に よ る もの

しか し,最 近 の 動 向で は この パ タ ー ンが 少 しづっ 変化 して きて い る。 す なわ ち,

い ままで ユ ーザ ーで あ った既 存 産 業 が 自社 の 開発 活動 が一 段 落 し一 巡 して きた こ

とに よ る人 材,蓄 積 され た ノ ウハ ウ等 の有 効活 用 を図 る ため情 報 産 業 化 しつつ あ

る とい うこ とで あ る。 この こ とは,コ ン ピュ ータ ・メ ー カー に とって は シ ステ ム

オ ル ガ ナ イザ機 能 の縮 少,専 業 者 に とって は専 門 分 野で の競 合 とい う新 しい事

態 を惹 起 す るか もしれ ない とい う こ と を意 味 して い る。

以上 の よ うに,情 報 シス テ ム(ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テム)の 拡 大 と高度 化

に対 す る要求 の か た ま りは,ソ フ トウ ェア開 発 の需 要 を喚 起 す る一 大 要 因で あ る。

この よ うな観 点 か ら,今 後要 求 され るで あ ろ うア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ムを対

象 に,そ の形成 に必 要 な ソ フ トウ ェ アの 開発 に重 点 を置 き,次 の よ うな諸 要素 間

で の 関連 にお い て詳 説 した もの が 以 下 に述 べ る各論 で あ る。

Dソ フ トウェ ア 技 術

ii)ア プ リケ ー シ ョ ン技 術
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iiDサ ー ビス形 態

lV)ハ ー ドウ ェ ア技 術

V)開 発 主 体
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III.ソ フ トウェ ア技術 お よび その 関 連技 術



、

、



皿 ソ フ トウ ェア技 術 お よび そ の関 連 技 術

A経 営組織体において必要 とされるシステム

1.経 営 管 理 シ ステ ム

経 営 管 理 シ ス テ ム とい っ た場 合 に,大 き く分 けて2'つ の分 野 が あ る。1つ は全

社 的 な経 営 計 画 策 定 シス テ ムで あ り,他 の1つ は事 業 所別,支 店 別 等 の 部 門 別 経

営 計画 策 定 シス テ ムで あ る。

1.1全 社 的経 営 計 画 策 定 シ ス テム

これ は長 期 的 ・戦 略 的 な経営 計 画 をサ ポ ー トす るた めに,経 営 体 を取 り巻 く環

境 条件 の予 測,各 種 施 策 の 効 果 な どを,シ ミュ レ ー シ ・ン ・モ デ ル な どの活 用 に

よ って よ り効 果 的 に行 なお うとす る もので あ る。

これ には,当 然 中 ・長 期 の 財務 計 画 ・資 金 計 画 な ど を も含 む こ とに な るが,製

造 業 と非 製 造 業 な ど とで は実 態 的 に もか な り異 な る面 もあ り,実 務 的 には あ る程

度 業 種 別 に ブ レ イ ク ・ダ ウ ンす る こ と も必 要 に な って くると思 われ る。

1.2部 門 別 経 営 計 画 策定 シ ス テ ム

部 門 別 経 営 計 画 策 定 シス テ ム は,上 記 の よ うな全 社 的経営 計 画策 定 シス テ ム を

ベ ー ス に しな が ら,事 業 部 や支 店 レベ ル な どの事 業 計 画 を策 定 す るた め の,や や

短 期 的,戦 術 的 な経 営 計画 シス テ ムで あ る。 事 業 所 や支店 単位 ご との 目標 設 定 シ

ス テ ム や業 績 評 価 シス テム,財 務 ・資金 計 画 な ど もこれ に含 まれ る。

1.3ソ フ トウ ェア技 術

ソ フ トウ ェ ア技 術 と して は,次 の よ うな こ とが要 求 され よ う。
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① 第1に,当 然 の こ となが ら,こ の種 の シス テ ムの利 用 者 はEDP部 門 以 外 の

ス タ ッフ(例 えば,企 画 部,社 長 室,財 務 部,業 務 部 な ど)で あ る た め,ユ ー

ザ ー ・オ リエ ンテ ッ ドな非 手 順 向(Non-Procedural)な い しはProblem

Orientedな ラ ンゲ ー ジで 書 かれ て い る ことが望 ま しい。 そ うで な い と,な か

なか心 理 的 な抵 抗 な しに は使 われ ない し,ワ ン ・シ ョッ ト ・リク エ ス トが起 き

た よ う な場 合 に も,一 々EDP部 門 の人 間 の手 をわ ず らわ さない と な らない か

らで あ る。

② 第 二 に は,予 想 され るい ろ ん な条 件 に対 して考 え られ る諸 施 策 の 政策 効 果 を

見 るた め に,シ ミュ レー シ ョン を頻 繁 に行 な う必要 が あ る ことか ら,い わ ゆ る

デ ィマ ン ド ・モ ー ドで の 会 話型 処 理 がで き る こ とが望 ま しい。

③ 第 三 に は,い つで も最 初 の デ ー タ を簡 単 に引 き出せ る必要 が あ り,そ の た め

に は重 畳 的 な条 件 検 索,メ ニ ュー検 索,機 密 保 護,フ ァイル ・メ ンテ ナ ンスが'

容 易 で,か つパ フ ォー マ ンス もあ ま り落 ち ない汎 用 の フ ァイル ・マ ネ ジメ ン ト

・シス テム が整 備 され る必 要 が あ る
。

1.4ア プ リケ ー シ ョ ン技 術

ア プ リケ ー シ ョ ン技 術 と して は,シ ミュ レ ー シ ョ ン,時 系 列 分 析,Linear

Progamming,GoalProgramming,DynamicProgrammingな ど の 最 適

化 手 法 や 予 測 手 法,決 定 理 論 な ど の パ ッケ ー ジ ・プ ロ グ ラ ム の レ ベ ル ・ア ッ プ が

望 ま れ る。

1.5必 要 と され るサー ビス

以 上 の よ うな ソ フ トウ ェア開発 とあ わせ て,マ ク ロの 内外 経 済 情報,業 界 ・商

品 市 況 情 報,社 内 の各 種 経営 統 計,財 務 デ ータ な どの 整備 が あわ せ て 必要 とな ろ

う。

1.6ハ ー ドウ ェア技 術

こ の種 の シス テ ム は,前 記 の よ うに,会 話 型TSSが 望 ま しい こ とや プ ログ ラ

一20一



ム 自身 が か な り大 き くな る ことか ら,大 型 の コ ン ピュ ータが 中心 に な る もの と思

われ る。 そ の ほか に,カ ナ文 字 が取 り扱 え る こ と,時 系 列 デ ータ の ア ウ トプ ッ ト

の た め に は,多 少 ドッ トは粗 くて もよい が,ロ ー ・コス トの グ ラ フ ィ ッ ク'デ ィ

ス プ レ イの 開発 が あ る と非 常 に効 果 的で あ る。

1.7開 発 主 体

ハ ー ドウェ アは 当然 メ ーカ ー,ソ フ トウ ェ アにっ いて は主 と して メ ー カ ー,ア

プ リケ ー シ ョンにつ いて は ソ フ トウ ェア ・ハ ウス が 中心 とな ろ うが,こ れ も固定

的 な もの で は な く,適 宜 ユ ーザ ー,メ ー カ ー,ソ フ トウェ ア ・ハ ウ スの い ず れ か

が開 発 した もので も,汎 用 性 が あ れ ば十 分 流 通 の 対象 とな り うる もの と考 え る。

2.人 事 ・労務 管理 シ ス テム

人 事 ・労 務 管 理 シス テム には,い わ ゆ る人 事 情報検 索 シス テム や研 修 用 ビジ ネ

ス'ゲ ー ム,モ ラ ル ・サ ー ベ イ,給 与 計 算 シス テ ムな どい ろい ろ の 分野 が あ る

が,こ の う ち給 与 計 算 シス テ ム につ いて は,す で に古 くか らそ れ ぞ れ の企 業 体 に

お い て 開発 ず みで あ る と考 え られ るので,一 応 シズ テム の対 象 か らは 除外 した。

2.1人 事 情 報 シ ス テム

(1)こ こで い う人 事 情報 シス テム の 中 に は,要 員 の採 用,昇 進 計 画,ス キ ル ズ ・

イ ンベ ン トリー,要 員 の適 正 分 析,所 要 人 数 の算 定,最 適 配 分 計 画 な ど をふ く

ん だ 広 い 意 味で 把 え る こ と とす る。

(2)研 修 用 ビジ ネス ・ゲ ーム に は,対 象 と して 経営 者,中 間管 理 者,新 入社 員 な

どい ろ い ろ な段 階 が あ り,対 象 に応 じて シ ミュ レー シ ョンの 内容 も異 な って く

るの は 当然 で あ る。

㈲ モ ラ ル ・サ ー ベ イ,シ ステ ム は,ア ンケ ー トな ど に よ って 従 業員 の 志気 を

調 査 す る た めの もので,た ん な る ク ロス集 計 に と どま らず,計 量 心 理 学 的 な 解
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析 まで を含 ん だ汎 用 ソ フ トウ ェ アの 開発 が望 まれ る。

2.2ソ フ トウ ェ ア 技 術

(1)人 事 情 報 シ ス テ ム の う ち,ス キ ル ズ ・イ ンベ ン トリ ー と そ のIR,要 員 の 最

適 配 置 計 画 な どは,コ ン ピ ュ ー タ と 会 話 型 式 で,メ ッ セ ー ジ の や り取 り な い し

は シ ミュ レー シ ョン を行 な え る こ とが望 ま しい。 また,人 事 情 報 は そ の 性質 上

機 密 保 護 が 重 要 な要件 で あ る ため,極 力EDP部 門 の 手 をわず らわ す こ とな く

人 事 部 員 み ず か らが,検 索 や ワ ン ・シ ョッ ト ・リ クエス トに よ る プ リ ン ト ・ア

ウ トな どが で き る こ とが要求 され る。

そ の 意 味で は,当 然 の こと なが らユ ー ザ ー ・オ リエ ンテ ッ ドな非 手 順 向(Non-

Procedural)な い しはProblemOrientedな 言語 で あ る こ とが望 ま しい。

また,デ ータ ・ベ ー ス ・マネ ジメ ン トとい う観 点 か ら も,と くに機 密 保 護,

重畳 的 な条 件 検 索 ・ メ ニ ュー検 索,急 な要 求 一 い わ ゆ る ワ ン ・シ ョ ッ ト ・リ

クエ ス トに対 して も簡 便迅 速 に即応 で き る よ うな配 慮 ,日 常比 較 的頻 繁 に発 生

す る人 事 異 動 に対 して も,コ ン ピュ ータ ・フ ァ イル を容 易 に更 新 で き る よ うな

プ ログ ラ ムが 整 備 され て い な けれ ば な らな い。 そ の場 合 ,ご く一 部 の極 端 に従

業 員 数 の 多 い 大企 業 を除 いて は,デ ータ処 理 の ス ル ー プ ッ トの 如何 よ りは,む

しろ 日中 常 時人 事 部員 がCRTデ ィス プ レ イで 検 索 可 能 とす るた め に,で きる

だ け プ ロ グ ラム の モ ジュ ール化 に よ る オ ー バ ー レ イあ るい は ダ イ ナ ミッ ク ・リ

ロケ ー シ ョンな どが 可能 な よ うに して ,コ ア ・レジデ ー ツの 圧縮 な ど を はか る

こ とがで きれ ば 大 変 便利 で あ る。 そ の点 で,イ タ リアの企 業 数社 が ,情 報 の 検

索 だ け が可 能 な20Kバ イ トぐ らい の簡 単 な プ ログ ラム を共 同で 開発 し,日 中 は

これ を常 時 コア に在 駐 させ てCRTデ ィス プ レイで 人 事 部員 が いつ で も検索 可

能 な よ うに して お き,夜 間 だ けは バ ッチ 用 の128Kバ イ トぐ らいの本 格 的 な汎

用 デ ー タ ・ベ ース ・マ ネジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ ムに 入れ 替 えて フ ァイル 更 新 な ど

を行 な って い るの は,大 い に参 考 とす る価 値 が あ ろ う。

た だ し,採 用,昇 進 計 画,要 員 数 の 算定,適 性 分 析 な どにつ い て は,そ の 性

質 上 必 ず し も会 話 型 処 理 を必 要 と し ない ケ ー ス が 多 い と思 われ る。
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② 研修 用 ビジ ネス ・ゲ ー ム に つ い ては,や は りコ ン ピュー タ と イ ンタ ラ クテ ィ

ブな形で の シ ミュ レ ー シ ョンや結 果 の ア ウ トプ ッ トがで き る ことが望 ま し く,

その 意 味で は,人 事 情報 シ ステ ム に おい て述 べ たの と同様,会 話型TSSで か

つ ユ ーザ ー ・オ リエ ン テ ッ ドな形 の言 語体 系 ない しは汎 用 フ ァイル ・マ不 ジメ

ン ト ・シス テ ム をベ ース に す る こ とが 望 ま しい。

(3)モ ラ ル ・サ ー ベ イ,シ ス テ ムにつ いて は,上 記 と異 な り,デ ィマ ン ド'モ

ー ドで の イ ンタ ラ クテ ィブ な処 理 は必 要 な く
,バ ッチ処 理 で 十 分で あ る。

2.3ア プ リケ ー シ ョン技 術

① 人 事 情報 シス テ ム や,② 研修 用 ビジ ネス ・ゲ ー ムにつ いて は,シ ミュ レ

ー シ ・ン,最 適 化 手 法,計 量 心 理 学, 一統 計 解 析 な どの手 法 を比 較 的容 易 に使 用で

き る よ うな ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジの開 発,③ モ ラ ル ・サ ー ベ イ,シ

ス テム につ いて は,計 量心 理 学 の ほ か に,数 量 化理 論,統 計 解 析 な どのパ ッケ ー

ジの開 発 が望 まれ よ う。

24必 要 と され るサ ー ビス

人 事 情報 シス テ ムの うちの 要員 適 正 分 析 や モ ラ ル ・サ ー ベ イ な どにつ い て は,

産業 心 理 学 者 の参加 と,適 切 な ア ドバ イスが 必 要で あ る。

2.5ハ ー ドウ ェ ア 技 術 一

人 事 情 報 シ ス テ ム に つ い て は,カ ナ文 字 も取 扱 い 可 能 な ロ ー ・コ ス トの キ ャ ラ

ク タ ー ・デ ィス プ レ イ が,ま た 研 修 用 ビ ジ ネ ス ・ゲ ー ム につ い て は,タ イ プ ラ イ

タ ー型 式 で もよ い が や は り ロ ー ・コ ス トの リ モ ー ト ・タ ー ミ ナ ル が 必 要 と な ろ う。

2.6開 発 主 体

CRTデ ィ ス プ レ イ や タ ー ミ ナ ル の 開 発 主 体 は 当 然 メ ー カ ーで あ るが,ソ フ ト

ウ ェ ア や ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ に つ い て は,メ ー カ ー,ソ フ ト ウ ェ ア'

ハ ウス,ユ ー ザ ー の い ず れ で も可 と思 わ れ る 。
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3.会 計 ・経 理 管 理 シ ス テム

会 計 ・経 理 シ 冬 テム には,大 き く分 けて予 算編 成 シス テ ム,原 価 管 理 シス テ ム

会 計監 査 シス テム あ3分 野 が あ る。 この う ち予 算編 成 シス テ ム は,長 期 ・短 期 の

予算 編 成 を効率 化 す るた め の シス テ ムで あ り,原 価 管 理 シス テ ムは単 位 業 務 ご と

の 原価 ・収 益 計算 を明 らか に す るた め の シス テムで あ る。 汎 用 の 会 計監 査 システ

ム は,最 近 の企 業 の傾 向 か ら して ,で きれ ば連 結 決 算 や 行 列 簿 記 を採 用 の企 業で

も適 用で き る よ うな配 慮 が加 え られ て いれ ば理 想 的 で あ る。

3.1ソ フ トウ ェア 技 術

(1)予 算 編 成 シス テム に は,マ ン ・マ シンめ イ ンタ ラ ク テ ィブ な フ ィー ド ・バ ッ

クが可 能 な よ うに,会 話 型TSSで 使用 で きる方 が望 ま し く,デ ー タ ・ベ ー ス

・マネ ジメ ン トにつ い て も効 率 的 な汎用 フ ァイル ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テム を

利 用 で きた方 が効 果 的で あ る。 ま た カ ナ文 字 を扱 え る方 が よ りベタ ーで あ ろ う。

(2)原 価 管 理 シス テ ム と会 計 監 査 シス テ ム につ い て は,必 ず し も会 話 型処 理 は条

件 で は な く,バ ッチ処 理 で も十 分 で あ る。 た だ し,会 計 監 査 シ ス テ ムで は,機

密 保持 機 能 も付 加 され て い れ ば さ らに好 ま しい とい え よ う。

3.2ア プ リ ケ ー シ ョ ン 技 術

① 予 算 編 成 シ ス テ ム で は,シ ミ ュ レ ー シ 。 ン,LinearProgramming,

GoalProgramming,DynamiCProgrammingな ど の 最 適 化 手 法 や 各 種 予

測 手 法 の ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ。

② 原 価 管 理 シス テ ムで は,統 計 管 理 手 法

③ 会 計 監 査 シ ス テ ム で は,推 測 統 計 手 法

な ど を比 較 的 簡 単 に 使 用 で き る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の 開 発 が 必 要 と な

ろ う。
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3.3必 要 と され るサー ビス

予算 編 成 シス テムで は,内 部 の経 営諸 統 計 は もちろん の こ と,マ ク ロや セ ミ'

マ ク ロの経 済 諸 デ ータ が 必要 で あ る。 会計 監 査 シス テ ムで は,公 認 会 計 士 な ど に

よ る専 問 家 の ア ドバ イス が不 可 欠で あ る と思 わ れ る。

3.4ハ ー ドウ ェア技 術

予 算編 成 シス テ ムや 会 計 監 査 シス テ ムで は,ハ ー ドウ ェ ア技 術 につ いて と くに

記 す べ き事項 は な い が,原 価 管 理 シス テ ムにつ い て は比 較 的低 広 に デ ー タ収 集

がで き る よ うな(例 えば,さ らに読 取 許 容範 囲 の広 い 手書 きOCR,OMRな ど)

の技 術 が 必要 で あ ろ う。

3.5開 発主 体

これ らの プ ログ ラム の 開発 主 体 に?い て は,メ ーカ ー,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス,

ユ ーザ ー いず れで あ って も,汎 用 性 が あ り,使 い勝 手 の よ い もの が提 供 され れ ば,

特 に限定 す る必要 は な い もの と思 わ れ る。

4.販 売管理 シ ス テム

販売 管 理 シス テ ムに つ い て は,業 種,業 態,取 扱 い 商 品等 に よ り異 な り,ま た

範 囲 も販 売 需 要 予 測,受 注,在 庫 管 理,販 売 代 金 回収 管 理,顧 客 情 報,ア フタ ー

・サ ー ビス 的 な もの まで含 まれ一 概 に論 ず る ことは非 常 に難 か しい 。

現 在 すで に各企 業 の各段 階 に お い て,夫 々の実 態 に即 した形 で,ア プ リケ ー シ

ョンが 開発 され,実 用 化 され てい る。

今 後 開 発 を要 す る もの の 傾 向 と して,現 場 一 店頭,セ ー ル ス,商 品管 理 部門

等 一 か ら直接 コ ン ピュ ー タ と応 答 し,顧 客 サ ー ビス,商 品手 配,情 報入 手 等 の

で きる もの,販 売 予 測 ・促 進 に役立 つ もの,大 き な ネ ッ ト ・ワー クで 管 理 す る も

の等 が あ ろ う。
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即 ち,次 の もの が挙 げ られ る。

4.1シ ス テ ム例

(1)ハ ー ドウ ェ ア面 で の新 技 術 を採 り入 れ た ア プ リケ ー シ ョ ン ・シス テム

現場で のデー タ入出力 の方 法 と して,既 に現 在で もPOSタ ー ミ ナルでID

カ ー ド,タ ブ カー ド等 の 入 力 手段 が行 なわ れ て い るが,将 来 の姿 と して

① 商 品 そ の もの 一 これ が 可能 な商 品 種類 は 限 られ る と して も 一 を識 別

し,入 力 情 報 と し うる装 置 。

② 音 声 に よ る入 力装 置 一 電 話 に よ る受 注 入 力 等

音 声 に よ る出力 装 置 一 出荷 の 品揃 え指 示 等

③ 店 頭 にお け る販 売 デ ー タ と と もに顧 客 の反 応,評 判(図 形 も含 め)等 を

も入 力 可 能 な端 末 装 置 一 顧 客 の 好 み,流 行 の移 り変 りの 激 しい商 品 の 販

売動向 を,刻 々本 部へ伝達可能 とす る もの。

④ 広 告 紙 面,放 送 放 映 の リザーベー シ。ン,実 施 管 理 シス テ ム と して,マ イ

ク ロフ ィル ム,放 送 機 等 と連 結 す る もの。

② 大 きな情報 ネ ッ トワ ー クの中 に,現 在散 在 す る各 種 情報 を組 織 化 して利 用

可 能 な らしめ,販 売 促 進,サ ー ビス,効 率 向 上 を図 る シス テ ム。

① メ ー カ ー(或 い は生 産 地),問 屋,小 売 段 階で:物 流,取 引,各 種 情報

を一 元 的 に と らえ る管 理 シス テ ム

ー 各 種耐 久 消 費 財
,生 鮮 食 料 品等

② 耐 久 消 費 財 の買 替 え時 期,利 用 状 況,故 障記 録等 の各 種 情報 か ら販 売促

進,顧 客 サ ー ビス に 役立 て る もの 。 また割 賦 販 売等 で 個 人 信 用 情 報 を各 販

売 店 か ら利 用 照 会 す る もの。

4.2ソ フ トウ ェア 技 術

(1)シ ス テムがEDP部 門 以 外 の人 達 に利 用 され る こ とが多 い の で,TSS型

シス テム につ いて,ユ ーザ ー,オ リエ ンテ ッ ドな専 用 会 話 型 言 語 が 望 ま しい,
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② 大 量 の デ ー タ ・ベ ース に よる シス テムで は検 索,フ ァ イル メ ンテ ンスが 容

易 な フ ァイル マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム。 ま た各 種顧 客 情 報,企 業 情報 を扱 う

ため の機 密 保 護 機 能 を もつ もの。

(3)各 種 特 殊 端 末 装 置 を コ ン トロー ル す る ソフ トウ ェア

4.3ハ ー ドウ ェ ア 技 術

パ タ ー ン認識,音 声 入 出力,漢 字 入 出力,図 形処 理等 の で きる各種 端 末 機。

マ イ ク ロフ ィル ム,放 送 機 等 とEDPと の連 結 。

軽 便(ポ ー タ ブル),安 価 な デ ィス プ レイ端 末 機

4.4そ あ他 必 要 事 項

シス テ ム に よ り夫 々異 な るが,

① マーケ ッ テ ィ ング専 門 家,心 理 学 者等 の コ ンサ ル テ ィ ング

② 各 種 内 部外 部 情報 を入 手 ・組 織 化 し,シ ス テム と して 情 報 ネ ッ トワー ク に

組 込 む情報 収 集 力 。

4.5開 発 主 体

各 種端 末 機,関 連 機 器 の開 発 主 体 は メ ー カ ーで あ るが,ユ ーザ ー,ソ フ トウ

ェアハ ウス か らの ユ ー ザ ー ・オ リエ ンテ ッ ドな協 力 が望 ま しい。 ソフ トウ ェ ア

や ア プ リケ ー シ ョ ン技 術 につ い て は,メ ーカ ー,ソ フ トウ ェ アハ ウス,ユ ーザ

ーの い ずれ で も
,或 い ま た共 同 開発 も可 で あ る。

5.在 庫 管理 シス テ ム

在庫 管 理 システ ム にお い て も,前 述 の販 売 管理 シス テ ム と同様,メ ーカ ー,問

屋 小売 等 に よ り形 態 もシス テ ム も異 な る。 ま た通 常 は生 産 ・購 買 ・販 売 管理 業 務

一27一



と結 びつ い て各企 業 ・各 様 の在 庫 管 理 システ ムカ に実用 され て い る。

5.1シ ス テム 例

① 経 営 の全 国 的 規模 化,工 場 ・営 業 所 の遠 隔 地 化 に 対処 す る管 理 シス テム。

各 地 に立地 す る工 場 ・倉 庫 ・営 業所 間 に おい て ,在 庫 場 所,最 適 在庫 量,

輸送 計 画 シス テ ム等 。 輸 送 コス トも含 めて 在庫 コス トを最 小 とす る物 流 の一

環 として把 握 す る シス テ ム。

② 部 品,製 品 等 を工場 ・デ ポ ・営 業 所 な どの多 段 階 で 管 理 す る シス テ ム

③ か な りの小 規 模 の企 業 に お い て も手 軽 に,安 価 に利 用 で き る汎 用 的 シス テ

ムo

5.2ソ フ トウ ェ ア技 術 ・ア プ リケ ー シ ョン技 術

隔 地 間で,且,在 庫 管 理 の性格 上,常 に在庫 フ ァ イル の即 時 更 新 の 照会 の必

要 か ら,当 然 オ ンラ イ ン ・リア ル タ イムの 機 能 が必 要 とな る。 従 って ,ま ず,

回線 制 御,フ ァイ ル更 新,障 害 回復 機 能,ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラム との

イ ンタ ー フ ェー ス等 につ い て 汎用 的 に設 計 され た使 い易 く効 果 的 な オ ンラ イ ン

コ ン トロール ・プ ロ グ ラム の 開発 が必 要 と され る。

アプ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム につ い て は 一 既 にか な り開発 され て は い る

が 一 業種 業 態 に よ りシス テ ム 内容 も異 な るので 夫 々の標 準 シス テ ム を用 意 す

る とと もにサ ブ シス テ ムの モ ジ ュ ール化 を図 り,そ の組 合 せ に よ り汎用 的 に ・

経 済 的 に利 用 で き る よ うにす る。

ア プ リケ ー シ ・ン技術 と して は ,最 適 在 庫 量 算 出,輸 送 問 題LP・ ス ケ ジ ュ

ー リン グ(PERT
,CPM)等 が必 要 。

5.3ハ ー ドウェ ア技 術

全 国的 規 模 の オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワー ク を形 成 す る大型 機 と回線 ネ ッ トワー

ク技 術。

また取 扱 い便利 で 安 価 な端 末 機 の 開発 が望 まれ る。

-28一



5.4開 発 主体 そ の他

開 発 主体 につ い て は前 項 販 売 管 理 シス テム と同 じ。

中小 規 模企 業 向 け汎 用 的 シス テ ムにつ い て は 情報処 理 サ ー ビス業 者 に よ る共

同利 用 サ ー ビス の要 もあ る。

6.物 流 管理 シ ステ ム

物 流 管理 の重 要 性 が認 識 され は じめ た のは比 較 的新 た らしい が,近 年 各 企 業 に

あ って は 「最 後 の魅 力 あ る検 討 分野 」 と してEDPSの 適 用 を図 って い る・

今 後 の方 向 は,従 来 の 事務 機械 化 の 分野 の ほか に,物 流 コス トの 分 析,企 業 活

動 拠 点 の選定,輸 送 手段 の決 定,輸 送 ス ケ ジュ ー リ ング な ど経営 計 画 レベ ル の分

野 へ と適 用 が拡 大 され る。 一 方,人 件 費 ・地価 の 高騰 に よ り,倉 庫 へ 自動 化,立

体化 へ の適用 も行 なわ れ て こよ う。

6.1シ ステ ム 例

① 物 流管 理 シ ス テム

物 流 コス ト分 析,店 舗 ・倉 庫 ・工 場 設 置場 所 選 定,輸 送 手 段 決 定,輸 送 ス

ケ ジ ュール決 定,輸 送 サ イ ク ル ・ル ー ト,積 合 せ 決 定,実 施 管理 等 の サ ブ シ

ス テ ムが組 込 まれ,こ れ らをTSSオ ンラ イ ンに よ り運 用 す る。

② 無 人(自 動)倉 庫 シス テ ム

オ ンラ イ ンに よ る トラ ッ ク マス タ ーの 制御 ソ フ トウ ェア と入 出 庫 デ ータ処

理 の シス テム か らな る。

さ らに物 を形態,重 量等 に よ り自動 的 に識 別 し,入 力 情 報 と し,倉 庫 種 類,

格 納場 所 等 を選定 させ 得 れ ば なお良 い 。

6.2ソ フ トウ ェ ア 技 術 ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン技 術

物 流 管 理 シ ス テ ム に つ い て は,EDP部 門 以 外 の 現 業 担 当 者 が デ ィ ス プ レ イ

等 に よ り,シ ミュ レ ー シ ョ ン を 行 な う。 従 っ て,ユ ー ザ ー ・オ リ エ ン テ ッ ド な
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会 話型 言 語 が望 ま しい。 また ア プ リケ ー シ ョン技 術 と して は 当然 なが ら,LP,

スケ ジ ュー リ ング等 の手 法 が使 わ れ る。

無人 倉 庫 シ ス テ ム につ いて は,リ アル タ イム の 必要 と,ス ペ ース割 付 け,L

P,数 値 制御等 の技 術 を要 す る。

6.3ハ ー ドウ ェ ア技 術

物 流管 理 シス テ ムで は大 型 コ ンピ ュー タに よ りオ ンラ イ ン ・ネ ッ トワー クの

構成 と,ブ ラ フ ィク ・デ ィス プ レイ。

無 人 倉 庫 シス テム で は主体 とな る 自動 倉 庫 機 械,特 殊 端 末 機 等 の ハ ー ドウ ェ

アの 占め る ウ ェ イ トは大 きい。

6.4開 発 主 体

倉 庫 機 械 メ ー カ ー,電 算 機 メ ー カ ー ,と ユ ー ザ ー ま た は ソ フ トウ ェ ア.ハ ウ

スの緊密 な共同開発 を要 する。

7.研 究 開発 管理 シ ス テム

7.1シ ス テ ム の概 要

研 究 開発 に お け る コ ン ピ ュー タ技 術 の活 用 は 大 き く二 つ に分 け られ,一 つ は研

究 内容 そ の もの に 関係 した活 用 の 仕 方 と,も う一 つ は研 究管 理 面 あ る いは効 率 化

の ため の活 用 の仕 方 とが あ る。 前 者 は業 種 に よ って夫 々異 な るが(例 えば化 学 工

業 にお け る反 応 解 析 へ の利 用),後 者 は各 業種 其 通 の ニ ーズ が あ る と考 え られ る。

そ の よ うな観 点 か ら こ こで は後 者 につ いて の シス テ ム と して 下記 の もの を取 り上

げ た。

(1)研 究 開 発 プ ロジ ェク ト管 理 シス テ ム

(2)技 術 情報 検索 及 び管 理 シス テム(特 許 情報 を含 む)

(3)ラ ボ ラ トリー ・オ ー トメ ー シ ョ ン

(1)は多 数 の並 行 して 行 な われ る研 究開 発 プ ロ ジ ェ ク トの評 価 ・選定 及 び管 理 を

一一30一



行 な う もので,評 価 ・選定 段 階 で は個 々の プ ロ ジェ ク トに つ いて,そ の研 究 の 目

標,達 成可 能 性,販 売 ・収 益 見通 し,所 要 経 費 ・期 間 ・要員 な ど数 多 くの定 量 的

あ るい は定 性 的 な デ ー タが 提 出 され,限 られ た資 金 ・人 ・設 備 の下 で の多 数 プ ロ

ジ ェク トな ら実施 プ ロ ジェ ク トの 選定 が 問題 とな る。 又,管 理 の 面 で は,予 算 管

理及 び進 捗 管 理 が あ る が,こ こで は 実績 デ ー タ の把 握 及 び 日程 ・要 員 計 画 の 調 整

が 可能 な シ ス テ ムが 必 要 と な る。

(2)は社 外 の膨 大 な技 術 情 報 の 中 か ら研 究 に必 要 な情 報 を効率 よ く抽 出 す る ため

の検 索 シス テ ム と,社 内 の 自己 技 術 デ ー タや特 許資 料 の管 理 の た め の シス テ ムで

あ り,現 在で も多 くの企 業 で コ ン ピュ ータ が利 用 され て い るが索 引 と原 資 料 との

関係,速 報 サ ー ビス と遡 及検 索,検 索 ター ンア ラ ウ ン ドタ イ ム な ど数 多 くの問 題

を抱 えて い る。

(3)は研 究 室 の 自動 化 ・省力 化 をめ ざす もので,こ れ まで 各 種 の分 析 計 や測 定 機

器 の デ ータ 自動 収 集 ・処 理 が な され て きて い る。 さ らに 実験 機 器 の 自動 制御 が進

め られ て い るが,計 測 器 ・制 御機 器 とコ ンピ ュー タ との イ ンタ ー フ ェ イ ス開発 及

び ソ フ トウ ェア開 発 が 容 易 にで き る こ とが今 後 の発 展 の た め に必 要 で あ る。

7.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア 技 術 その 他

(1)では コ ン ピ ュー タ技 術 上特 に 新 らし く必 要 と され る もの は 少 な い が,ア プ リ

ケーシ ョン ・プログ ラムと して 不確 実条 件 下で の プ ロジ ェク トの採 否 を決 定 す る も

の及 び プ ロジ ェ ク トの管 理 を行 な う もの の開発 が望 まれ る。前 者で は米 国 モ ンサ

ン ト社 で 用 い て い る よ うな混 合型 整 数計 画 法,後 者で は ディシ ジョン ・ボ ックスを

含 ん だPERTプ ロ グ ラム な どが考 え られ る。

(2)で は ます ます大 量 の 情報 を扱 うこ とに なる ため,コ ス トの 安 い大 容 量記憶 装

置及 び それ を扱 うた め の ソ フ トウェ アが 必要 とな る。 また コ ン ピュー タ に よ る索

引 の検 索 に ひ きつ づ き原 資料 に接 近で き るよ うな コ ン ピ ュ ータとマイク ロ ・フ ィル

ム との連 動 シス テ ムが 望 まれ る。 ま た,利 用 者 に便 利 な形 としてTSSに よる対

話型 の検 索 シ ス テム も要望 され よ う。

(3)では各 種 の 計 測機 器 との連 結 の ため の ハ ー ドウ ェ ア技 術 の 開 発 以 外 に,そ の
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た め の ソ フ トウ ェ ア と してPOL(ProblemOrientedLanguage)の 開 発 が 望

ま れ る。 ま た,最 近 は ミニ コ ン を利 用 す る こ とが 多 く な っ て き て い る の で ミニ コ

ンで も使 え る リ ア ル タ イ ム ・モ ニ タ ー及 び コ ン パ イ ラ が 必 要 で あ る。

8.設 計 管理 シス テム

各 種 エ ン ジニ ア リン グ分野 に お け る コ ン ピュ ータ を意 識 した設 計 シス テム の 開

発 は,現 在 に到 る まで,各 事 業 体,研 究 機 関 に お いて 非 常 な熱 意 を もって推 進 さ

れ て きて い る。

特 に,ダ ム,建 物,橋,各 種 プ ラ ン ト及 び造 船 等 諸 分野 に あ って は,そ こに投

ぜ られ る費用 が 多 大で あ るに も拘 らず その一 つ一 つ が一 品生 産 的 性格 が 強 い た め,

設 計 の 都 度,膨 大 な 数値 計 算,解 析的 努力 を伴 う設 計 試行 の く り返 しが 要求 され

るが故 に,設 計 の ス ピ'一 ドア ップ,省 力,更 に は設 計 の質 の向 上 を 目的 と して 各

種 の 自動 設 計 システ ム の開 発 が 試 み られ て お り,ICES(IntegratedCivil

EngineeringSystem)は それ らの中で も良 く知 られ てい る もの の一 つで あ る。

これ ら自動 設 計 シス テ ム は次 第 に幅 を広げ,プ ロブ レム ・オ リエ ンテ ッ ドな キ メ

の細 か い もの に な りつ つ あ り,そ の実 効 を挙 げ て は い るが,更 に エ ンジ ニ ア との

対 話 を重視 し,AutomaticDesignSystemよ りComputerAidedDesing

へ の移 行 が行 わ れ つつ あ る。CADに つ い て は ,1965年,米 国 で グ ラ フ ィ ック

デ ィス プ レ イの 実用 化 時代 の 到 来 が 期 待 されて か ら多 くの試 みが 為 され て きたが,

主 と して デ ィス プ レ イ端 末 の機 能 お よ び コス トの面で そ の実 用 化 が 遅 れ て い る。

しか し,設 計 シス テ ム にお け る 図形 入 力,図 形 出力 の 必要 性 に対 す る認 識 は益 々

高 ま るの みで,最 近 の人 件 費 の高 騰,エ ン ジ ニアの不 足,そ れ に反 して の設 計 ス

ピー ドア ップ に対 す る社 会 の要 求 は,そ れ ぞれ の エ ン ジニ ア リ ング分 野 にお いて

のエ ン ジニ ア との対 話 を強 く意 識 したCAD早 期 開 発 の 必要 性 を強 く示 唆 して い

る。

この よ うな環 境 下 に お いて 具 体 的 な シス テ ム の例 とそ こで 要求 され る ソ フ トウ
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エア技 術 を簡 単 に のべ る。

8.1設 計 管 理 シス テム

各 種 設 計 図の 自動 検 索 を行 な う もので,こ の よ うな システ ムで は,主 として 製

品 の 部 品展 開 の 技術 が要 求 され,更 に それ に伴 う見 積 りの技術 が要 求 され るが,

これ らは 問題 別 の ア プ リケ ー シ ョン技 術 で あ って,デ ータ ・ベ ー ス技 術 以 外 特 に

目立 った ソ フ トウェ ア基 本 技 術 は 必要 な い が,検 索 され た図 面 を表 示 す る ハ ー ド

ウ ェ ア及 びそ の ハ ー ドコ ピー を簡単 に とれ るハ ー ドウ ェアが 要求 され る。

8.2設 計 図 自 動 図化 シス テ ム

最 近 の 慢 性 的 な人 件 費 の 高騰,手 作 業 を嫌 う労 働 情勢 下 にお け る製 図 工 の不 足

は プ ロ ッタの コス トダウ ンと相 まって 設 計 図 の 自動 図化 を急 速 に促 進 させ つ つ あ

るが,現 在 図化 プ ロ グラ ムの 開発 に多 大 の労 力,時 間 を要 して お り,(現 在FO

RTRANで 書 か れ て い る これ らア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラム は図 面1枚 に 対 し

て少 く共5000ス テッ プ,し ば しぱ1万 枚 ス テ ップ を越 える)そ れ が プ ロ ッタ の よ,

り効 果 的 な利 用 を著 し く妨 げ て い る。 この よ うな環 境 下で現 場 の設 計 エ ンジ ニ ア

に とっ て コンピュータ ・プログ ラムを意 識 しな いで 書 け る よ うな 問題 向 け図 化 用 言

語 の 開発 が望 まれ て い る。 こ こで い う問 題 向 け どい うの は,例 え ば,回 路 図 用 図

化 言 語,空 調設 計 用 図化 言 語,建 築 構造 図用 図化 言 語 とい った意 味で,こ れ らの
ノ

目的 に そ って 図化 エ レメ ン トの あ り方及 び 図化 規 約,慣 習が 異 な り,図 面 は設 計

者 の 意 図 を正 し く施 工 者 に伝 え る こ とを第一 義 とす る以 上,そ れ ら規約,慣 習 を

,充 分 に 踏 ま えた それ ぞれ の 問題 向 け図 化 言 語 の 開発 が 必 要で あ る。

又,多 くの場 合,設 計 は 図 面 を作 成 しつ つ 進 行 して い く もの で あ って,そ の 意

味で この 言 語 は会 話 形 式 に よ る図 の修 正,追 加 が簡 単 にで きる機能 を有 す る事 が

望 ま し く,そ の意 味で デ ィジタ イザ ー,あ る いは グ ラフペ ンの如 き図 形 入力 を許

容 す るハ ー ドウ ェ ア機 能 が シス テム に要 求 され る。 又,夢 を述 べ れ ば,一 旦現 実

に図 面 上 に書 か れ た線 分 を消 し去 る事 ので き る よ うなハ ー ドウ ェア機 能 が望 まれ

る。 な お これ らの 図化 シス テム の一 環 と して,グ ラフィック ・デ ィス プ レイ を利 用
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した会 話 形 式 の 図化 プ ログ ラ ムデ ィバ ッグ シス テム が考 え られ,そ の為 に は前記

POLに 対応 す る グラフ ィック ・ランゲ ージの開 発 が 必要 で あ り,例 えば,ミ ニ コ

ン ピュ ー タ等 を利 用 した プ ロブ レム ・オ リエ ンテ ッ ド ・グ ラフ ィ ック ープ ロ ッタ

シス テ ムが望 まれ る。

8.3構 造 物 の 自動設 計 シ ステ ム

現 在,諸 建 設 分野 はこの種の 自動設計 シ ス テム 開 発 に 関 して 最 もア クテ ィブ な分

野 の一 つで あ る。 土 木,建 築 の 分野 で も構 造 物 の 自動設 計 シス テ ムは現 在 まで も

種 々開 発 され て い る。 しか しなが ら,今 後 は益 々急速 にCADシ ス テ ム'の道 をた

どる と思 われ る。 それ も,恐 ら く更 に細 分 化 され た,例 えば ダ ム とか学 校 建築 と

か高 層 集 合 住 宅 とい った,問 題 向 け のCADに 発 展 して い く もの と考 え られ る。

現 在 これ らの 構 造物 設 計 シス テ ムの母 体 を な す解 析 部 分 に 関 して は,コ ン ピュ ー

タ を意 識 した手 法 が一 応 完 成 してお り,実 用 化 され て い る とい え るが,設 計 者 の

待 望 して い るCADと して は,図 形 入 出力 機 能 を有 す オ ン ライ ン ・リアル タ イ ム

に よ る設 計 シス テ ムへ の要 求 が 強 い。 本 来,こ こで 要求 され る図 形入 出力 機 能 は

必 らず し も前 記&20)設 計 図 自動 図化 シス テ ムで 要求 され るよ うな レベ ル の もの

で あ る必 要 は ない ので あ る が,Man-MachineCo㎜unicationの 手 段 と して

レス ポ ンスの 早 い,安 価 な入 出 力機 器 が待 望 されて い る。 なお,こ の種 の自動 設 計

シス テ ム の規 模 と して は,CAD機 能 を有 しな い限 定 され た 目的 の もので も容 易
、

にFORTRANで 容 易 に1万 ス テ ップ を越 え,RTSS機 能 を有 する もので は2,3

万 ス テ ップ を越 え る事 も稀 で は ない。

この種 の シス テ ムで は デザ イン ・オ プテ ィマイゼー シ ョン を効 果 的 に行 な う為 に,,

過去 の幾 多 の設 計 経験 を蓄 積,利 用 し,設 計 結 果 を常 に工事 コス トの 面 か ら眺 め

る必 要 が あ る。 その為 に基 本 技 術 と して デ ータ ベ ー スの技 術,関 連技 術 と して統

計処 理 の技 術 が要求 され る。 又,多 くの場 合,一 マ トリ ックス計 算 を中心 と した 数

値 解 析技 術 が必 要で あ る。 いず れ に して も土 木,建 築 構造 物 と一 言で い って もそ

の種 類 は多 くそれ ぞれ設 計 シス テ ム と して汎 用 性 の幅 を ど こ まで 拡 げ るか 各 事業

体 で の組 織 の設 計 方 針 の あ り方 と設 計 シス テム の 目標 とす る レベ ル との 関 連 にお
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いて コ ンサ ル テ ィン グの要求 され る と ころで あ る。

9.設 備 管理 シ ステム

9.1シ ステムの概要

設備管理 の対象 には,道 路 ・港湾 などの公共設備や,住 宅 ・ビルデ ィングや・

装置工業 ・機械 工業 な どにお ける製造設備など種 々の ものが考 え られ,対 象に よ

って設備管理 の内容 も大幅 に異 な.ると考 え られ るが,こ 、こでは主 に製造設備 を対

象 としたシステムを想定 して話 を進め る。

製造設備の管理 には

(1)安 定運転 あるい は効率 運転 の ための設備保全管理

② 固定資産,保 守 費,運 転費 などの コス ト管理

の2面 があ り,前 者には,設 備の稼動状況,保 守状況 の記録 あるいは保守計画 の

作成の他,所 要部品の発注 ・在庫管理 など も含 まれ る。

後者で は,・ ス ト面 か ら運転 費,貯 費 などの ・バ 推移 繍 べ・貯 雛 の

変更 や,設 備取替 え時期 の判 断資料 を作成 した り,税 制のための固定資産 の管理

資料の作成 を行 なった りす る。'

9.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア技 術

上 記 の よ うな ア プ リケ ー シ ョンに対 して,特 に 目新 らしい技 術 は必 要 と しな い

が,こ の よ うな業務 は世 の 中 に非 常 に多 い ので,設 備管 理 の た めの 汎 用 パ ッケ ー

ジ の 出現 が望 まれ る。

特 に設 備保 全 及 び運 転 記 録 か ら合理 的 な保 全 計 画 の 作成 に はOR的 な考 え方 を

導 入 し,又,多 種 多 様 な所要 部 品 の管 理 あ るい は発注 の た め に は デ ー タ ベ ース の

取 扱 い を考慮 して パ ッケ ー ジ を作 成 す る必 要 が あ る。
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10.購 買 管理 シ ス テム

10.1購 買管 理 シ ス テ ムの 概 要

購 買 管 理 シス テ ム に は,(D納 期 管 理 シ ス テム,(ii)検 査 自動 化 シス テ ム,の

二 つ が考 え られ る。

納期 管理 シス テ ムで は,現 在 の シス テ ム に対 して将 来,要 求 され る点 はつ ぎの

諸 点 で あ る。

① 納 期管 理 情報 を欲 す る セ ク シ ・ンは,工 場,営 業 部,倉 庫 な どの現 業 部で あ

る。 そ れ らの現 業 部 で の諸 デ ー タの入 出 力 が容 易 な よ う・に シス テ ムが作 られ る

べ きで あ る。

② 納 期管 理 情報 が必 要 と され る タ イ ミング処 理 され る こ とが可 能 な シス テ ムで
●

あ る こと。

③ 生 産 管理 情報 との連 動 が可 能 な シス テ ムで あ る こ と。

一 方 ,検 査 自動 化 シス テ ム に要求 され るの は,つ ぎの諸 点で あ る・

ω 各 種 の検 査 条 件 が簡 単 に設 定 され,そ の条 件 下で の テス ト ・デ ータが 示 され

る。

回 繰 り返 し検 査 の必 要 な もの,規 格 デ ー タ との突 き合 せ が必 要 な もの につ い て

は その検 査 結 果 が示 され る。

セ寸 検 査 デ ー タ が納 期 管 理 シス テ ム と結 びつ け られ る こと。

これ らが 購買 管 理 シス テ ム の概 要 で あ る。

10.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア 技 術

納期 管 理 シス テ ム に要 求 され るのは,即 時処 理 機能 で あ る。 それ 故,オ ペ レ ー

テ ィ ング'シ ス テ ム も即 時 処 理 可 能 な もので な けれ ば な らない。 大 容 量 フ ァイ ル

を取 り扱 うた め,デ ータ ・ベ ー ス ・シス テ ムが 必 要で あ る。 そ こで は応 答 時間

(処 理 時 間)は 短 くな けれ ば な らない。 更 に,マ ル チ ・イ ンデ ックス に よ る検 索

を可能 にす る必要 が あ る。 又,処 理 形 態 も対 象 と な る製 品毎 に異 るた め,デ ィ シ
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ジ ョ ン ・テ ー ブル形 式 の プ ログ ラ ミングが要 求 され る。 現 業 部 内で の 処 理 と な る

ため,オ ン ・ライ ン処 理 に な るが デ ー タ転 送 ス ピー ドは それ 程,高 速 性 は要 求 さ

れ ない。

検査 自動化 システムに要求 され るソブ トウェア技術 として は各種の 自動検 査機

械 を リアル タ イムで コ ン トロール して い く技 術で あ る。 自動 制 御 で 要 求 され る と

同 レベル の オ ペ レー テ ィ ング ・シス テム が要求 され る。 関連 技 術 で い えば,実 験

計 画法,品 質 管 理 技 法 が汎 用 化 され た形で 組 み込 まれ るこ とが必 要 で あ る。 特 に,

検 査結 果 の 作 表 が 自動 化 され るまで に高 度化 され る こ とが望 ま しい。

10.3そ の 他 関連 項 目

納期 管 理 シ ス テム に 対 して は特 に 目新 しいハ ー ドウ ェア技 術,外 部 デ ータ の サ

ー ビス の必 要 性 は ない
。 しか し,検 査 自動化 シス テム に対 して は,多 種 多様 な 自

動 検 査機 械 が接続 され る。 そ の た め,コ ン ピ ュー タ との連 けい を とる イ ンタ ー フ

ェース の汎 用 化 が要 請 され る。 検 査 基 準 と して は外 部で 作 成 され た規格 デ ータ が

使 われ る場 合 が 多 い た め,外 部 情報 の サ ー ビス を受 け る こ とが望 ま しい。

11.生 産 管 理 シス テム

11.1シ ステ ム の 概 要

生 産管 理 シス テ ムは 全 社 的 な生 産 ・販 売 ・在 庫 計 画 シス テ ム の サ ブ シス テム と

して,下 図 の よ うな位 置 づ け が な され る。

全 社 的 な観 点 か ら工 場 と して の枠 付 けが な され た場 合,工 場 の生 産 管 理 シス テ

ム に は,

1)生 産 ・物 流 計 画(原 料,各 工程,出 荷)

2)品 質 管 理

3)設 備保 全 計 画

4)要 員 計画
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5)コ ス ト管 理.

A工 場

生 産 ・販 売 ・在 庫 計 画

・

B工場C工

生 産 管 理

シ ス テ ム

生 産 管 理

シス テ ム

生 産 管 理

シ ス テ ム

各 製 造 プ ロ セ ス コ ン ト ロ ー ル

な どが含 まれ,工 場 管 理 者 あ る い は管 理 ス タ ッフに役 立 つ た め の シス テム として

機 能 す る。

さ らに各 製 造 プ ロセ ス の コ ン トロ ール に な る と,工 程 の 自動 化 ・効 率 化 に主 眼

ウ

がお か れ運 転 管 理 者 あ るい は オペ レ ータ に役立 つ ・もの とな る 必要 が あ る。

11.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア技 術 そ の 他

生 産 管 理 シス テム に使 われ る コ ン ピュ ー タ技 術 と して は,ま ず上 述 の よ うな位

置 づ けか ら上位 及 び下 位 の コ ン ピ ュー タ との伝 送 に関 す るハ ー ドウ ェア及 び ソフ

トウ ェア技 術 が必 要 と され る。 また,現 場 との デ ー タ授 受 の た め の現 場 型端 末 が

要望 され て い る。 さ らに,生 産 単 位 フ ァイル処 理 の た め のB/Mプ ロセ ッサ ー は

リサ イ クル 系 あ るいは リタ ー ン材 の扱 い な どにつ い て今 後 と も改 良 が 加 え られ る

必要 が あ る。 また,こ れ まで 個 別 に作成 され て きた生 産 ス ケ ジ ュー リ ングの ため

の汎 用 プ ログ ラムが 開 発 され れ ば 大 い に利 用 され るだ ろ う。

次 に プロセス ・コン トロールで は現 場 計測 機 器 との接 続 に 関 す るハ ー ドウ ェ ア'
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ソ フ トウェ アの技 術 が望 まれ るし,言 語 的 に はPOL(ProblemOriented

Language)の 開 発 が望 まれ る。 ま た,こ の 面へ の ミニ コ ンの利 用 が増 え始 めて

い るが,モ ニタ ーお よ び アプ リケ ー シ ョ ンプ ロ グ ラム をユ ーザ ー が ア セ ン ブ ラー

で 組 むケ ース が多 い現 状 に鑑 み,ミ ニ コ ン用 の リアル タ イム モニ タ ー及 び コ ンパ

イ ラー を充 実 す る ことが急 務 で あ る。

また,プ ロセ ス コン ピ ュー タ は オペ レ ー タ との直 接 の や りと りが多 い ので,オ

ペ レー タ コ ン ソール を中心 と して,よ り良 い マ ンマ シ ン シス テム の た め のハ ー ド

ウ ェア及 び ソ フ トウ ェ ア技 術 が必 要で あ る。

12.そ の 他 の シ ス テ ム ー

12.1シ ステ ム の概 要

その他 シス テ ムの例 と して 地 方 公 共 団体 シス テム と病 院 情報 シス テ ム を述 べ る。

(1)地 方 公共 団 体 シス テ ム の概 要

現 在 の地 方 公共 団 体 シス テ ムで は,税 務 事 務 の機 械 化,給 与 計 算,各 種 の 統

計処 理 な どが 中心 で あ る。 しか し,地 方 公 共 団体 シス テム の将 来 像 ピ して 考 え

て い った時,各 種 の地 域 情 報,住 民 情報 の情 報検 索 が対象 とな る。 更 に,地 方

公共 団 体 は,そ の地 域 デ ー タの みで は な く近 隣地 方 公 共 団体 の マ ク ロ ・デ ー タ,

及 び中 央 政府 との デ ー タの授 受で は コ ン ピュ ータ ・ツ ウ ・コ ン ピュ ー タ(Com-

puterToComputer)が シス テム の基 盤 とな る。

(2)病 院 情 報 シス テ ムの概 要

病 院 情報 シス テ ム を構 成 す る骨子 は,カ ル テ情報 の イ ンベ ン トリー及 び そ の

デ ー タ の解 析,検 索 で あ り,他 方,診 療 費 の 計算 及 び医薬 品 の 在庫 管理 で あ る。

カル テ情 報 に は キ ャ ラ ク タ ー情報 と図 形 情報(レ ン トゲ ン写 真 な ど)及 び定 性

的情 報 が あ る。 そ れ らの デ ータ を直 接 シス テム に入 力 し,又,検 索 に あた って

も,定 性値,図 形,に よ る検 索 を可 能 に し なけれ ば な らな い。 一 方,診 療 費 の

計 算 及 び医薬 品 の 在庫 管 理 に あ た って は,専 用 化 し た端 末 機 に よ る処 理 が要 求
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され る。

12.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア 技 術

(1)地 方 公共 団 体 に 必 要 と され る ソ フ トウ ェ ア技 術

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シス テ ム に要 求 され る要 素 と して他 の メ イ ン ・コン ピ

ュー タ か らの デ ー タ伝 送 を受 けつ け る こ とが 挙 げ られ る。 一 方,処 理 言 語 に要

求 され る機 能 は,多 種 多 様 な入 出力 フ ォー マ ッ ト,処 理 形態 を テ ー ブル形 式 の

言 語 で 表 現 可 能 な と ころ まで 高 度化 され た問 題 向 言 語(POL)が 要 求 され

る。 頻 繁 に生 じる処 理 手 続 の 改変 に も対 処 で き,異 な った フ ォー マ ッ トを もつ

他 の地 方 公 共 団 体 との デ ー タ の授 受 も簡 単 化 され る。一 方,情 報 検索 に あ た つ

て は・ 個 々の デ ー タ を出力 す る とい うこ とよ り も,各 種 の統 計 を と る必 要 度 が

高 い。 その ため,汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・パ ッケ ー ジが必 要 と なる。 し

か し,地 方 公共 団 体 シス テ ム に と って,多 数 の セ ク シ ・ンか らデ ー タ ・ベ ー ス

に ア ク セ ス可 能 な ため,秘 密 保 持 を特 に厳格 に し たデ ータ ・マ ネ ジ メ ン ト ・

シス テ ムで な けれ ば な らな い。 更 に,地 方 公 共 団 体 の デ ーター 元化 の た め,出

張 所 と本庁 との オ ン ラ イ ン化 が 必要 で あ り,そ の 意 味で はTSSオ ペ レー テ ィ

ン グ ・シス テム が 必 要 で あ る。

② 病 院 情 報 シス テ ム に必 要 ζされ る ソ フ トウゴ ア技 術

現 在 の ソ フ トウ ェ ア ・レベルで 言 えば,高 度化 され た リス ト構造 を もっ た フ

ァイ ル に対 して検 索 可 能 な デ ー タ ・ベ ー ス ・シ ス テム が 必要 で あ る。 又,図 面

情 報,写 真 情報 の ス トア,検 索 も可 能 に す るデ ー'タ ・ベ ース ・シス テムで もあ

る。

12.3そ の 他 関連 項 目

(1)地 方 公 共 団体 シス テ ム

ハ ー ド'ウ ェア と して漢 字 プ リンタ ーが 必要 と され る。ComputerTo

Computerが 達 成 す るた めの イ ン ター ・フ ェ イ ス技 術 が 必要 で あ る。 外 部 デ ー

タ として 他 の地 方 公共 団 体 か らのデ ータ,及 び,中 央 政府 か らの マ イ ク ロデ 一
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タ,及 び民間機 関か らの各 種予測デ ータが用い られ る。

② 病院 情報 システム

レセプ トの計算用の専用端末機 の開発で ある。 さ らに,カ ルテ情報 の入出力

専用機,プ ァ互ル格 納機及 び検索機が開発 され る必要 が ある。
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B－ 般 大 衆 向 け に必 要 とさ れ る シ ス テ ム

1.環 境情 報 シス テム

1.1シ ス テム の 概 要

環 境 情報 システ ムは,生 体 へ の環 境 を与 え る自然 環境 と して,公 害 情 報 シス テ

ム と気 象 情報 シス テム に わ け られ る。

(1)公 害 情報 シス テ ム

現 在 主 要 な地方 自治 体 で 大 気 汚 染 ・騒音 を中心 に測 定 され て い るが,今 後 の

動 向 と して 公害 の連 続 監 視 シ ス テム と情報 シス テ ムが 行 なわれ るで あ ろ う。

公害 の連続 監 視 シス テ ム は,大 気汚 染 を主 体 に水質,騒 音 な ど を テ レメ ータ

な どに よ り連 続 的 に発 生 源,環 境 の双 方 につ いて 測定 し,生 体 の環 境 を リ アル

タ イム に把 握 し監 視 す る。 環 境 基 準値 を越 える よ うな汚 染 を予 測 に よ り早 期 に

検 知 し,発 生 源 に対 す る規 制 と規 制効 果 の確 認 を行 な う。 この シス テム は地 方

自治 体 にお い て 実施 され る。

情報 システ ム は,土 壌 汚 染,地 盤 沈 下 な どの連続 測 定 しに くい公害 お よび オ

フ ライ ンで 収 集 ・分 析 され る検 体 の デ ー タな どの 収集 ・蓄 積 を し,さ らに連 続

監 視 システ ム が収 集 したデ ー タ を圧縮 して共 に環 境 デ ータバ ンク を構成 す る。

この システ ム は地 方 自治 体 で 実 施 され,地 方 で の 公害 防 止 計 画 の ベ ース とな る。

これ らの デ ー タバ ンクは 国 民 の健 康 を表 わす疫 学 調査 デ ー タ と共 に,日 本 全

体 を対 象 と した環 境 に関 す る デ ー タの収 集 ・蓄 積 ・検 索 に使 用 され る。

② 気 象 情報 シス テ ム

地 上 の定 点 気 象 観 測 お よ び船 舶 ・航 空 機 な ど に よ る観 測 が 現 在 行 なわれ て い

るが,今 後 の動 向 と して,海 洋 気象 観 測 ロボ ッ ト,気 象 静止 衛 星(後 述)に よ

る観 測 お よび全 国 的 な気 象 中 枢 ネ ッ トワ ー クが 行 なわれ るで あ ろ う。

これ らの気 象 デ ー タはWMO(世 界 気 象 機 構)の 一 環 と して,関 係 諸 国 と集
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配信 され る と共 に,長 期 ・短期 の よ り精度 の高い気象予報 に使用 され,ま た国

民生活 の環境情報 として使用 され る。

1.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア技 術

(1)公 害 情 報 シス テ ム

連 続 監 視 シス テ ムは,セ ンサ ーか らのADコ ンバ ータ を通 じた デ ータ収 集 と

制御,処 理 デ ー タの 分配,ADコ ンバ ー タ を通 じて の表示 ・驚 告 と制御 も必 要

と な る。

OSは リアルタイム の9Sを 一 部変 更 す るの みで 済 むが,言 語 と して今 後 予 測

用POL(ProblemOrientedLanguage)が 開 発 され るで あろ う。

情報 シス テ ム は,大 容 量 の デ ー タ ベ ー ス を必要 とす る。 通 常 の デ ー タ ・ベ ー

ス ・マ ネ ー ジメ ン トの他 に特 殊 なIRシ ス テ ム も必 要 とな ろ う。

② 気 象 情報 シス テ ム

気 象 情報 シス テ ムは リア ル タ イ ム性 と昼 夜連 続 運転 の高 信頼 性 お よび 画 像 表

示 を必要 とす る。 今 後 は計 測 装 置,通 信 設 備 の充 実 と と もに,電 算 機 シス テ ム

の 高速 化,画 像 情報処 理 シス テ ムの 開 発 が 必 要 とな る。

この た めOSは シス テ ム 個有 の特 殊 な もの が必 要 で あ り,気 象庁 に よ る特 別

仕様 と なろ う。'

1.3そ の 他 関 連項 目

(1)公 害 情報 シス テ ム

環 境 開発 と環 境 保 全 の トレ ー ド ・オ フ探 求 の た めの シス テ ム分 析 をは じめ,

公害 排 出源 の た めの エ ミッ シ ョン ・ソ ース ・イ ンベ ン トリ(交 通 シ ミュ レ ー シ

ョン な ど)な ど の 関連技 術 が必 要 と な る。

また,過 渡 的 な変 化(特 に気 象 因 子)を 含 ん だ汚 染物 質 濃 度 の 数 時 間先 の 予

測手 法 をは じめ,汚 染機 構 の構 造 推 定,お よび予 測 に有 効 なパ ラメ ータ の 推定

と検 定 手 法 が 種 々試 行 され,メ ー カ ー を初 め,ソ フ トウ ェアハ ウス,研 究 機 関

で 行 なわれ るで あ ろ う。
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ハ ー ドウェ ア技 術 と して顕 著 な ものは ,水 質 の セ ンサ を初 め,大 気 ・騒 音 な

どの 情 報 セ ンサ,各 種 表示 板 が開 発 され るで あ ろ う。

(2)気 象 情 報 シス テ ム

天 気 図 の 自動 作 成,画 像 情 報処 理 方 式 の 開 発,全 国 気 象 中枢 オ ンラ イ ン シス

テ ム の 開発,高 度 の 気象 予 測 手法 の 開発 お よび気 象 ロボ ッ トの 開発 な どが行 な

われ る,関 連 す る ソ フ トウェ アは官 庁 ・研 究機 関 お よび メ ー カ ー に よ って行 な

われ るで あ ろ う。

2.労 働 情 報 シ ステム

2.1シ ステムの概要

約5000万 人 といわれ る我 が国勤 労者の もつ労働資源需給の安定化 は,労 働者

の基 本的生活権 を確保 し,国 家 の社会的 ・経済的発展 を支 えるための不可欠要件

で ある。

しか るに,高 度経済成長の過程で労 働資源の需給 関係 に不均衡 が もた らされ,

労働市場 の多様化 とと もに労働力の横 断的 流動が富みに行 なわれると ころ とな り,

これ ら需給 の安定化 と流動 の円滑化が国家的課題 とな ってい る。

労 働省で は早 くか らこの対策 に取組 み,昭 和40年 に労 働市場 センターを開設し

て オ ンライン ・バ ッチ処理 を基調 とす る職業紹介 と失業保 険業務 を実施 して きた

が,対 象業務量の逐年 的増加 と需給構造 の激動 に対処 するために,そ の オンライ

ン ・リアルタイム化 が検討 されてい る。

本 システムの主た る業務は,求 人 ・求 職要求 に対す る適切情報の迅速 な提供 と,

失業保険 に係わ る詰屈 ・給付業務 の即 時処 理で あ り,付 帯業務 として行政上必要

となる各種統 計資料 の作成 を行 な う もので あ る。

全国各地 に散在 す る職業安定所(500事 業所)お よび関係機関(100事 業所)

と情報処理 センターとを中 ・高速 回線で接続 し,会 話形式による雇用情報(地 域,

職種,年 令,賃 金等)の 検索,非 会話形式 に よる求人 ・求職紹 介 と各種届類 の登
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録 ・変 更 お よ び保 険 給 付 に関 す る処理 を即 時 に行 な う こと と な るた め,そ の対 象

が 全 国 に亘 って,多 様 な端 末 設 備 を もつ 大 規 模 なデ ー タ伝 送網 を必 要 とす る ほか,

発 生 トラ フ ィ ックが膨 大で あ る こ と,全 勤 労 者 を対象 とす る未 曽有 の大 規 模 オ ン

ラ イ ン ・ラ ンダ ム ・ア クセ ス ・フ ァイ ル とな る ことが特 長 とい え よ う。

なお,プ ッ シュ ・ホ ンに よ る一般 大衆 の雇 用 情報 間合 せ に も対 処 す る こ とが検

討 され て い る模 様で あ り,労 働 情 報 が 大衆 化 され る こ とに よ って職 業 の選 択 性 が

高 度化 し,社 会 福社 型 シス テ ム と して,ま す ま す,そ の寄 与 す る と ころ が期 待 さ

れ る。

2.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア技 術

多 様,か つ,大 量 の即 時 処 理,大 規 模 ラ ン ダム ・フ ァイル処 理,多 種業 務 の 同

時 処理 等 の ほか極 めて 高度 な シス テ ム信頼 性 を必要 とす る ことか ら,必 要 と され

る ソフ トウ ェ ア技 術 も自ず と複 雑 ・高 度 とな る。

こ とに,処 理 量 が年 間約3000万 件 と もい わ れ るた めに大 型 プ ロセ ッサ に よ る'

マ ルチ ・プ ロセ ッサ 方 式 を採 る こ と とな り,さ らに100億 バ イ トに も達 す る大容

量 フ ァイ ル を駆 動 す る必 要 性 か ら,オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムの 機 能 性 と効率

性 に高 度 の もの が要 求 され る。 す な わ ち,専 用 の リアル タ イム ・パ ップ ー ジ を伴

な って 多 種 類端 末 と業 務 を コ ン カ レ ン ト制御 し,数 フ ァイル ・ア クセ ス を1ト ラ

ンザ ク シ ョン中 に含 む10数 万処 理 を1時 間 に要求 され,か つ,バ ッチ 処 理 を も

同 時 に実 行 す る こ との可 能 な オペ レ ーテ ィ ング ・シス テム とな ろ う。

また,デ ータ ・ベ ース ・マ ネ ジ メ ン ト も本 シス テムで は 重要 な もの で あ り,と

くに 大容 量 ベ ースで あ る た め,リ ア ルタ イム とバ ッチ を併 行処 理 で き る高 能 率 専

用 パ ッケ ー ジ を開発 す る必 要 が あ る。 す なわ ち,複 数 フ ァイル に ま た が る検索 処

理,更 新処 理 が頻 度 高 く発 生 す る ほか,業 務 の性格 上 か らデ ィ レ ク トリや デ ー タ

ベ ース の作 成 ・変 更 が頻 発 す る こ と,シ ス テ ム ・ダ ウ ン時 の フ ァ イル ・バ ック'

ア ップ を効 率 的 に行 な う必 要 性 が 高 い こと等 の た め に,高 級 な デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ 不 ジ メ ン ト ・シス テ ムが要 求 され る。

なお,ア プ リケ ー シ ョン ・レベ ル で は,イ ンタ ラ ク テ ィブ ・モ ー ドに よ る情 報
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検 索 ソ フ トウ ェ アを必 要 と し,さ らに,プ ッシ ュ ・ホ ンで の ア クセス を可 能 とす

るた めに は,操 作 性上 か らコ マ ン ド言 語用 ソ フ トウ ェ ア を完 備 す る こ とが 要求 さ

れ よ う。

2.3そ の 他

本 シス テ ム は,本 質 的 に偉 大 なデータ ・ベ ースに対す るイ ンク ワイ ア リ ・シ ステ

ム とい う こ とがで き,し か も,個 人 の人 格 的 情報 を扱 う もの で あ るた め,プ ラ イ

バ シィの保 護 に 関 して 細心 の 配慮 が払 われ な け れ ば な らな い。

また,同 上 理 由 か ら,シ ス テム の信頼 性確 保 に も最 善 の措 置 を要 す る と ころで

あ り,と くに,ダ ウ ン時 の リカバ リ とバ ック ・ア ッ プ両 対 策 を シス テ ムの 全 エ レ

メ ン トに亘 って 充 分採 られ るべ きで あ る。

3.教 育情 報 シ ス テム

3.1CAIシ ス テ ム

この シス テ ム は,プ ログ ラ ム化 され た教 課 内 容 に従 って,端 末 機 を操 作 しなが

ら自己 の能 力 に合 わせ て 会 話 型方 式 で 自動 学 習 す る もので あ る。

この シス テ ム を完 成 す る た めに は,対 象 とな る学科 に対 して,い か な る学 習 プ

ログ ラム を作 成 す るか が,当 た り前 の ことで あ るが もっ と も重 要 で あ る。 それ と

共 に これ に よ る学 習 方 法 と通 常 の学 習 方 法 とを どの よ うに組 み合 わ せ て ゆ くか基

本 的 な課題 も忘 れ て は な らない。 一 方 設 備 的 な面 か らみ て も現 状 の教 室 に適 用 出

米 る もの とす るか,新 た に これ専 用 の教 室 を作 るか等 の 問題 をかか えて い る。1

つ の教 育 シス テム と して の総 合 的 な検 討 が 必 要 に な ろ う。

情 報処 理 とい う観 点 か らみ えば,オ ンラ イ ン リア ル タ イム の アプ リケ ー シ ・ン

とな る。 学 習 者 との 対話 とい う ことで,対 話 の た めの コ マ ン ド言 語 が 必要 で あ ろ

う。 それ と共 に教 材 の入 れ 換 え等 現 場 教 師 が簡 単 に行 な え る よ うな工夫(コ マ ン

ド言 語 の教 師用 へ の拡 張,あ るい は教 材 の カセ ッ トテ ー プ化 等)が 必 要 に な ろ う。
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ハ ー ドウェ ア的 に は学 習 者 の端末 に マ ン ・マ シン ・シス テ ム と して の工 夫 が 要望

され よ う。 成功 した もの は 普及 す る こ とが大 い に考 え られ る こ とか らシ ス テ ム と

して のパ ッケ ー ジ販 売(ハ ー ド ・ソ フ ト共で)の 形 を と るで あ ろ う。

3.2CMIシ ステ ム

この シス テ ム は,学 習 者 の 成績 特 性 を起録 し,教 課 の進 度 ・,適応 性 を判 断 す る

教 育補 助 手段 で あ る。 特 に上 記CAIと の併 用 効 果 が大 きい。CAI同 様,教 課

の進 度,適 応 性 をい か に と らえ るか を基 本 的課 題 と して持 ち,教 育 シス テ ムの一

環 と して の検 討 が 必 要で あ る。 少 な く と もCAIシ ス テ ム は,こ の た めの デ ータ

ロギ ングの機 能 を持 つ 必要 が あ ろ う。 バ ッチ シス テム の運 営 も可 能で あ るが,イ

ン ク ワ イ ア リ的 な要素 を もつ こ とが便利 で あ ろ う。 シス テ ム的 には,デ ータ フ

ァイ ル をい か に構成 す るか,そ の デ ー タ をいか に簡 単 に いれ られ るよ うにす るか

も1つ の大 きな課題 とな ろ う。

3.3技 術訓 練 用 シ ミ ュ レー タ

各種 技 術 を実 習 す るた め に用 い る シ ミュ レー シ ョンを駆 動 す ると と もに随時 デ

ー タ と警 告 を与 え る シス テ ム を さす
。

シ ミ ュ レ ー タ とは イメ ー ジ的 に は 自動車 運転 の シ ミュレ ー タ,飛 行訓 練 用 の

シ ミュ レー タ等 を思 い浮 かべ れ ば よ か ろ う。

い か な る技 術訓 練 に シ ミュ レ ータ の適用 が適 切で あ るか,又 ハ ー ドウ ェ ア と し

ての シ ミュ レ ータ そ の もの の 仕様 を決定 す る ことが基 本 的 に重 要で あ る。

情報 処 理 シ ス テム と して は これ らを制御 す る シス テ ムが 重 要 な要素 と な る。 そ

の意 味で は 自動 制御,プ ロセ ス 制御 へ の電子 計 算機 の適 用 と同様 の 性格 を持 つ 。

す なわ ち リアル タ イムで あ る こ と,端 末 にア ナロ グ信 号 も入 る こ と,制 御 指 令 を

行 なわね ば な らな い事 等 で あ る。 シ ミュ レー タの規 模 の 大 き さ に もよ るが群 管 理

的 な制御 も必 要 に な ろ う。

●
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4.防 災 ・防 犯情 報 シ ステ ム

4.1防 災 シス テ ム

防災 シス テ ム とは,洪 水,地 震,火 災 等 の 自然災 害 予 知 用 の端 末 装 置 か らデ ー

タ を 自動 収 集 して災 害 予 測 を行 な うほか,発 生 時 の派 及 を最 小 限 に 防止 す るた め

の 情報 を提供 す る もの を さす。 こ こで は全 て を総括 して 述べ た が,実 際 には,洪

水 の た めの シス テ ム,地 震 の ため の シス テ ム,火 災 の た めの シス テ ム等 それ ぞれ

個別 の シ ス テム,あ るい は気 象 情報 に 関 す る シス テ ム等 を含 め,相 互 に 関連 性 の

強 い シス テ ム を形 成 す るで あ ろ う。

洪水,地 震,火 災 の3つ に限 定 して述 べ る な らば,災 害 予知 とい う面 で は前 二

者 に,発 生 時 の派 及 を最 小 限 に と どめ るとい う意 味で は火 災 に重点 が おか れ るで

あろ う。 災 害 予 知 とい う点 か らみ て,そ の 予知 が果 して 可 能 か い な か(特 に地 震

の場 合)は,そ の シス テ ムの 目的 が らみて 重要 な要 素 を しめ,こ れ が可 能 な理論

が ない 限 りシス テ ムの 成立 は お ぼ つ か ない もの とい え よ う。

いず れ に しろ予知 可 能 な理 論 あ るい は モ デル を前 提 と して,そ の た め にい か な

る情 報 が 必要 で,そ の た めの デ ータ検 出用端 末 は いか な る もので,又 どの よ うに

ぱ 置 すべ きか が,議 論 され な けれ ば な らず,本 格 的 な研 究 開発,技 術 開 発 をす す

め るす す め方 を し ない か ぎ り成功 は むず か しい と思 わ れ る。

実 現 され る シス テム として は,オ ンライン ・リアルタ イム ・シス テ ムが 考 え られ

るが,開 発 の過 程で お そ ら く シ ミュ レー シ ョン的 にい くつ か の モ デ ル に よ る予 知

精 度 の検 証 が行 なわ れ るで あ ろ う。 この モ デルだ けで もソ フ トウ ェ ア と して は貴

重 な財 産で あ り,シ ミュ レ ー シ ョン結 果 だ けで も目的 の半 分 以上 を達 成 す る可 能

性 も含 んで い る。

4.2犯 罪情 報 管 理 シ ス テ ム

犯 罪 デ ー タ.を集 中管 理 し,犯 罪 手 口 の検索 を容 易 に す る と と もに犯 罪 捜 査 を効

率 化 す る。 情 報処 理 と して はIRの 形 態 を と る と思 わ れ るが,こ の シス テ ムに於
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て,犯 罪 デ ー タが い か に分 類 し得 る かが,最 大 の焦 点で あ ろ う。 特 に指 紋,人 相

等 の画 像 を扱 うとす るな らそ れ をど の よ うに 識 別 す るか は むず か しい 問題 で あ る。

犯 罪 捜 査 の 効 率 化 の た め に いか な るデ ー タが 必要 で,そ れ が どの よ うに 分頬 体 系

化 され るか が基 本 的 に重要 で あ る こ とは上 記 の 通 りで あ るが,こ れ らが解 決 され

て 出来 上 る シス テ ム として は,オ ン ラ イ ンの 検 索 シ ステ ムの形 を と るで あ ろ う。

オンライ ン ・ネ ッ トワークの 形態 と して は,各 警 察 署 よ り中央 セ ンタ ー とい っ不 ッ

トワー クに なろ うが,中 央 セ ンタ ーの 負荷 如 何 に よ って は,各 所 に セ ンタ ー機 能

が 分散 され,そ れ を相 互 に結 びつ け る形態 も考 え られ よ う。

5.税 務 ・保 険 情報 シス テム

5.1シ ス テ ム の 概要

税 務 情報 シス テ ム は,個 人 または 法人 を対 象 とし た諸税 の徴 収 に関 す る もので ・

そ の主 た る業 務 は,各 種 申 告 の収 受,更 正決 定,債 権 管理 お よび各 種 照 会 等 の 処

理 で あ る。

ま た,保 険 情 報 シ ステ ム は,各 種 の保 険,年 金 の掛 金徴 収 と給 付 に 関す る もの

で,契 約,徴 収,給 付 の各 種 処 理 と,照 会 処 理 を主 た る業務 とす る もので あ る。

これ らは と もに,大 容 量 の デ ー タベ ー ス を必 要 と し,か つ,定 型 的処 理で あ る

こ とか ら,バ ッチ処 理 に よ られ て きた が,業 務 量 の増 加 と要員 事 情 の ため に,先

端 業 務 を効率 化 す る 目的で の オ ンラ イ ン,リ アル タ イ ム化 が検 討 され つ つ あ る。

そ もそ も税 務 業 務 は ピー ク性 が強 い た め に,リ アル タ イム化 に よ る経 済 効 果 上

で 多 く を期 待 す る こ とは困 難 で あ るが,納 税 者 に対 す る各 種 サ ー ビス の向 上,申

告 か ら納税 に至 る債権管理の容易化,各 種付加税 計算 の正確'迅 速化・ あ るいは

納税 者調査 の合理化等が期待 され よ う。

一方
,保 険業務 にあっては,逐 年 的に増 加する業務量 の消化 に極めて効果 的 と

い える。 す なわ ち,国 民保 険 ・年金の契約 者は増加の一途 を辿 るほか,厚 生 年金

保険 について も対象拡大 と異動件数増 が顕著で,し か も,地 方 自治体 と国の機
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関 が複 合 的 に 関与 して い るため の事 務 遅 滞 が 目立 って い る現 状 か らす れ ば,こ れ

の リアル タ イム効 果 は大 きい。

税 務 ・保 険 情報 シス テ ムは,い ず れ も全 国的 規模 の デ ー タ伝送 網 を もち,大 容

量 データ ・ベース を基 調 とす る と ころ に特 長 が あ る。 また,プ ッシ ュ ビホ ンに よ る

税 務 計 算 の支 援 や,簡 易 な情報 案 内 を併 用 すれ ば,国 民 へ の サ ー ビス 向上 に り

シス テ ム効 用 を増 大 す る こ と とな ろ う。

5.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア技 術'

本 シス テ ムの主 力 はデ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トに あ り,と くに大 量 の バ ッ

チ 処 理 を伴 な うことか ら,リ ア ル タ イ ム とバ ッチ を併 行 処理 す る た めの 高 能率 パ

ッケ ー ジが 必要 で あ る。 しか もこれ は,金 銭 の徴 収 ま たは 給付 に直 結 す る もので

あ る ことか ら,高 度 の 信頼 性 を確 保 す る た めの ダ ウ ン時 リカバ リお よ びバ ック ・

ア ップ対策 に細 心 の 配慮 が望 まれ る ほか,プ ラ イバ シー 的情報 を も処 理 す る もの

で あ るた め,そ の機 密保 護 に対 して も充 分 な対策 を必 要 とす る もの で あ る。

なお,ア プ リケ ー シ ョン ・レベル で は,税 務 シス テ ム にお いて 会 話 形 式で 申告

内 容 を時系 列 的 実 績 を もとに評 価 す る た めの 予測 技 法 と,プ ッ シュ ・ホ ン用 の コ

マ ン ド言語 等 の開 発 を除 いて は特 筆 すべ き もの は ない。

5・3そ の 他

税 務 シス テ ム にあ って は,処 理 量 の 時期 的 ピー ク性 が極 めて 高 い こ と,ま た保

険 シス テ ム にお い て も年 金 業 務 の ご と くデ ー タ保 存 期 間 が極 めて 長 期 に亘 る こ と

等,こ の種 のデー タ ・ベース ・シス テムにお い て は デ ー タ処理 上 の 効 率 を阻 害 す る

要因 が あ るた め,シ ス テ ム設 計 上 の配 意 もさ る こ となが ら,制 度 ・規 定類 の検 討

と改 善 努 力 が常 に施 され るべ き こ と を付 言 す る。
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6.道 路 ・交通 情 報 シ ス テ ム

6.1シ ス テム の 概要

道 路 交通 の輸 送 形態 と して,線 の 輸送 と面 の輸 送 に 大別 され る。 面 の輸 送 形 態

につ いて顕 著 な もの は,道 路 交 通 情報 を セ ンサで 自動 収 集 ・分 析 して 広域 面 の交

通管 制 をす る シス テムで あ る。線 の 輸送 形態 は高 速道 路 を主 体 とした ハ イ ウエ イ

交 通管 制 シス テ ムが 顕著 で あ る。 さ らに従来 の 主 な交 通機 関で あ った 鉄道 と 自動

車 の 中間 的機 能 を もたせ た 新 都 市交 通 シス テム が必 要 とな って き た。

(1)ハ'イ ウエ イ交 通 管 制 シ ス テ ム

道 路 内 に設 置 され た車 輌 感知 器 か らテ レ メ ータ に よ り入 力 され る通 過 交通 量 ・

車 速 と事故 情報'工 事 情 報 な どか ら常 時 交 通状 況 の把 握 を行 な う。 これ に よ

一り利 用 者 へ の交 通 状 況 伝 達 と機 能 的 な交 通 規 制,交 通 指導 を行 な い,交 通 状 況

の変 化 に即応 した弾 力 的 な交 通 管 制 を行 な う。

このサ ブ シス テ ム として,一 次 デ ータ処 理,交 通状 況監 視,入 路 管 制,交 通

予測,'料 金 集 計,可 変 情 報 盤 の 制御 と マ ンマ シ ン コ ミュニ ケ ー シ ョンな どが あ

る。

② 広域 交 通 管 制 シス テ ム

複 雑 な都 市 交 通 の 制御 に は 「広 域 交 通信 号 管 制 シス テ ム」 が 必 要 とな って き

た。

交通管制 システムには,① 交通信号機,可 変標識表示板 など交通量 を制御 す

る装置,② ラジオ ・テ レ ビ,新 聞 ・電話 など交通状況 を迅速 に伝達す る広報装

置,③ 車輌検知 器,CCTVな ど交通量の検知装置,④ 情報の収集 ・処理 ・制

御などを扱 う装 置(一 般 に電算機),⑤ これ ら各装 置間の 情報伝送機器 が必要

で ある。

6.2必 要 と され る ソ フ トウ ェア 技 術

広域 交通 管 制 シス テ ム,ハ イ ウエ イ交 通管 制 システムとも高 信 頼 性 を もった多 階
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層 の コ ン ピ ュー タ制 御 を必 要 とす るので,あ る程 度,専 用 のROSと 多 次元 処 理

用OSが 必 要 と な る。 他 に必要 な ソ フ トウ ェア技 術 と して ,障 害 に対 す るバ ック

ア ップ機 能 ・ シス テ ム,パ ラメ ー タ に よ るセ ル フ ラ 一 二 ン グ機 能 ,緊 急 時 の優 先

割込,マ ン ・マ シ ン,イ ター フ ェイ ス(特 に デ ィプ レ イ)用 ソ フ トウェ アが必 要 で

あ る。

6.3そ の他 関 連 項 目

関連 す るハ ー ドウ ェ ア技 術 と して,道 路 気 象 測 定 端 末 お よび誘 導 無 線 に よ る音

声 出力 が必要 と なろ う。

また長 期 ・短 期 の交 通量 予 測,交 通 量 の最適 配 分 ,入 路 管 制 な どの 方式 確 立 が

必要 で あ る。 これ は 関係 官 公 庁,公 団 ・研 究機 関 ・メ ー カ ーお よ び一 部 ソフ トウ

ェア会 社 の協 力 で 行 な われ るで あ ろ う。

7.医 療 情報 シ ステ ム

7.1医 療情 報 シ ス テ ム の現 状

医療 活動 に お け る コ ン ピュ ー タ適 用 分野 は,

(1)病 院,医 院,保 健 所等 に お け る診 断,治 療 の領 域

② 同 上 にお け る事 務処 理

(3)広 域 医療 シス テム,僻 地 医 療 シス テ ム等 にお け るデ ー タの収 集,保 管 ,

利 用 が あ る。

現 状 で は② の病 院 事 務 処 理 が最 も事例 も多 く説 明 も要 さ ない が,(1)の 診断,治

療 面 で の利 用 も活 発で あ る。(3)の シ ス テムは未 だ 実現 され て お らず,こ れ は伝送

網 とデ ー タベ ー スの 双 方 が実 用 的 な レベ ルで 確 立 され る こ とが前 提 と な る。

診 断,治 療 面で は心 電 図,脳 波 の 解折,患 者監 視 装 置,検 体 検 査 等で あ り,一

部で は 自動 注 射 まで 行 な って い る もの の,パ タ ー ン認 識 につ いて は 必要 が あ るに

もか か わ らず(レ ン トゲ ン読 影 等)十 分 な もの で な く,治 療 面 で の利 用 は様 々な

一52一



実 験 が 進行 中で あ る とみ るの が 現 在 の姿 で あ り,こ こ 当分 の 間 ます ます 専 門 化,

多 様化 し独 特 の ハ ー ド,ソ フ トの開 発 が期 待 され る。

以 上(1)(2)(3)の分 類 は コ ン ピ ュー タ利 用方 式 の上 か ら もそれ ぞ れ特 徴 が あ り,(1)

は イ ンプ ッ ト方 式 に工 夫 を要 し,在 来 の カー ド方 式 にか わ り,特 殊 な デ ー タ コ レ

クタ,即 ち専 用 の マ ニ ュ アル式 端 末 機 か 自動 的 に ア ナ ログ値 を検 出す るセ ンサ ー

の変 形 が,多 彩 に案 出 され,そ れ ぞれ独 自の ソフ トウェアが ハ ー ドに密着 され た形

で 開 発 され てい る。 殆 ん どの場 合,セ ンサ ー,A/D変 換,コ ン ピ ュ ータか らな

りコ ン ビ'ユ一 夕は ミニ コ ンが 多 くせ い ぜ い 中型 機 ど ま りで あ る。 医療 の現 場 に セ

ンサ ー或 は タ ー ミナ ルが置 かれ て一 部 を除 い ては殆 ん どが 同一 構 内で 閉 じて い る

サ ブ シス テム と言 い 得 る。

② の 医療 事 務 処 理 につい て は汎 用 事 務 計算 の他 に,患 者 入退 院 管理,各 種 の ス

ケ ジュ ー リ ン グ,薬 品管 理,医 療 統 計 等 が加 わ るの みで,ソ フ トウ ェ ア も特 殊 な

ものは な い ので 在 来 技 術で 十 分 と思 われ る。 この(1)及 び② を基礎 と して,所 謂 ホ

ス ピタル オ ー トメ ー シ ョン と多角 的健 診 シス テ ムが成 立 す る。

㈲ につ い ては 今 後 の 課題 で あ るが その 内 容 と して は病 院 外 の 医療 情報 と して健

康 管 理 を 目的 と した ネ ッ トワ ー ク,即 ち病 院,診 療 所,保 健 所,健 診 セ ンタ ー,

開業 医,家 庭,研 究 機 関等 が相 互 に連 携 を保 つ シス テムで あ り,そ の 中に は 僻 地

医療 シス テム と救 急 医療 シ ス テム も包 括 され る。

7.2将 来展9と 必要技術

(1)診 断 ・治療面への応用

今後の発展が期待 され る分野で あ る。複雑 な生体情報 を取扱 う場合が多いの

で,実 験 と試行錯誤 を前 提 としi勢い 巨額の開発費 を必要 とす る。技術的 には セ

ンサ ーを中心 とす るハー ドに先導 され た 自動化 が中心 であ る。

② 医療事務

現在 以上 に病院事務合理化 が要請 され この分野はます ます 進展す るとみ られ

るが技術 上の問題 よ り も,コ ス ト面か らの圧力で現在 の病 院単位 の システムか

ら,電 算機の共同利用 によるシステムへ移行す ることが考 え られ る。
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(3)広 域 医療 シス テ ム

我 が 国 には 存 在 せ ず,海 外で もス エ ーデ ンの ダ ンデ リ ウ ド医療 情報 システ ム

が しば しば引 合 い に出 され る程 事 例 に とぼ しい 。

これ には 前 提 とな るデ ー タバ ン クと網羅 的 な 情 報 伝 送 ネ ッ トワ ー クが 必要 で

あ り,両 者共 に私企 業 レベル を越 える,投 資 と運 用 費,な らび に新 しい 技術,

社 会 的 な理 解(個 人 の秘 密保 持)の すべ てが と との う必 要 が あ る。

こ こで は ソ フ トウ ェ ア技 術 につ い て の み考 察 す る こ と と して,其 の 中心 は 巨

大 な ラ ンダ ム フ ァイ ルの構 築 と効 率 が良 くて 待 ちの 少 い タ イム シ ェア リン グシ

ス テム の開 発,な らび に情報 トラフ ィッ クの 量 に柔軟 に対 処 出来 る通信 制御 シ

ス テム等 が 必 要で あ る。

(4)過 渡 的 に必要 な シス テ ム

診 断 ・治 療 シス テム は現 在 サ ブシス テ ム として 様 々な病 院 ・大 学 等で 開発,

実験 され つ つ あ るが それ らは 陶 汰 され つ つ も恐 らくそれ ぞれ が特 徴 を持 って

共存 し,患 者 か ら見 れ ば補 完 し合 う もので あ る こ とが望 ま しい,名 医 の診 断 ・

治 療 に も似 て 他病 院 の良 い ソ フ トウェ ア を利 用 す る ため に,個 々の サ ブ シス テ

ム が 中央 の コ ン ピ ュー タ を経 由す る こ と によ りこれ の相 互 利 用 を計 る。

それ には 所謂 コ ン ピ ュー タ・ッー ・コ ン ピュ ータ の技 術 を必 要 とす .るが,要 は

相 手 シス テ ムの判 読 可 能 な言 語 に 自分 の ソフ トウ ェ アが 変 換 され れ ば良 いので

此 の場 合 の セ ンタ シス テ ムは 言 語変 換 を主 と し た イ ンタ ー フ エニ ス専用 シス テ

ム と考 え られ る。 この テ ー マは 個 々に発 展 しつ つ あ る診 断 ・治 療 システ ム と,

総 合 的 に開 発 され るべ き広 域 医療 シス テ ム と を現 実 の場 で 関連 づ け る具 体 的 な

開発 テ ー マ とな り得 る もので もあ る。
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8.資 源有効利用情報システム

8.1石 油 資 源 採 掘 シス テム

(1)概 要

石 油 お よ び天 然 ガス 資源 の 開発 にお い て は,そ の 地下 資源 鉱 を発 見す る こ と

が初 期 の 目的で あ る。 この資 源 採掘 に あ た って経 済 性,安 全 性,技 術 的可 能 性

の面 か ら,事 前 に地殻 構 造,地 質 を調 べ る必 要 が あ る。 この た め,物 理 探 査 と

呼 ばれ る陸 上 お よ び海上 か らの 地震 探 査,重 力探 査 が行 な われ る。 地震 探 査で

は人 工 地 震 を起 し,地 層 によ る反射 波 を各 所 にて観 測 し,解 折 して 地殻 構 造 を

解明 し よ うとす る もの で あ る。

デ ー タ収 集,処 理 時 のSN比 の 向 上 が不可 欠 の 条 件 とな り,重 合,フ ィル タ

計算,地 殻 モ デ ル の シ ミュ レー シ ョン,波 形 画 像 の 解 析 な ど高精 度 の莫 大 な 量

の解 折 計画 を必 要 とす る。 また,資 源調 査 の投 資 効 果 予測,ボ ー リ ング に よ る

サ ンプ ル の分 析,採 掘 時 の産 出予 測 な ど広 範 な アプ リケ ー シ ョン'プ ログ ラ ム

の 開発 を伴 な う。

② 処 理 内容

処 理 項 目 と して 次 の もの が あ る。

・高精 度 の セ ンサ に よ るデ ータ計算

・地震 波 解 折 計 画(重 合 ,フ ィル タな ど)

・波 形画 像 処 理(ホ ログ ラ フ ィ∵ パ タ ー ン認 識 技 術)

・地殻 図 ,断 層 図な どの 図 形処 理

・各種 サ ン プル の 分 析 計 算

・資 源採 掘 投 資効 果 予 測 の シ ミュ レ ー シ ョン

(3) 、ソフ トウ ェア技 術

関連 す る代表 的 な ソ フ トウ ェア技 術 と して は次 の ものが あ る。

・セ ンサ に よ るデ ータ ・サ ン プ リ ング ・プ ロ グ ラム

・アレイ ・プ ロセ ッサの よ うな 高速 演 算 が 行 な え る コ ンパ イラ言 語
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・観 測 デ ー タの格 納 と組 合 せ処 理 の た めの高 速 大 容量 デ ー タ ・ベ ース

・地震 波 フ ィル タ計 算 用 数 値
,統 計 計 算 ラ イ ブラ リ

・地殻 モデ ル ・シ ミュ レ ー シ ョンの た めの連 続 型 シ ミュ レ ー シ ョ ン言 語

・作 図 ,シ ミュ レー シ ョンの ための マン ・マシン図 形処 理 パ ッケ ージ ・プ ロ

グラ ム

・画 像処 理 の た めの ホ ロ グ ラ フ ィ及 びパ タ ニ ン認 識 の ため のパ ッケ ー ジ'

プ ログ ラム

・各 種 デ ー タ 分 析,予 測 ア プ リケ ー シ ョン

デ ー タ収 集 には一 部 オ ンラ イ ン機能 が 要 求 され る。 デ ー タ処 理 の大 部分 ぽ バ

ッチ処 理 で あ るが 高速 演 算,大 容 量 データ ・ベー ス,図 形 処 理,シ ミュ レー シ ョ

ン,画 像 パ タ ー ン認 識 な ど,体 系 化 され た総 合 シス テ ムが 要求 され る。

現 状で は フ ィル タ計 算,分 布 図 の 作成,デ ータ収 集,分 析計 算 等・ 断片 的 に実

用 化 され て い るが,今 後 は 高 精 度,高 速 な デ ー タ処 理 と人 間 の 判 断 を有 効 に生

か す た めの マ ン ・マ シン機 能 の 開 発 が 重 要 と な る。

この よ うな シス テムは デ ー タ解 析時 に大 形 コ ン ピュ ー タ を必 要 とし,一 方,

セ ンサ ・データ ・サ ンプ リン グ,各 種 図形,画 像 処 理 装 置 との結 合 を可 能 に しな

けれ ば な らない 。 この ため には ミニ コン,特 殊 装 置 との チ ャネ ル結 合,高 速 回

線 結 合 の ための 回 線 プ ロ グ ラム,デ ー タ転 送 の ための ユ ー テ ィ リテ ィ等 も重 要

な ソフ トウ ェア とな る。

(4)関 連 ハ ー ドウ ェア技術

本 シス テムの 開 発 には 次 の よ うな ハ ニ ドウ ェアが必 要 とな る。

・地震 波 ,重 力波 等 の デ ー タ収 集 セ ンサ ・シス テ ム

・高 性 能 ア レイ プ ロセ ッサ

・ハ イ ブ リ ッ ド ・コ ン ピュ ー タ

・グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レ イ,作 画 機 の よ うなマン ・マシン装 置

・コ ン ピュー タ結 合 装 置
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9.そ の 他 の シ ス テム

一般 大 衆 向 け に必要 とされ る シス テ ムの う ち
,他 の シス テ ムの よ う にま と ま っ

た シス テ ムか ら残 され た シス テ ムで あ る。 そ れ だ け に各 シス テム の 間 の共 通 点 は

少い 。 しか し,コ ン ピュ ー タ リゼ ー シ ョンの社 会 シス テムへ の適 用 の拡 大 の 傾 向

を鑑 み る と き に,こ れ ら シス テ ムの 中 か ら将 来 は 中核 的 な システ ム に発 展 す る も

のが あ る もの と 思 われ る。

9.1地 価 適 正評 価 シ ステ ム

地価 の 問 合 せで は な く,不 動 産 鑑定 士 等 が 既 存 の 地価 デ ー タか ら目的 地 の適 正

な地価 の推 定 を容 易 に行 ない う るた めの,コ ン ピ ュー タ ・ア シス テ ッ ド ・シス テ

ムで あ る。 従 って,

○目的地 と比 較 対 照 す る ための 地価 デ ー タ の範 囲 のIR

o既 存 地 価 デ ー タの修 正(例 えば 時点 の古 い 取 引価 格 の現在 値 へ の修 正 ,条 件

の異 る物 件 の 価格 の修 正 案)

等 の業 務 を行 な うた め には,グ ラ フ ィッ ク ・デ ィス プ レ イを伴 な っ たTSSシ ス

テ ムが必 要 とな ろ う。
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C各 部 門 に また が る シ ス テ ム

1.流 通 情 報 シス テム

こ こで い う流通 情報 シス テ ム とは,個 別企 業 あ るい は企 業 グル ー プ内 の物 流 シ

ス テ ムで は な く,世 界 貿易 量 の 飛 躍 的 増 大,労 働力 不足 と賃 金 上 昇 に基 づ く輸 送

コ ス トの増 大,輸 送量 増 大 に起 因 す る港湾,空 港,倉 庫,道 路等 公共 施 設 の不 足

貿易,物 流 面 で の 今 日の社 会 的 課 題 の 解決 の た めの コ ン ピュ ー タ ・ア シス テ ッ ド

・シス テム や
,あ るい は個 人 を中心 と し た社 会 的な 各種 代 金 決 済 シス テ ム を挙 げ

て い る。 従 って

・利 害 関係 の 相 反す る多 数 の 個人 ・企 業 ・官 庁 ・公共 施 設 等 が複 雑 にか らま り

り

あ う大規模な社会 的 システムで あ り,単 なる コス ト低減のみで な く,社 会福

祉,国 際強調等直接企業活動 とは関係 の乏 しい面 まで も加 えた多元 的政策配

慮 を必要 とす るシステムで あ ること。

o従 って 当然の ことなが ら,現 行法令 ・規則の大巾改善 を必要 とす ること。

。多数の ものが関与す るために,コ ー ドの統一化が必要 な反面,個 人乃至は企

業 の機密保護 には万全の策 が と らねばな らぬこと。

o各 種物流機材 の制御等単 な る情報処理 にどどま らず各種機器 の制御 に関す る

ノウハ ウを必要 とす ること。

・国際間 の大量 データ伝送等従来 わが国 には存在 しないハ ー ドウェアの設置 を

必要 とす ること。

等多 くの解決すべ き問題が多い。

'
1.1総 合 貿 易情 報 シ ステ ム

世 界 貿 易 量 の飛 躍 的 増 大,物 流 ス ピ ー ドの同 上 に よ り,貿 易 情報 は増 大 す る反

面 スピー ド化 を要求 され て い るが,貿 易 事務 は 従来 通 り ドキ ュ メ ン ト中心 で 合 理化

され て い な い。 一 方 海 外 の現 状 を見 る と,貿 易 事務 のEDP化 の指 向 が強 く,・ヨ
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一 ロ ッパ を中心 に各種 活 動 が 行 な われ て い る
。 貿 易 国で あ るわ が 国 と して は 世界

の 大 勢か ら脱 落 しな い ため に も,本 シス テ ムの 開発 が望 まれ る。

シス テ ム と して は,

・商社 を中心 とす る貿 易取 引 活 動 ,商 社 と銀 行 間 の貿易 金 融 活動,商 社 と監 督

官 庁 間の貿 易 取 引 管 理等 のEDP化 シス テム

○商社 ・船 会社 ・海 貨 業 者 ・保 険 業 者 を中心 とす る貿 易 輸送 シス テ ム

○税 関 ・船 会社 ・海 貨 業 者 を中心 とす る通 関 関係 の シス テム

・港湾 当局 ,運 輸,農 林,厚 生,労 働 各 省,警 察 庁,地 方 自治 体 を中 心 とす る

主 と して 行 政監 督 面 の 諸 報 告 シ ス テム

よ り成 り立 つ もの と思 われ る。

従 来 の膨 大 な書類 をEDP化 しよ うとす る もので あ るだ け に

。巨大 な シス テムで 遂 時 完 成 を図 らね ば な らぬ こ と

。法 令 ・規 則等 の大 巾改 正 を要 す るこ と。

○コー ドの統 一 化 を要 す る こ と。

等 テ クノ ロジーの 前 に解決 を要 す る こ とが 多 い。 しか し当面 考 え られ る最 大 の コ

ン ピ ュー タ'ア シ ス テ ッ ド'シ ス テ ムで あ るだ け に,そ の早 期 着 手 が望 まれ る。

1.2コ ンテ ナ 無人 積 替 シ ス テ ム

(1)シ ス テ ムの概 要'

物 流 トータル ・シス テム の コ ン ピュ ータ ・コ ン トロールは,各 社 と もそ の 実現

に懸命 にア プ ローチ して い る。 従 釆,輸 送 と荷 役 との関係 を効 率 的 に調 整 す る

こ とが 少な か ったが,輸 送貨 物 量 の増 大,労 働 時間 の短 縮,顧 用 事 情 の 悪化 な

どか ら,貨 物 の積 込,取 卸 し作 業 の 日数 が毎年 延 び,物 流 シス テ ムの 大 きな ネ

ック にな って い る。

これ を解 消 す る ための 輸 送 手段 と して,パ レ ッ トま た コ ンテ ナに よ る ユ ニ ッ

ト・ロー ド ・シス テム の 普 及 が な され て い る。

世界 貿 易 が 拡 大化 に向 か って い る現 在,コ ンテ ナ輸 送 シス テム の確 立 は 是 非

必 要 にな って きて お り,し か も陸,海,空 の輸 送会 社 の単 独 サ ー ビスで は な く
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協 同 して一 貫輸 送 シス テ ムの確 立 を計 らねば な らな い 。

協 同一 貫 輸送 シス テ ム を確 立 す る ため に

① 国 内輸 送,国 際 輸 送 い ずれ に おいて も,陸 海 空 の 一 貫 体 制 を確立 す るこ と,

この た めの コ ンテ ナの 規格 標 準 化,輸 送 手段 を単 純化 し,し か も標 準 化 す る。

② コ ンテ ナ輸送 の 効率 向上 の た め コ ンテ ナ プ ール体 制 の確 立

③ コ ン ピュ ータ に よ る情報 ネ ッ トワー クの確 立

な どが 今 後 の 重要 な 課題 とな る。

この 協 同一 貫輸 送 にお け るコ ン テ ナコ ン トロ ール シス テ ム におい て,陸 海 空

と物 流 ノ ー ドにお け る大 量 貨物 の積替 えが起 り,コ ンテ ナヤ ー ドにお け る荷 役

の 自動 化 が特 に課 題 と な り,コ ンテ ナ無 人 積 替 シス テ ムの 実現 が要 望 され る と

こ ろで あ る。

(2)コ ンテ ナ ・コ ン トロー ル ・シス テム

コンテナ ・コン トロール ・シス テ ム に よ る物 流 シス テ ムの 効 率 的運 用 を計 るた め

には,コ ンテ ナ,ト レ ー ダ ーな ど付属 機 器 の 移 動 状 況 を常 に把 握 して おか ね ば

な らない 。 ま たそ れ に よ り,各 デポ ・各 コンテ ナ ・ター ミナル,各 コンテナ ・ヤー

ドに対 し コ ンテ ナ移 動指 令,使 用使 令 な ど一 括 集 中 管 理 の必 要 が あ り,各 デ ポ,

各 タ ー ミナル とは 回 線 ネ ッ トワー ク にて 結 合 され る,コ ンテ ナ ・ヤー ドの自動 コ

ン トロール の た め の フロン ト・エ ン ドとしてミニ コ ン ピュ ータが 必 要 とな る。

コ ンテ ナ'コ ン トロ ール ・シス テ ムは 次 の サ ブ シス テ ム よ り構成 され る。

① コ ン テ ナ輸 送 計 画

輸 送 経路 計画,需 要 予 測,積 載 容 量 計 画,投 資効 率 解 析 な ど

② ブ ッキ ン グ管 理

集貨 状況 の把 握 お よび 予 想,ト レ ー ラな ど各 種 付 属 機 器 の配 置 な ど

③ コ ン テ ナ ・フ レ ー ト ・ス テ ー シ 。ン管 理

貨物 輸 送 の た め の各 種 管 理 資料 ・書 類 の作 成 ・経 理 勘定,貨 物 仕訳 け管 理

な ど

④ 各 種付 属 機 器 の管 理

空 コ ンテ 九 トレー ラー な どの移 動 状 況 の把 握 お よ び計 画
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⑤ コ ンテ ナ ・ヤ ー ド ・オ ペ レー シ ョン

コ ンテ ナの 積込,取 卸 し管 理 な ど

⑥ 各種 輸送 情 報 サ ー ビス

これ らサ ブ シス テ ムが有 機 的 に結 合 し,集 中管 理 がな され る。

この コンテナ ・コン トロール ・シス テ ムの 重要 な課 題 の一 つ は,コ ンテナ ・ヤー ド

オペ レー シ ョンで あ る。 前 述 し たよ うに輸送 貨 物 が 増大 す れ ば す る ほ ど輸送 機

器 の大 型化 が進 むが,そ れ に伴 な い荷 役 時 間 の増 大,結 果 と して め 輸 送機 器 の

遊 休 は多 大 な損 害 とな る。

(3)コ ンテ ナ ・ヤー ド ・オペ レー シ ョン

コ ンテ ナ ・ヤ ー ド ・オペ レー シ ョンは次 の シス テ ム に よ り構 成 され る。

① コ ンテ ナ ・ヤ ー ドの コ ンテ ナ 在庫 管 理

コ ンテ ナヤ ー ドにお け る入 門 した トレー ラ ニ に対 し行 先指 示 を可 能 にす る,

ま た荷 役 機 械 に対 し能 率 の よい 作 業指 示 を可 能 とす るた めの コ ンテ ナ配 置 お

よび管 理

② トレ ー ラー交 通 管 理

。 トレ ー ラーの チ ェ ッ クイ ン箇所 の指 示 お よ び コ ンテ ナ ・ヤー ド種 卸 しバ ー

スの指 示

。種 卸 しバ ース の 空 き条 件 管 理 に よ る トレー ラーの プ ー リン グ管 理

。 トレ ー ラー に対 す る行 き先 きの指 示

③ 荷 役 作業 管 理

。マテ リアル ・ハ ン ド リン グ機 器 の 自動制 御

コ ンテ ナの掴 み,離 しの 制 御

コ ンテ ナの 対 象位 置 移 動 制御

上 記 の シス テム に関 す る重要 な計 算処 理 と して

① コ ンテ ナ ・ヤ ー ド上 の コ ンテ ナ配 置 計算

コ ンテ ナの 重 量,行 き先 に よ り積荷 順 序 の 計算 を行 な い ク レー ンな ど マテ

ハ ンが効 率 よ く稼 動 す る ため の コ ンテ ナ配 置 を決 定 す る。

コンテナ ・ヤー ドは位 置 制御 の た め番地 割 付 け をす る必 要 が あ る。
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② 船積の場合の重心計算と船内配置計算

この計算は① と相模 って行なわれ る もので,航 行上裂 も重要 な船体バ ラン

スの 計算 で あ る。 また コ ンテ ナ船 内へ の コ ンテ ナ積 み付 け位 置 は 着 地 にお け

る取 卸 し作 業 の効 率 化 を も考 慮 され る必要 が あ る。

① と② の 最 適化 計 算は 不 可 能 と考 え られ,モ デル ・シ ミュレーシ ョンと ヒュー

リス テ ック ・ア プ ロ ーチ に よ るアル ゴ リズ ム に よ り決 定 され る と考 え られ る。

o

荷役作業の完全 自動化の ためには,荷 役機械メ ーカーと輸送業者 とが密接な結

び付 きを もち,シ ステム指 向の立場で 新 しい 自動荷役機械 と考 え る必要 がある。

1.3キ ャ ッシ ュ レス ・シ ステ ム

(1)キ ャ ッシ ュ レス ・シス テ ムの 概 要

① キ ャ ッ シ ュ レス ・シ ス テ ム とは

キャ ッシュレス ・システムとはPOS(PointofSale)端 末,企 業 端末,

家 庭端 末 等 と銀 行 あ るい は ク レ ジ ッ ト会社 等 を結 び,バ ン ク カー ドを媒 体 と

して殆 ん どの取 引 を現 金 の授 受 な しに信 用 及 び預 金 通貨 に よ り行 な お う とす

る もので あ る。

② 背 景 及 び ニ ーズ

取 引 決 済 方法 は歴 史 的 に,物 々交換 か ら,交 換 媒 体 と して の硬貨,更 に新

しい 貨 弊一 紙 弊 へ と発 展 して きた。 それ か ら今 日の小 切 手,手 形 が 生 まれ 銀

行制 度 へ と発 展 して きた。 しか しな が ら,現 在で は アメ リ カにお け る小切 手

の洪 水 にみ る如 く,小 切 手や現 金 の流 通 に伴 な って発 生 す る作 業 や書 類 の 量

が膨 大 とな り,そ れ に要 す る人 手,時 間,経 費 の節 減 が 大 きな 課題 とな って

きた。 従 って 次 の イ ノベ ー シ ョン と して キャ ッシュレス ・システムが登 場 して

く るので あ る。

この社 会 的 背 景 とは 別 に顧 客 に とって は,こ れ に よ り,現 金所 持 の煩 わ し

さか ら解 放 され,信 用供 与 に よ り購 買 力 が拡 大 し,こ の シス テム に付 随 す る

種 々の便 益 が 得 られ る。
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小 売店 は,現 金 扱 い に伴 な う事務 処 理 作 業 が軽 減 し,信 用 保 証 され た良質

の顧 客 が獲 得で き,そ の よ り大 きな 購買 力 に よ り売 上げ を拡 大 し う る。

銀 行 は省 力 に よ り資 金 を吸 収 で き,銀 行 内 に滞 留 させ るこ とが で き,且 つ

銀 行 本来 の信 用 情報 シス テ ムへ近 づ き う る。

③ シス テ ムの概 要 と発 展 段 階

a)第 一 段 階

・個 別銀 行 シス テム

POS端 末,銀 行 店 舗 外 設 置 キ ャッシュ ・ディスペンサ等 と銀 行 セ ンタ を

結 ぶ シス テ ムで,HOSTコ ン ピュ ー タは現 行 バ ンキング ・シス テムか あ るい

は 専 用 シス テ ム とな ろ う。

ネ ッ トワー ク と しては 地 域 セ ンタ ー ・ベ ースか ら拡 大 構 成 され て い くで

あ ろ う。

・ク レ ジ ッ ト ・オー ソ リゼ ー シ ョン ・シス テ ム

クレ ジ ッ ト会 社 が不 正 防 止(floorlimitを0に す る事)と ク?ジ ッ

'
トカ ー ドの普 及 の た め,オ ー ソ リゼ ー シ ョンの オンライン ・ネ ッ トワーク化

を図 るで あろ う。

・個 人 信 用 情報 シス テ ム

キ ャ.ッシュレス ・シス テム発 展 の前 提 とな るのが 制御 的 個人 信 用 情 報 シ ス

テム の整 備で あ る。

b)第 二 段階

・共 通 交 換 シス テ ム

以上 の各 セ ンタ を結 ぶ共 通 交 換 網で あ り,殆 ん どの端 末 が 共 同運 営 会 社

の概 念 と結 びつ いて 直 接 当 セ ンタ と接 続 され運 営 され る。 又 フ ァ イルは 各

銀 行 が持 つ フ ァイル以 外 に 当 セ ンタが持 つ ファ イル もあ りう る。

(2)必 要 と され るソ フ トウ ェ ア技 術

① 基 本技 術

a)OS及 び言語

・HOSTの バ ンキ ング ・シス テム と して 汎 用
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OS(バ ッチ,オ ンラ イ ン,TSS)が 要 請 され る と同時 に,マ ス トラ

フ ィ ッ クに対 処 す るた めの 処 理能 力 及 び レスポ ンス ・タイムの 向上 が考 え ら

れ な けれ ば な らな い。'

'マ ス フ ァイル の利 用 とオ ン ライ ン ・バ ッチ 間 の フ ァイル の シェ ア リ ング

・回線 ・端 末 の 多様 化 と音 声 処 理 へ の対 処

・言語 は王 に アセ ンブ ラ ーで あ るが
,こ の他 会 話 用言 語(特 に検 索 言語)〆

音 声言 語 等 が 要 請 され よ う。

b)デ ー タ ・ベ ー ス 及 びIR

・フ ァイル の 種 類:CIF
,個 人 信 用 情 報 フ ァイル,ポ ジテ ィ ブ ・ネガ テ

ィブ フ ァイル,資 産 ・家 計管 理 フ ァイル

・大量 デ ータ と高速 ア クセ スへ の 対処

・階 層 フ ァ イノレ

・・漢 字 及 び音 声 情 報 へ の対 処

・障害 対 策 と フ ァイル ・プ ロテ ク ト

・個 人 信用 情 報
,資 産 ・家 計管 理,消 費 情 報 の 検索

c)オ ンラ イ ン ・ネ ッ トワー ク及 びマ ン ・ツ ー ・マ シ ン

・公衆 回線 の利 用 と音 声 モー ド
,デ ータ ・モー ドの混 在,接 続 時 間 の短 縮,

伝 送 品質 の考 慮

・専 用 回線 の 利 用 と変 速 広 帯 域伝 送

・ネ ッ トワー ク ・デ ザ イ ン の最 適 化

・CATVの 利 用

・端末 の 多 様化:POS端 末
,APS(AutoPaymentSystem)専 用

端末,オ ー ソ リゼ ー シ ョ ン端 末,家 庭 端 末,ト ータ ル テ ラ ー,キ ー・ッー・カセ

ッ ト,漢 字 デ ィプ レイ ・プ リンタ ー

・入 力 手 段 の省 力 ・省 脳化 及 び標 準化

・自動 ダ イ ヤ リ ング

・プ ロテ ク ト機 能
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② 関連 技 術

アプ リケ ー シ ョン技 術 と して,以 下 の項 目 につ いてOR,統 計予 測 等 が適

用 され よ う。

・ネ ッ トワー ク ・デザ イ ンの最 適 化

・個人 資産 ,支 払 の 最適 化

・マ ネ ー フ ロ ーの最適 化

・客層 が拡 が り,消 費 性 向の 変化 に対応 す る販 売 目標 管 理,販 売 予 測,資 金

計 画

・収 益 管 理 一手数 料 の 決定`

・銀 行 の人 員 配 置 と省 力 ・省 脳 化

・個 人 信 用 と不 正管 理

(3)そ の他 解 決 す べ き問題

① 不 正 防 止 対 策

本 人 識 別,挙 証,信 用 保 証 にお け る簡 単 に して安 価 な不 正 防止 技 術 の 開発

② カー ド,基 本 コー ド,端 末 入力 機 構 の 標 準化

・端 末 の経 済 性 ,イ ンターバ ンク ・サ ー ビス ・カ ー ドの多 目的化 に対処

③ 社 会 環 境 の 育成

顧 客 を中心 と した関係 者の教 育,環 境 の 整 備 ・調整 にお け る政 府 の リー ダ

ー ・シ ップ

④ 法 的措 置

2.行 政 情 報 シ ス テ ム

行政情報 システムの定義は定 かでないが,こ こでは,

。行政機 関が個別 に有 してい る情報 システム乃至は その関連 ソフ トウェアの効率

的利 用 を図 るため,行 政機関相互の間あ るいは行政機関 と民間団体(企 業乃至

は公益法人)と の間で,行 政機 関の保 有 してい る情報乃至は関連 ソフ トウエア
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の利 用 を認 め る システ ム

o提 供 され る情報 は一般 的 には 個 別 デ ー タで は な く集 計 ,統 計 処 理 され た もので,

一 般 公 開 情報 に限 らな い が
,少 くと も要求 され れ ば 提供 が認 め られ てい る もの

の範 囲 に と どめ,個 人 の プ ライバ シー,企 業 の 秘 密 を も らす もので あ って は な

らない もの とす る。

o行 政 機 関内 部 の情 報 シス テ ムは こ こ には含 まない もの とす る。

もの と した。

そ の観 点 か らす れ ば,本 シス テ ムは

。主 と して 従来 報 告 書 乃至 は書籍 の 形 で 提供 を受 けて い た官 庁 の各 種 統 計 類 等 を

回線(公 衆 回線 活 用 を考 えて い る)に よ って伝 送 提供 を うけ る。

・或 い は,官 庁 側 にその デ ー タの利 用 に関 す る ソフ トウェ アが あ る時 は,TSS

で それ を利 用可 能 にす る。

こ とを主 目的 と し,従 って,ソ フ トウ ェア面で は

Oメ ッセ ージ ・ス イ ッチ ン グ

oTSS

の整 備 が 必 要 とな ろ う。 た だ,提 供 資 料 に制 約 が あ るので,デ ー タベ ース につ い

ては 極 力 各 省庁 間 の統 一 を図 るこ とが 望 ま しい。

囲 提 供 され る情 報 は概 して マ ク ロ情 報 で あ り,ミ ク ロ情 報 につ い て は

o自 動車 保 有 登 録

o土 地 ・家屋 台 帳

○戸 籍 ,住 民 登 録

の よ うに,.公 開 を原 則 と して い る もの に限 られ よ う。
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3.そ の他 の シ ス テム

3.1人 工 衛 星画 像 処 理 シス テ ム

(1)シ ス テ ム概 要

気 象 業 務 は 常 に科 学 技 術 の 進 歩 を と り入 れ る こ とに よ って改 善 が 図 られ て き

て い る。近 年,電 子 計 算 機 の 発 達 に よ って,流 体 力 学 の方 程 式 を計 算 して 予 測

す る とい う数値 予 報 技 術 が 発 達 し,あ る時 刻 の風 や 気 圧 の 分布 が わ か って い れ

ば,こ の方程 式 に従 って将 来 の 気 圧配 置 を予知 で き るよ うにな り,予 報 の 質 的

向上 に大 い に役 立 て られ る よ うにな った。

しか しな が ら,こ の 予報 精 度 を さ らにあげ る ため には,一 様 な精 度 の 気 象 観

測 が広 範 囲 にわ た って 行 な わ れ る こ とが 必 要で あ る。 地球 表 面 の約70%を 占

め る海 洋 の 大気 の状 態 は,従 来 の 観測 手 段 で把 握 しよ うとす る と莫 大 な 人員 と

経 費 を要 す るた め,人 工衛 星 で 観測 した地 球 表 面 の画 像 か ら気 象 資 料 を得 る こ

とが実 現 されつ つ あ る。

GARP(地 球 大 気 開 発 計 画)の 一 環 と して,日 本 で も気象 庁 が 昭 和51年 末

に静 止 気 象衛 星 の 打 上 を予定 して い るが,こ れ に積 込 まれ た放 射 計 に よ って 観

測 され た赤 外 線 画 像 や 可視 画 像 か ら,雲 の 高 さや風 向 ・風 速 を得 るた めの 一 連

の画 像 処 理 を計算 機 に行 な わ せ る こ とは急 務 とな る。

(2)開 発 され る ソ フ トウェ ア技 術

本 シス テ ムの特 徴 は一 言で い えば,限 られ た時間 内 に どれ 位 の 画 像 デ ー タ処

理 がで き るか にか か って い る とい え る。

す な わ ち,ま と もに取 り組 めば デ ィジ タル 形式 で,20分 間 毎 に約250メ ガ

バ イ トの画 像 デ ー タが入 力 され ,処 理 され,出 力 され る とい うこ とで あ る。 し

たが って 当面 は,シ ス テ ムの 分割,画 像 デ ー タの有 効 な 削減 と高 速 演 算処 理 と

い った点 を考 慮 し た シス テム とな ろ う。

人 工衛 星 か らの テ レメ トリ信 号 には,画 像 デ ー タ,気 象 情報,衛 星 の位 置 情

報 な どが混 在 して お り,ま ず これ らのデ ー タの エ デ ィテ ィ ングが 必要 で あ る。
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さ らに画 像 処 理 は 物 理 的 あ るい は ハ ー ドウェ ア的 制 約 か ら必ず ソ フ ト上 の前 処

理 を伴 う。 これ には 衛星 の位 置 情 報 が要 求 され る。

以 上 の事 柄 は人 工衛 星 との密 接 な 交信 と も相 ま って処 理 の リアル タ イム性 が

要 求 され,一 つ の独 立 した サ ブ シ ス テム を考 え るこ とがで き る。 し たが って 対

人 工 衛 星 固 有 の専 用 モ ニタ が必 要 とな る。

以 後 の画 像処 理 は 当 面 は バ ッチ処 理 が 主 とな ろ う。 ただ し処 理 結 果 につ い て

は,セ ンタで の 図 形 表示,他 局 へ の 画像 通 信 の 機 能 が 必 要 と され る。

次 に画 像処 理 そ の もの か ら眺 めて み ると,言 語 的 には フ ォー トラ ンが主 体 と

な るが,ア レ イ プ ロ セ ッサ を利 用 した画 像 処 理 言 語 の パ ッケ ー ジ も必 要 と考 え

られ る。 一

デー タ ・ベ ースIRの 面 で は,過 去 の デ ー タ にお け る統 計 情報 を もと に表 の

索 引,図 形 の表 示 が 必 要 にな って くる。 適 時 に これ らの デ ータ を取 り出 しや す

いデータ ・ベースが 要求 され る。 内容 と して は 複 雑 な階 層 構造 を さして い るの で

は な く,あ くまで も高 速 大容 量 の扱 い を主 体 と し た もの にな る。

デ ー タの 削 減 方 法 につ い てい えば,高 解 像 度 ビデオ ・デ ィスプレイを利 用 し,

オ ペ レー タの 判 断 に よ って必 要 な デ ー タ を指 示 す る方 法 あ るい は予 測 手法 の 適

用 によ りこれ を行 な う方法 が考 え られ るが,後 者 が 確 立 す る まで は 前 者 によ る

マ ン ・マ シ ン ・シ ス テム か フル に活 用 され よ うb

画像 処 理 とパ タ ー ン認 識 は切 り離 せ ない 関係 にあ るが 本 シ ス テム の開発 に よ

り理 論 の展 開 の み に終 って い る従 来 の パ タ ー ン認 識 手 法(判 別 関数,学 習 理 論,

ク ラス タ解 析etc)に イ ンパ ク トを与 え る ものが 生 れ れ ば その 成果 は大 きい 。

当 面 は二 次 元 フ ー リエ変 換等 を利 用 したパ タ ー ンマ ッチ ングが メ イ ンにな るが,

雲,積 雪,海 氷 な どの 識 別 は上 記 の問 題 と して の研 究 課 題 とな ろ う。

3.2地 域 開 発総 合 計 画 シ ステ ム

(1)概 要

この シス テ ムは 地 域 ・都 市 開 発 計画 を策 定 す る場 合 に,よ り正確 な 情報 を も

と に よ り良 い 計 画 案 を作 るた めの道 具 で あ る。 地 域 を良 くす るた め に,種 々の
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計画代替案 が考 え られ るが,こ の システムによ り,代 替案作成 を容易 にす る情

報 が 得 られ,ま た それ ら代 替 案 を選 択 す る に際 して は・ それ ぞれ を実 行 して み

た場 合 将来 ど うな るか を,シ ス テ ムが シ ミュ レ ー シ ョン によ り予 測 し,結 果 を

種 々の 観 点 か ら評 価 して,代 替 案 の選 択 を容易 にす る。 これ が この シス テム の

目的で あ る。

こ の シス テム には 次 の3つ の サ ブ シス テ ムが考 え られ る。

'① 地 域 開 発 に必 要 な デ ー タの 検 索
,加 工,表 示 な どの デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト

② モデ ル作 成 と実 行。 これ には 一般 的 な モ デル の ライ ブ ラ リ と,ユ ー ザ ーが

独 自の モ デル を容 易 に作 成 した り変 更 した りす るた めの サ ー ビス も含 まれ る。

③ 地 域 の現 状 や モデ ル に よ り予 測 され た結 果 の 評価,分 析。 各 種 統 計 的 分析

は もちろ ん,公 害 発 生 な ど地 域 開 発 の各 種 評 価 基 準 を含 む。

現 状で は,こ れ らの こ とは 殆 ん ど人 間 の頭 の 中で考 え られ て い るが,様 々な

複 雑 な条 件 を同 時 に考 えな くては な らな い た め,人 間の 能 力 の 限界 を越 えて お

り,コ ン ピ ュー タ に モ デル を開発 して利 用 す るこ と も近 年 行 な わ れ 始 め た。 し

か し,こ れ らの モデ ル は特 定 の地 域,条 件 を対 象 とした もの で!他 の 地域 に応

用 し た り,条 件 が 少 し変 化 す れ ば,コ ン ピュ ータ の専 門家 の 手 を借 りて,始 め

か ら作 り直 さな けれ ば な らず,計 画 の策 定 に コ ン ピュ ータ を利 用 し た くて もな

かな か で きな い状 況 に あ る と言 って良 い だ ろ う。

これ らの こ とか ら,上 述 の デ ー タ ・マネ ジ メ ンへ ・モデ ル作 成,評 価 ・分 析

を総 合 的 に容易 に行 なはしめ る地域開発 総 合 計 画 シス テム の需 要 と効 用 は 多 大 だ

と考 え られ る。

(2)必 要 とされ る ソ フ トウ ェ ア技 術

この シス テ ムは主 目的 が意 思 決 定 の た めの 道 具で あ る とい う こ とか ら,当 然

TSSを 利 用 して シス テ ム を会 話 す る マン ・マシン ・シス テ ムが 中心 とな るだ ろ

う。 ただ大 きな 計 算 や 大量 デ ー タの 作 表 な ど も取扱 うた めバ ッチ処 理 も並 行 し

て 行 な え る シス テ ム とな る。

シ ステ ム を開 発 す るた めの言 語 の 条 件 と して は,会 話型 で あ る こ と,フ ァイ

ルが扱 え るこ と,デ ィス プ レ イな ど図 形処 理 が 行 な い易 い こ と,イ ンタ プ リタ
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形式 で も使 え る こ とな どで,会 話型 の科 学 用 波 用 言 語 が 主体 とな る。

、 デ ー タ に 関 して は,地 域 開 発 の特 徴 と して横 断 面 デ ータ が 中心 とな る。 時系

列 デ ー タ も,も ちろ ん必 要 で,デ ー タが 完 備 して い な い た め通 常 の デ ー タ ・マ

ネ ジ メ ン トの要 件 の他 に分 割,補 間 な どの サ ー ビス ・ル ーチ ン も必要 で あ る。

IRは この デ ー タ ・ベ ー ス に依 存 し地 図 上 に,濃 淡 や等 高 線 な ど図形 表 示 も可

能 で な けれ ば な らな い。

デ ータ に関 して は この 他 に,気 象,汚 染状 況 な どオ ンラ イ ン によ る感知 機 の

接続 が考 え られ る。 ま た,他 地域 の デ ー タ も多 々必 要 とな るが,そ れ らまで デ

ー タ ・ベ ースに含 めるこ とは不 経 済 で もあ り
,全 て を含 め る こ とは 不 可 能で あ る

た め,他 地 域 の 同 じよ うな シス テ ム とオ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ー クを構 成 して,

デ ータの 共 同利 用 を行 な え るよ うにす る こ とが 望 ま しい。

この シス テ ムは この よ うな大 規 模 な もの とな り,複 雑 な モ ジ ュール構 造 を と

る こ とにな るが,TSS利 用 のマ ン ・マシン ・シス テムで あ る ため,多 数 の人 が

同時 に使 用 で き,他 目的 に も電 算 機 シス テム を同 時 に使 用 で き るよ うにす る た

め,コ ア 占有 量 は最 小 限 に虞 え,端 末 と会 話 中,思 考 を途 切 らせ な い 速 さで,

応 答 が返 って こな けれ ば な らな い。 この よ うな シ ス テム の質 的 要求 か ら,細 か

くモ ジ ュ ール化 され,そ れ ぞれ が で き るだ け リエ ン トラ ン トな構造 で あ るこ と

が望 ま しい。

(3)必 要 な 関連 技 術

シス テム を開発 す るの に必 要 な 基本 ソ フ トウ ェ ア以 外 の 関連 技術 と して下 記

の よ うな もの が挙 げ られ る。

一統 計 分 析 ,数 理 計 画 法,シ ミュ レ ー シ ョン手 法 な どの各 種OR技 法

一行列 演 算
,微 分 方 程 式,フ ー リエ変 換 な ど数値 解 析技 法

一容量 計算
,コ ス ト計 算 な ど,地 域 開発 に含 まれ る施 設 の 計 画 管理 や経 営 に必

要 な計 算 手 法。

一一国 勢調 査 や各 種 経 済 統 計 な どの デ ータ

ー官 庁 ,計 画 事 務 所 な ど実 際 に地 域 開発 計 画 を策 定 して い る組 織 か らの コンサ

ル テ ィ ング。

一70一



ま た,ハ ー ド ウ ェ ア と して は 次 の よ うな もの がTSSで 接 続 で き る技 術 が 必

要 で あ る。

グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ(カ ラ ー ・濃 淡)

XYプ ロ ッ タ ー,ハ ー ド コ ピ ー,オ プ テ ィカル ス キ ャナ ー,各 種 リ モ ー ト ・セ

ンサetc.
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IV今 後 の 検 討 事 項

本研 究 会 で は,具 体 的 な 作 業 に着 手す る前 に,わ が 国 の ソ フ トウ ェ ア振 興 に 関

して の 問題 を整 理 し た。 この う ち,今 回 は主 と して ア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ム

か らみ た ソ フ トウ ェア技 術等 に対 す る要求(ニ ー ズ)に つい て 調 査研 究 を行 な っ

た。

以 下 に調 査 検 討 を要 すべ き残 され た問題 点 を掲 げ,今 後 の作 業 目標 お よび本 報

告 書 利 用 の参 考 に供 す る。

(1)ソ フ トウ ェア の需 要 動 向把 握

中 間報 告 書 の整 理 として,ア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ムの整 理,用 語 の統 一,

説 明 の補 足,重 要 度 お よ び需 要度 の プ ラ イオ リテ ィ等 の作 業 が必 要 と され る。

(2)基 本 ソ フ トウ ェ アの検 討

ア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ム需要 の 前 提 とな る基 本 ソフ トウ ェ アの ニ ーズ と

将 来 展望 につ い て の検 討 が 必 要 と され る。

例 えば,OSの 効 率 化(オ ーバ ーヘ ッ ドの減 少,モ ジュ ール化,コ ンカ レ ン

ト処 理 能力 ア ン プな ど),TSS用 会 話 型 言語 の改 善,カ ナ文 字PL/1の 開 発

日本 文 処 理 プログラム,言 語 翻 訳 プ ログ ラ ム,汎 用 プ ロ グラム 用 の テ ス ト ・プ ロ

グラ ムな ど。 一一

(3)ソ フ トウ ェ ア開 発 の あ り方

ソ フ トウ ェ アは,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー,コ ン ピュー タ ・ユ ー ザ ー,情 報

サ ー ビス莱 お よ び ソ フ トウ ェ ア開発 専 業 者,大 学 研 究機 関等 に よ って開 発 され

てい るが,わ が 国 の 場 合,欧 米 に比較 して,ソ フ トウ ェ ア開発 専 業 者 に対 す る

依 存 が,市 場 割 合で も,ま た技 術 的 に も非 常 に低 い。 当然 な が らソ フ トウェ ア

は,ア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ム側 の 問題(条 件)に よ り,さ らには,技 術 進

歩 の著 しい コ ン ピュ ータ技 術 を踏 えて開 発 仕 様 が決 ま り開発 され る。

し たが って ユ ーザ ーが 直接 開 発 す るこ とが 有 効 な こ とは 言及 す る まで もな い
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が,広 範 囲 な ソ フ トウ ェ ア関連 技 術 を常 に追 跡 し,多 くの アプ リケ ー シ ョン分

野 の ソ フ トウェ ア を開発,経 験 して,技 術 を蓄 積 し た ソ フ トウ ェア開発 の た め

に要 請 され る。 この背 景 には 若 年 労 働 者不 足,ソ フ トウ ェア要 員 の処 遇 な どが

要件 とな って い る。 また コ ン ピ ュー タ ・メ ーカ ーが,ど こ まで ア プ リケ ー シ ョ

ン ・シ ステ ム に立 脚 した ソ フ トウ ェア開発 を行 ない 得 るか とい うこ と も問 題 で

あ ろ う。

この ため,現 状 の ソ フ トウェ ア開 発 の メ カニズ ム を分 析 し,わ が 国 の体 質 に

適応 す る ソフ トウ ェア開 発 体 制 の あ り方 を描 き その た めの 対策 を講 ず る必 要 が

あ る。 この場合,後 述 の ㈲ サ ー ビス部 門 との 関連 につ い て も考 慮 され る必 要 が

あ る。

検 討 事 項:ソ フ トウェ ア開 発 メ カ ニズ ム の現状 と あ り方,ソ フ トウ ェア開発
、

体 制の 問題 点 と対 策(要 員 の教 育 の処遇,ソ フ トウ ェ ア産業 の育 成 策 な

ど),等 。

(4)ソ フ トウェ ア流 通 の あ り方

ソ フ トウェ アの需 要 は 多 様 化 す る ア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ム に応 じた もの,

業種 や個 別企 業 に こだ わ らな い 共 通 的 な処 理 を行 な うア プ リケ ー シ ョン ・シス

テム に応 じた もの と に大 別 され る。 この う ち,と くに後 者 につ い て は,中 小企

業 の 事務 処 理 の合 理 化 ・協 業 化,中 小型 コ ン ピュ ータ の普 及等 か ら多 量 の 潜 在

需要 が想 定 され るが,こ れ に如何 に対 処 して ソ フ トウ ェア を開発 す るかが 問題

とな る。 一

個 々の ユ ーザ ーが 開 発 す る こ とは,人 的 に も資金 的 に も重 複投 資 にな りこれ

を避 け るこ とが必 要 で あ る。 この た め には,冗 長 度 が少 な く融 通 性 の あ るプ ロ

グ ラム ・パ ッケ ー ジ を開発 す る こ とで あ り,ソ フ トウ ェアの適 正 な 市場 価 格 の

設定,ソ フ トウ ェア 性能 の 有 効 な 評価 方 法 の確 立 な どが 必 要 とな ろ う。

検 討 事 項:ソ フ トウェ ア流 通 の疎 害 要 因,ソ フ トウ ェア流通 メ カ ニズ ム,プ

ロ グラム'パ ッケ ー ジの 問 題 ,ソ フ トウェ ア性能 評価 方 法,ソ フ トウ ェ

アの価 格,等 。
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㈲ サ ー ビス部 門 との 位 置付 け

わ が 国 にお け るソ フ トウ ェア の問 題 と して は,従 来,ソ フ トウ ェ ア技 術,ソ

フ トウェ ア要員,ソ フ トウ ェア産 業 等 につ い て 主 と して論 じ られ て き た。 しか

し コ ンピ ュ ータ を使 用 して 情報 処 理 や 情報 提供 等 の サ ー ビス業 の 自己 開 発 の ソ

フ トウェ アの み な らず第3者 開 発 の ソ フ トウ ェ ア を利 用 してサ ー ビスす る こ と

が 予 想 され る し,ま た,コ ン ピュ ー タ導 入 か らソ フ トウ ェ ア開 発 まで の サrビ

スす な わ ち ファシリテ ィ・サ ー ビス,欧 米で 登 場 しつ つ あ るハ ー ドウェ アや ソ フ

トウ ェアの メ ンテ ナ ンス専 業 者 等 との 関連 につ いて も十 分考 慮 す る必 要 が あ る。

検 討 事 項:情 報 処 理提 供 サ ー ビス業,フ ァシ リテ ィ ・マネ ー ジ メ ン ト,メ ン

テ ナ ンス専 業 者等 との 関連,等 。
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V.ソ フ ト ウ ェ ア 関 連 表



.分

類

大 分 類 A.'経 営 組織 体 に おい て必 要 とされ る シス テム

中 分 類 1.経 営 管理 シス テ ム

小 分 類
シ ス テ ム'名 全社的経営計画策定システム

技 仕 様

項目

シ ミュレー シ ョン ・モ デル な どに よ って,環 境 条件 の 予測 ,各 種 施策 の 効果 等 を測 定 。 長

期 的,戦 略的 な経 営 計 画 をサ ポ ー トす るシス テ ム。(資 金 計 画な どを含 む)

囲 実務 的 に は成 績 及業 種 別 パ タ ー ンを考慮 す る こと が必要 とな ろ う。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS 会 話型TSSが 望 ま しい

雪 完E口
口ロ ユ ー ザ ー ・オ リエ ン テ ッ ドな 非 手 順 向(Non-Procedura1)な い し は プ ロ ブ レ ム ・オ リ エ ン

テッドな 言 語 、

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト

'

汎用 ファ イル ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テ ム(特 に機密 保 護,条 件 検 索,メ ニ ュ ー検 索,フ ァ

イル ・メ ンテ ナンス等 が容易 な シス テ ム)

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
(Dカ ナ文 字取 扱 可能

(2}時 系列 デー タ ・アウ トプ ッ トな どの た め に,簡 単 な グ ラ フィ ック機能 が望 ま しい

ド キ ÷ メ ン

テ ー ン ヨ ン

そ の 他

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR
・シ ミュ レー シ ョン ・時 系 列 分析 ・最 適化 手 法(LP ,GP,DP等)
・各 種 予測 手 法 ・決 定理 論

数 値 解 析

予 測

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務
」

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ
・マ クロ ・内 外経 済情 報 ・業 界 ・商 品 市況 情報

・社 内 各種 経 営統 計 ・財 務 デー タ等

コ ンサ ル ティン グ

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術
(1)会 話 型TSS可 能 の 大 型 コ ン ピ ュ ー タ(2}ロ ー ・ コ ス トの グ ラ フ ィ ッ ク ・デ

ィ ス プ レ イ(ビ ジ ネ ス ・ユ ー ス の た め,ド ッ トは粗 く て も よ い)

開 発 主 体
ソ フ トウ エ ア{メ ー カ ー,ソ フ ト ・ハ ウ ス}ア プ リケ ー シ ョ ン{ソ フ ト ・ハ ウ ス,ユ

ー ザ ー}ハ ー ドウ エ ア{メ ー カ ー}
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A.経 営 組織 体 に おい て必 要 とされ る シス テ ム

1,経 営 管理 シ ステ ム

一
,

2.人 事 ・労 務管理 シス テム

部門別経営計画策定システ ム 人事 情 報 シ ステ ム

上記 をベ ー ス に しな が ら,

術 的な 経 営計 画 シス テム

店別)の 事 業 計 画等 を策定 す るた めの,や や短 期 的 ・戦

(目 標 設 定 シ ス テムや 業績 評価 シス テム等 を含 む)

部門別(例 えば事業所別 ・支

一

・ス キル ズ ・インベ ン トリー ・要 員 最 適配 置 計 画
'
・要員 適性 分析 ・採 用 ・昇進 計 画

・要 員 数算 定

同 左 同 左

同 左 同 左

同 左
汎 用 フ ァ イ ル ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム(特 に 機 密 保 護,

条 件 検 索,メ ニ ュ ー 検 索,ワ ン ・ シ ョ ッ ト ・ リ ク エ ス ト,

フ ァ イ ル.メ ン テ ナ ン ス 等 が 容 易 な シ ス テ ム)

、

・

同 左 (Dカ ナ文 字取 扱可 能

(2)キ ャラ クタ ー ・デ ィスラ レイ

日中 常時CRT等 で検 索 可能 とす るた め に は,プ ログ ラ
ム をモ デ ュー ル化,ダ イナ ミッ ク ・リロケ ー シ ョ ン可 能

として お く ことが 望 ましい

同 左
・シ ミュレ ーシ ョ ン ・最適 化 手法

・計 量心 理学 ・統 計 解 析

同 左

要 員 適性 分析 に は,産 業 心理学 の 専 門家 の ア ドバ イス

同 左 ロ ー ・コ ス ト ・キ ャ ラ ク タ ー ・デ ィ ス プ レ イ

同 左 メ ー カ ー,ソ フ ト ・ハ ウ ス,ユ ー ザ ー い ず れ で も可

一79一
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分

類

大 分 類 A.経 営組 織 体 にお い て必要 と され る シス テ ム

中 分 類 2.人 事 ・労 務管 理 シ ス テム

小 分 類
シ ス テ ム 名 研修 用 ビジ ネ ス ・ゲ ー ム.

技 仕 様 .

項 目

■
・管理 者教 育'

・新 人教 育 .

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS 会 話型TSSが 望 ま し い

言 …五口
n口

ユ ー ザ ー ・オ リ エ ン テ ッ ドな 非 手 順 向(Non-Procedura1)な い し は プ ロブ レ ム'オ リ エン

痴 ドな 言 語

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト

汎 用 フ ァ イ ル ・マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム(特 に 機 密 保 護,条 件 検 索,メ ニ ュ ー 検 索,ワ ン ・

シ ョ ッ ト ・ リ ク エ ス ト,フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス 等 が 容 易 な シ ス テ ム)

IR

'

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
(Dカ ナ文 字 取扱 可能

(2)キ ャラ ク ター ・デ ィスプ レ イ

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他
日中常 時CRT等 で検 索 可能 とす るた めに噛は,プ ロ グ ラム をモ デ ュール 化,ダ イナ ミック・

リロケ ーシ ョン可 能 として お くこ とが望 ましい

備 考

ア

プ

リ
ケ

ー

シ
ョ

ン

技

術

(

関

連
技

術
)

OR ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

数 値 解 析

予 測 、

■

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ

コンサ ル ティ ング

そ の 他

バ ー 下 ウ エ ア 技 術 。 ∵ 。 ス ト.リ モ_ト.タ ー ミ ナ ル ぐ タ・イ プ ラ イ タ ー で も可)

開 発 主 体 メ ー カ ー,ソ フ ト ・ハ ウ ス,ユ ー ザ ー い ず れ で も 可
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A.経 営組 織体 にお い て必 要 とされ るシ ス テム

2,人 事 ・労 務管理 シス テ ム 2.人 事 ・労 務 管 理 シ ステ ム

モ ラ ー ル ・サ ー ベ イ ・シ ス テ ム 給 与計 算 シス テ ム

・従業員士気調査

・給与計算

・退手引当金計算

・年金計算業務

バ ッ チ バ ッ チ

〉

・

.

、

各社共開発済みのため,今 更汎用化の実益あるかは疑問
あり

・計 量心理 学 ・数 量 化理 論

・統 計解析

-－A

産業心理学者

〃 〃
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分

類

大 分 類 A.経 営 組織 体 に お い て必 要 と され るシ ステ ム

中 分 類 3.会 計 ・経 理管 理 シ ステ ム 3,会 計 ・経 理管 理 シス テ ム

小 分 類
シ ス テ ム 名 予算 編 成 シス テ ム 原価 管 理 シス テム

技 仕 様

項目

長期 ・短期 の予 算 編成 を効率 化 す るた めの

シス テ ム

『

単位 業 務 ご との 原価 ・収益 計 算

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS 会 話型TSSが 望 ま しい バ ッ チ

言 …ξ五
口 口ロ .手 順 向言 語 で も可 同 左

デ ー タ ・ベ ー ス'

マ ネ ジ メ ン ト
汎 用 フ ァ イ ル ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム 同 左

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム カナ文字取扱可能が望ましい

ド キ ÷ メ ン

テ ー ソ ヨ ン

そ の 他

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関

連
技
術
)

OR
・シ ミュ レー シ ョン ・最 適 化手 法(LP,

GP,DP等)・ 各 種 予測 手法
統計的管理手法

数 値 解 析

予 測

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

A

デ ー タ マ ク ロ,セ ミ、・マ ク ロ 経 済 デ ー タ

コンサル テ ィン グ

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術
比 較 的低 廉 に デ ー タ収集 が で き るよ うな工

夫 が望 ま しい(例:手 書 きOCR,OMR等)

開 発'主 体
メ ー カ ー,ソ フ ト ・ハ ウ ス,ユ ー ザ ー い ず

れ で も可
同 左

一82一

一_一_



A.経 営組 織 体 に お い て必 要 とされ る シス テ ム

3.会 計 ・経理 管 理 シ ス テム 4.販 売 管理 シス テム

会計 監 査 シ ス テム 販売 管 理総 合 シス テム

汎用 の 会計 監 査 用 プロ グ ラム(行 列簿 記,連 結 決算 用 も'

考慮 し てお くこ とが 望 ま しい)

メー カ ー,問 屋,小 売 まで の流 通 販売 経路 の各 段 階 を通

じ て"物"と"情 報"を 一 元的 に と らえ管理 す るシステム

バ ッ チ リアル ・タイ ム機能(現 存 のOSで も可)

同 左 手順向言語(現 存の言語でも可)

検 索,フ ァ イル ・メ ン テ ナ ン ス 等 が 容 易 な 汎 用 フ ァ イ ル ・

マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

.

(1)光 学 的 にt'物"の 識別 可能 なPOSタ ー ミナ ル

(2)音 声入 出力 装 置(3)CRT

機密保持機能,犯 罪防止機能等も付加することが望まし
いo

推測統計

・

,

公認会計士等

〉

(1)光 学 的 に"物"を 識 別可 能 で且,ロ ー コス トなPO
Sタ ー ミナ ル'
(2)音 声(電 話)に よ る、受注 入力 指示 等 可能 な装 置

同 左 メ ー カ ー,ソ フ ト ・ハ ウ ス,ユ ー ザ ー}共 同
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分

類

▼
酪
囎

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

ア
」プ

リ

ケ

ー

シ

ョ
ン
技

術

(
関

連

技

術

)

サ

ー

ビ

ス

大 分 類

中 「 分 類 ・

ノ、

シ ス テ ム 名

仕 様

OS

言 …≡止
口nロ

デ 一 夕 ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム

ド キ ュ メ ン

ア ー ン ヨ ン

そ の 他

備 考

OR

数 値 解 析

予 測

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務

そ の 他

デ ー タ

コンサルティング

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術

開 発 主 体

4.販 売 管 理 シ ス テム

販 売 予測

会話型TSS

な専用会話型言語

1

2

・回帰 分析

・経 済統 計 アンケ ー ト

・マ ーケ テ ィン グ専 門 家

(1)グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ

(2)

ソ フ ト ・ハ ウ ス,ユ ー ザ ー

一.・1

い て必 要 と され る シス テ ム

ムo

調 査 デ ー タ',販 売 店か らの情 報 に よ り既存 製品,新 製 品 の販 売 予測 を

売店 か らは非 数 値 的な 情 報 も入 力 され る。

テ ッ ドな 非手 順 向 な い しは プ ロブ レム ・オ リエ ン テ ッ ド

アウ トプ ッ トな どのた め の グ ラ フ ィッ ク ・デ ィス プ レ イ

ル(非 数 値的 情 報 入力 可能)

関分析 ρ多変量解析 ・計量経済学

ト ・顧 客 評 判(店 頭 での)

門家 ・心理学者

〆

デ ィス プ レ イ

カナ,図 形等)も 取 り扱 え るPOSタ ー ミナ ル

一 ザ ー

'
-84-・
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A.経 営組 織体 に おい て必 要 とされ る シス テ ム

4.販 売 管 理 シス テム 4.販 売 管理 シス テム

耐久消費財買替え需要情報システム 個人信用情報システ ム

過去の販売情報か ら買替需要到来期を予測し,販 売に結

びつけるシステム
個 人の 信用 情 報 を オ ンラ インで照 会 す る シス テ ム

パ ッチ処 理 リ ア ル ・タ イ ム, イ ン ク ワ ィ ア リ ー機 能

手順向言語 同 左

検 索,

マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス が 容 易 な 汎 用 フ ァ イ ル ・

同 左

CRT(漢 字入出力可能が望ましい)

ス コ ア リング方 式 を取 り入 れ る。

市場調査,販 売店からの情報
住民 票,興 信録,

(割 賦 利用 状 況,

高額 所得 者 リス ト,

返 済状 況等

販売店からの情報
)

漢字入出力可能で, ロ ー コ ス トなCRTデ ィ ス プ レ イ

同 左 同 左
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分

類

大 分 類 A.経 営 組織 体 におい て必 要 と され る システ ム

中 分 類 4.販 売 管理 シ ステ ム

-

4,販 売 管理 シス テム

小 分 類
シ ス テ ム 名 顧 客 サ ー ビス シ ステ ム

ス ペ ー ス ・リザ ベ ー シ ョ ン

(広 告 紙 面,時 間)

技 仕 様

項目

耐 久 消費 財の 故 障 記録,利 用 状況 等 を把 え,

販 売,ア フタ ー サー ビス等 に役立 たせ るシ

ス テ ム

広 告効 果 の 予測 に基 づ いた 出稿 計 画案 の 評

価 及 び それ に伴 う広 告 わ くの リザ ベー シ ョ

ン,さ らに 関連 す る事務 処 理 を行 な う。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS リ ア ル ・タ イ ム,イ ン ク ワ ィ ア リ ー 機 能
TSS及 びデ ータ ・ベ ー スの管 理 可能 及 び

ア カ ウ ン ト計算機 能 を含 む

学 芸吉田
口口 手順向言語

'

ユ ーザ ー ・オ リエ ンテ ッ ドな専 用 会 話型 言

語
一'

デ ー タ ・ベ ー ス'

マ ネ ジ メ ン ト
検 索,フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス が 容 易 な 汎

用 フ ァ イ ル ・'マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

共 同 利用 お よ びそれ に伴 う諸機 能

ラン ダム ・フ ァイル,機 密 保護

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム 軽 便,ポ ー タ ブ ル ・ロ ー コ ス トの 端 末 機 キ ー ボ ー ド ・プ リ ン タ ・デ ィ ス プ レ イ

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関

連
技

術
)

OR
広 告効 果 の予測 値(視 聴率 リーチ,フ リー
ク ェン シ一等)広 告,出 稿 計 画 な どの モ デ
ル 及 び シ ミュ レー シ ョン

数 値 解 析

予 測

デ ー タ 管 理

,

統 計

一 般 事 務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ
顧客に関する諸情報,修 理店(工 場)か ら
の情報

コンサル テ ィン グ

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術

開 発 主 体 ソ フ ト ・ハ ウ ス,ユ ー ザ ー
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A.経 営 組織 体 に おい て必 要 とされ る シス テ ム

4,販 売 管理 シ ス テム 4.販 売 管理 システ ム

広告実施の確認システム 放 送 ・放 映 スポ ッ ト管 理 シ ス テ ム

ズ ペ ース ・リザ ベ ーシ ョン ・シス テムに 対 応 し て広告 の

実施 を確 認 して その情 報 を提 供す る。

放 送 の スポ ッ ト広 告 を販売 し,ス ゲ ジ ュー ル に従 い 自動

的 に放送 ・放 映 す る。

'
TSS及 び デ ー タ ・ベ ー ス の 管 理 ・ア カ ウ ン ト計 算,マ

イ ク ロ ・ フ ィ ル ム 制 御
リ ア ル ・タ イ ム機 能

手順向言語

同 左

(但 し〆特定タ}ミ ナルから以外は書換え不能)

キ ー ボ ー ド ・プ リ ン タ ・デ ィ ス プ レ イ
、

マ イク ロフ ィル ム ・サー ビ ス

.

マ イ クロ フ ィル ム とCPUと の イン タ ー フ ェ イス,そ の

他特 殊 確認 装 置
放 送 機 の オ ン ラ イ ン ・コ ン ト ロ ー ル
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分

類

大 分 類 A.経 営 組織 体 にお い て必要 と され る シス テ ム

中 分 類 5,在 庫 管理 シス テム 6,物 流 管理 シス テ ム

小 分 類
シ ス テ ム 名 在 庫 管 理 シ ステ ム 物 流 管理 シス テム

技 仕 様

項目

"物"と"情 報"を 一元的 に と らえ,在 庫

管 理 を行 な うシ ス テム

工 場 に おけ る生産 計 画 に始 ま り,倉 庫 への

最 適 輸送 計画,サ ー ビス ・ス テ ー シ ョンの

配 送 計 画 を含 む実施 スケ ジ ュー ル管理 シス

テ ム

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS リ ア ル ・タ イ ム 機 能 会話型TSS

言 ≡口"口 手順向言語(現 存の言語でも可)
ユ ーザ ー ・オ リエ ン テ ッ ドな非 手順 向専 用

会 話型 言語

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト

検 索,フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス が容 易 な 汎

用 フ ァ イ ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

'IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム

'物"の 入 出庫 を識 別 し
,入 力 す る特 殊 端

末 機
グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他

備 考

、

ア
㌦
ブ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技
術
)

OR 最適在庫量算出モデル
LP,ス ケ ジ ュー リング

(PERT,CPM)

数 値 解 析

■

予 測

ψデ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ

コンサル テ ィン グ

、

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術
"物"の 入 出 庫 を識 別 し入力 す る技 術

開 発 主 体 メ ー カ ー,ユ ー ザ ー,ソ フ ト ・ ハ ウ ス ユ ー ザ ー,ソ フ ト ・ハ ウ ス
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A. 経営 組 織体 に お い て必 要 とされ る シス テム

6. 物 流管 理 シス テム 7.研 究 開発 管理 シス テム

無 人 倉庫 シ ス テム 技術情報検索システム

倉 庫 入 出庫 の無 人 化 。("物"の 入 出庫 を 自動 的に と ら

え入 出庫"情 報"と す る。 又 倉庫種 類 の 選 択 も含 む)

KEY項 目によ る論 文,文 献 の 試験 デ ー タ,

の検 索 シス テ ム'

物 性 デ ータ

リ ア ル ・タ イム 機 能

←

バ ッチTSS

手順向言語 PL/1

検 索,フ ァ イ ル ・メ ン テ ナ ン ス が 容 易 な 汎 用 フ ァ イ ル ・

マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム
大 規 模 デ ー タ ・ベ ー ス

'

4

要

TSS端 末 の 利用

)

)12((

CRTデ ィス プ レ イ
"物"を 自動 的 に とらえ る特殊 端末 機 会話型問合せ

.

'

.

■

亀

ス ペー ス割付 け,LP,数 値制 御

要

要

抄録誌作成

内部 デー タ と外 部 デ ータの 結 合

倉庫 業 者,倉 庫機 械 メ・一 カー 要

自動倉 庫機 械,"物"を 識 別す る特 殊 端末 機 マ イク ロフ ィル ムの連 動 が必 要

倉 庫 機 械 メ ー カ ー,メ ー カ ー}共 同

ユ ー ザ ー,ソ フ ト ・ハ ウ ス
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分

類

大 分 類 A.経 営組 織体 におい て必 要 とされ るシ ステ ム

中 分 類 7.研 究 開 発管 理 シス テム

小 分 類
シ ス テ ム 名 新製品開発管理システム

LABORATORY

AUTOMATION 特許情報検索システム

技 仕 様

項目

プ ロ ジ ェク トの進 行 を管

理 し,評 価 を行 な うシス

テム

実験 設備 の各 種 計 測 ・コ

ン トロール の 自動 化 シス

テ ム

確度の高く,か っ効率的な特許

情報を検索する。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS バ ッ チ
リ ア ル ・タ イ ム ・モ ニ タ
ー

バ ッ チ

言 言五
口 口ロ 既存の言語でOK P.O.L. IR用 言語の開発が必要

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト
ラ ン ダ ム ・フ ァ イ ル

一般 的 デー タ ・ベ ース の ほかパ

タ ー ン蓄 積媒 体 を もつ こと

IR 要 要
-

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
プ ロ ッ タ ・デ ィス プ レ

イへ の 出力 が必 要
会話型入出力

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他

備 考 ●

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技
術
)

OR 要

数 値 解 析 要

予 測 要

デ ー タ 管 理 要,検 索的 中率 向 上の ための フ

ァイル管理

統 計 要

一 般 事 務 .

そ の 他 業務知識

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ 内 部 デ ータ 外 部 の標 準 デー タ 内部 デ ータ 十外 部 デー タ

コンサル テ ィング

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術 各種計測器との連結 マ イ ク ロ ・ フ ィル ム の 利 用

開 発 主 体
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A.経 営 組織 体 に お い て必要 と され る シス テム

7,研 究 開発 管 理 シス テ ム 8.設 計 管 理 シス テム

内部特許情報管理システム 設計 管理 シス テ ム 設 計図,自 動 図 化 シス テ ム

社内技術資料の収集,検 索

社内特許に関する管理

設計図面の検索及び図面に基づく積

算

一

各種構造物など問題別に設計図を図

化する。

バ ッ チ バ ッ チ R.-TSS

'

PL/1 PL/1 図 化用 の 問題 向 言語(POL)が 望

ま しい。

要,パ タ ー ン蓄 積 媒体 を もっ リス ト構造 を もった フ ァイル 要

200ボ ー,リ ア ル ・タ イ ム 要

←

キ ャ ラク ター ・デ ィ ス プレ イ図 面 表

示 装置

会話型式による作図の修正,追 加な
ど

パ タ ー ンの 入 出力 編 集

要 要

要

要

COMと の 連結,グ ラフィ ッ ク

デ ィス プ レイとの連 動
図 面 表示装 置 とハ ー ドコピー 図面読み取りの機能
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分

類

大 分 類 A.経 営組 織体 に お い て必要 とされ る シス テ ム

中 分 類 8,設 計 管理 シス テ ム 9.設 備 管理 シス テム 10,購 買 管理 シス テム

小 分 類
シ ス テ ム 名 構 造 物 の 自動 設 計 シス テム 設備 管理 シス テ ム 納 期 管理 シ ス テム

技 仕 様

項目

建築 ・土木構造物の自動設計を行

な う

設備の採算,設 備の保

全及び設備の運用を管

理するシステム

発 注処 理 納 入 管理,在 庫

調 整 を 行な うシステ ム

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS
・

バ ッチ
リ ア ル ・ タ イ ム,モ ニ タ
ー

言 言五口
回ロ FORTRAN PL/1 PL/1

一

デ ー タ ・ベー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト
要

索 引 付 フ ァ イル の デ ー タ・

ベ ー ス

IR 要 要

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク
要

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
会 話型 式に よ る設 計者 との対 話 を

要 す る。 特 に デ ィ スプ レ イ

ド キ ÷ メ ン

テ ー ソ ヨ ン

そ の 他

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR 在庫管理

数 値 解 析
要

予 測 要

デ ー タ 管 理 要 要

統 計 要 要

一 般 事 務 要

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ 内部 デ ータ

コンサル テ ィング 要

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術
図 面 の 記録,保 存,デ ィス プ レ イ

又 は プ ロ ッタ へ の表 示 な ど。

開 発 主 体
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A.経 営 組 織体 にお い て必要 とされ る シス テム

10.購 買 管理 シス テ ム 11,生 産 管 理 シス テム 11.生 産 管理 シス テム

検査 自動 化 シ ステ ム 生 産 管理 シス テ ム プ ロ セ ス ・ コ ン トロ ー ル ・シ ス テ ム

納入部品,生 産部品の検査の

自動化

ある制約下での最適生産計画

及びその工程管理を行なうシ

ステム

製造 工程 の 自動 化,効 率 化 を行な うシス テ ム

リ ア ル ・タ イ ム,モ ニ タ ー
-

一リ ア ル ・タ イ ム リ ア ル ・タ イ ム

PL/1 PL/1 POL

要

生産現場用端末 要

検 査 機 器 の オ ン ラ イ ン ・コ ン

トロ ー ル

キ ャ ラ ク タ ー ・デ ィ ス プ レ イ

に よ る検 索
オ ペ レー タ との会 話 を可 能 とす る

要,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

Optimization
要 .

要

要,Smoothing 要

要

品質管理 要,品 質管理 要

外 部 デー タ と して規格 デ ー タ
を利 用 す る。

内 部 デー タ

自動検査機械
現 場 用 端末COMPUTER

toCOMPUTER

・オ ペ レータ ・コ ンソー ルの 設計 には 工夫 が必要
・計測 器 との接続
・COMPUTERtoCOMPUTER
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分

類

大 分 類 A.経 営組 織体 にお いて 必要 と され る シス テ ム

中 分 類 12.そ の 他 の シ ス テ ム

小 分 類

シ ス テ ム 名 地方 公 共 団体 シ ステ ム 病 院 情 報 シス テム 法人企業財務モデル

技 仕 様

項目

公共団体の税務,給 与,統

計等の事務処理ならびに地
域情報,住 民情報を提供す
るための共同利用システム

病院,診 療所における請求

事務の省力化および医療情

報の提供

財務諸表の予測及び分析

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS 汎用OS 汎用OS バ ッチ

言 …五口
目口 財務分析用POL

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト

フ ァ イ ル 共 用

ラ ン ダ ム ・ベ ー ス

フ ァ イル 共 用

ラ ン ダ ム ・ベ ー ス
共 同 フ ァ イル

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク
地域単位低速TSS 地域単位低速TSS

コ ン ピュー タ ・セ ンター と

本 部 ・支 店 を結 ぶTSS

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
キ ャ ラ ク タ ー ・デ ィ ス プ レ

イ

ド キCメ ン

テ ー ン ヨ ン

そ の 他 入 出力 フ ォー マ ッ トの統 一 入 出 力 フォー マ ッ トの 統 一

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR 要

数 値 解 析`

予 測 要

デ ー タ 管 理

統 計
各種統計表及び管理資料の
作成

多変量解析

一 般 事 務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ 外 部 デ ー タ+内 部 デ ータ

コンサル ティ ング

,

・

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術 病院専用端末の開発
グ ラ フ 表 を作成 す る

プ ロ ッ タを連動 す る。

開 発 主 体
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B.一 般大 衆向 けに 必要 とされ るシ ス テム

1.環 境情 報 シス テム

公 害情 報 シス テム

大 気,水 質,騒 音 等 の環 境汚 染情 報 を 自動監 測 し,デ ータ分 析 と予測 をす る と と もに適 時,規 制 に 関す る警報 を行な

う。

ROS:Cタ イプ(TSS不 要)

BOS:Dタ イプ

予 測 シ ミュ レー シ ョン用POL

大 容 量 ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イ ル の コ ン トロ ー ル

監 測 点 → ブ ロ ッ ク ・セ ン ター ・→ 中 央 セ ン タ ー

ネ ッ トワ ー ク ・コ ン トロ ー ル:監 測 デ ー タ の コ レ ク テ ィ ン グ,RJEコ ン ト ロ ー ル 処 理 デ ー タ の 分 配 コ ン ト ロ ー ル

警 報表 示,予 測 デ ータの 自動 分配

デ ー タ ・セ ン サ の コ ン ト ロ ー ル,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レ イ あ る い はX-Yプ ロ ッ タ の サ ポ ー ト,警 報 表 示 機 の コ

ン ト ロ ー ル

微分,差 分,拡 散等 方 程式

予 測 用 シ ミ ュ レ ー タ

短 期 ・長期 デー タの 一 時 蓄積 と圧 縮 保存

大気,水 質,騒 音等 情 報の セ ンサ

メ ー カ ー,シ ス テ ム ・ユー ザ ー,研 究 機 関,ソ フ ト ウ エ ア ・ハ ウ ス
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、

分

類

目項

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

技

術

'

(

基

本

技

術

)

ア
プ

リ

ケ

ー

シ

ョ
ン
技

術

(
関

連

技

術

.)

サ

ー

ビ

ス

類分大

類分中

名ム
.
テスシ

様仕

OS

9麺E
口 口ロ

デ 一 夕 ・ベ ー ス.・

マ ネ ジ メ ン ト

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他

備 考

OR

数 値 解 析

予 測

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務

そ の 他

デ ー タ

コンサル ティ ング

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア技 術

開 発 主 体

B.一 般 大 衆 向 けに 必要 と され るシス テ ム

1.環 境 情 報 シス テム

気 象 情 報 シ ス テム

ROS:Bタ イ プ

BOS:Dタ イ プ

大 容 量 ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イ ル ・コ ン ト ロ ー ル

計測 点 → ブ ロッ ク集 約 → 中 央 セ ンター

画 像 表示

ロ ッ タの サ ポ ー ト

微 分,差 分,拡 散等 方 程式,エ ン トロピ計 算

短 期 ・長 期 予測 シ ミュレー タ

デー タの一 時 蓄積 と圧 縮 保存

一96一

ス テ ム

デー タを 自動 収集 し,短 期 ・長期 の 気象 予測 を行 な う。

'

レ

ル ・コ ン ト ロ ー ル

ン タ ー ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン トロ ー ル:定 時 ボ ー

グ ・コ ン トロ ー ル 処 理 デ ー タの 分 配 コ ン トロ ー ル

ラ フィ・ッ ク/ビ デオ ・デ ィス プ レイあ るい はX-Yブ

ロピ計 算'

T

1



B.一 般 大 衆 向け に必 要 とされ る シス テ ム

2.労 働情 報 シス テム

職 業紹 介 シ ステ ム

、

求人 ・求職情報を常時現状維持し,求 人 ・求職者の問合せに対 して即時に該当情報を紹介する。
も

'

ROS:Cタ イプ(TSS不 要)

BOS:Dタ イプ
ー

、

大 容 量 ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イル の コ ン トロ ー ル

マル チ ・キ ーに よ る 自動 検 索

安 定 所 → ブ ロ ッ ク ・セ ン ター → 中 央 セ ン ター ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン ト ロ ー ル:コ ン テ ン シ ョ ン/ポ ー リ ン グ ・ コ

利 用著 ン ト ロ ー ル,加 入 電 話 回 線 コ ン ト ロ ー ル

オ ー デ ィオ ・レ ス ポ ン ス

イ ン ク ワ イ ア リ ・コ ン トロ ー ル,テ レ タ イ プ ・コ ン トロ ー ル,CRTデ ィ ス プ レ イ ・コ ン ト ロ ー ル,加 入 電 話 コ ン ト

ロ ー ル ▲

.

'

「

.

'

メ ー カ ー シ ス テ ム ・ ユ ー ザ ー,

'
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分

類

大 分 類 B.一 般 大 衆 向 けに必 要 とされ る シス テ ム

中 分 類 3教 育 情 報 システ ム

小 分 類

シ.ス テ ム 名 CAIシ ス テ ム(C・mp・t・ ・A・i・t・dI・ ・t・u・ti・n)

仕 様

項目

プログラム化された教課内容に従って,端 末機を操作しながら自己の能力に合わせて会話'

型方式で自動学習する。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS ROS:Bタ イプ(TSSま た は非TSS)

言 語 学 習 用POL,コ マ ン ド言語

デ ー タ ・ ペ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト

ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イ ル ・ コ ン ト ロー ル,ラ ン ダ ム ・フ ィ ル ム/ビ デ オ ・ コ ン トロ

ー ル
.

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン
オ ー ト ・ス ラ イ ド,オ ー デ ィ オ/ビ デ オ ・レ ス ポ ン ス

そ の 他
イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・モ ー ド ・ コ ン トロ ー ル,CRT/グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レ イ ・ コ ン

ト ロ ー ル,オ ー ト ・ス ラ イ ダ ー ・ コ ン ト ロー ル

・

鯵.

備 考 教 材 カ リキ ュラ ム用 アル ゴ リズ ム

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR

数 値 解 析

予 測

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務 A

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

一

デ ー タ

コンサル テ ィン グ
`

,

そ の 他
卜

ハ ー ド ウ エ ア 技 術 学習用端末

開 発 主 体 メ ーカー,教 育 機 関,教 育 産 業
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B.一 般 大 衆 向け に必 要 とされ るシ ス テム

3.教 育 情 報 シ ス テム

CMIシ ス テ ム(ComputerManaged

Instruction`)
技 術 訓練 用 シ ミュ レー タ ・シ ス テム

学 習 者 の成 績 ・.特 性 を記 録 し,教 課の 進度 ・

適応 性 を判 断 す る教 育補 助 手段 。CAIと

の併 用効 果 が大 きい 。

各 種 技術 を実習 す るため に用 い るシ ミュレー タ を駆 動 す ると と もに,

随時 デ ー タ と警 告 を 与 え る。.

ROS:Cタ イプ(TSS不 要)

BOS:Dタ イプ

ROS:Bタ イプ(TSS不 要)

BOS=Dタ イプ

ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・ フ ァ イ ル ・ コ ン ト ロ

ー ル

'

イ ン ク ワ イ ア リ ・コ ン ト ロ ー ル
イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・モ ー ド ・ コ ン トロ ー ル,ロ ボ ッ ト ・コ ン ト ロ ー ル,

ビデ オ ・デ ィス プ レ イ ・コ ン ト ロー ル,デ ー タ のA/D・D/A変 換

多 項式,重 相 関 式,要 因分 析 、≠

、

評 価 ア・ル ゴ リズ ム ・

,

.

訓 練 用 ロ ボ ッ ト,ビ デ オ ・デ ィ ス プ レ イ

メ ーカ 「 シ ス テ ム ・ユ ー ザ_
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分

類

大 分 類 B.一 般 大 衆向 け に必 要 と され る システ ム

中 分 類 4.防 災 ・防犯 情 報 シス テ ム

小 分 類
シ ス テ ム 名 防 災 シス テム

、

仕 様

項目

洪水,地 震,火 災等の自然災害予知用の端末装置からデータを自動収集して災害予測を行

なうほか,発 生時の派及を最小限に防止するための情報を提供する。

ソ

フ

ト

ウ

ェ.

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS ROS:Cタ イ プ(TSS不 要)

BOS:Dタ イ プ

±誉 諮o
口口

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト 大 容 量 ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イル ・コ ン トロ ー ル

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

計 測 点 → ブ ロ ッ ク ・セ ン ター → 中 央 セ ン タ ー

ネ ッ ト ワ ー ク ・コ ン ト ロ ー ル:ポ ー リ ン グ ・ コ ン ト ロ ー ル

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン 警報表示

そ の 他 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ モ ー ド ・ ・ ン ト・ 一 ル,計 測 ・ ボ 。 ト ・ デ 三 夕 のA/D変 換

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR

数 値 解 析 微分,差 分,拡 散等方程式

予 測 予測 用 シ ミュ レー タ

デ ー タ 管 理 '

統 計

一 般 事 務

そ の 他 、

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ

コンサル テ ィン グ

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術 各種問題型センサ

開 発'主 体 セ ン タ ー,シ ス テ ム'ユ ー ザ ー,研 究 機 関
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B.一 般 大衆 向 け に必 要 とされ るシ ス テム

4.防 災 ・防犯 情 報 シ ス テム

■

5.税 務 ・保険 情 報 シス テ ム

犯罪情報管理システム 税 金 計算 シス テ ム
」

犯罪 デー タを集 中 管理 し,犯 罪 手 口の 検 索 を容 易 にす る

と と もに犯罪 捜 査 を効 率 化 す る。

源泉所得,申 告所得等に関する一般納税者の納税額を自

動計算する。

ROS:Dタ イプ(TSS不 要)

BOS:Dタ イプ
ROS:Bタ イプ(TSS不 要)

IR用POL コマ ン ド言 語

大 容 量 ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イ ル ・コ ン トロ ー ル

♪ 亀

マル チ ・キ ーに よ る検索

、

・

警 察署 → 中央 セ ンタ ー 一般電話交換網

人相,指 紋等の画像 オ ー デ ィ オ ・レ ス ポ ン ス

イ ン ク ワ イ ア リ/イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・モ ー ド ・ コ ン トロ
ー ル
,CRT/ビ デ オ ・デ ィ ス プ レ イ ・ コ ン ト ロ ー ル

プ ッシ ュ ホ ン信号 の解析

'

手 口,指 紋,分 析 ア ル ゴ リズ ム

.

「

ビ デ オ ・デ ィ ス プ レ イ

メ ーカ 「 シ ス テ ム ・サ ー ビス 機 関
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分

類

大 分 類 B.一 般大 衆 向 け に必 要 とされ る シス テム

中 分 類 5.税 務 ・保 険情 報 シ ステ ム

小 分 類
シ ス テ ム 名 社会保険情報システム

.

技 仕 様

項目

年金 ・健康 ・失業 ・労災等の社会保険に関する取立て,支 払い業務の効率化

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS ROS:Cタ イ プ

BOS:Dタ イ プ

言 語 コマ ン ド言 語

.
デ ー タ ・ペ ー ス㍉

マ ネ ジ メ ン ト

`

超 大 容 量 ラ ン ダ ム ・ ア ク セ ス ・フ ァ イル ・コ ン ト ロー ル

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

・

取 扱 機 関 → ブロ ック ・セン ター→ 中 央 セ ンタ ー

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他 イ ン ク ワ イ ア リ ・コ ン トロ ー ル,窓 口 装 置 コ ン トロ ー ル,CRTデ ィ ス プ レ イ ・コ ン ト ロ
ー ル

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR

数 値 解 析

予 測

デ ー タ 管 理

統 計
,

一 般 事 務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ

コンサル テ ィン グ

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術

開 発 主 体
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B.一 般大 衆 向 けに 必要 とされ るシ ス テム

6.道 路 ・交 通情 報 シス テム

都市交通管制システム ハ イ ウエ イ交通 管 制 シ ス テム

道路交通情報をセンサで自動収集し,こ れを自動分析して交通信号を広域面的に制

御する

ROS:Cタ イ プ

BOS:Dタ イ プ
ROS:Cタ イプ

大 容 量 ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス ・フ ァ イル ・ コ ン ト ロ ー ル 同 左

計 測 点_ブ 。 ッ 蝶 約_セ 』ン ター ネ 。 ト 。 一,.,ン ト 。.ル,定 時 ポ.

リ ング方式 の デー タ'⇔ クテ ィン グ1コ ン トロー ル 同 左

、

交通信号,各 種表示装置制御 表示装置制御

セ ン サ ・デ ー タのA/D・D/A変 換 同 左

待行列理論,最 適交通量配分理論 同 左

短 期 ・長期 予測 シ ミュレー タ 同 左

データの一時蓄積と圧縮保存 同 左

〆

交通量計測用センサ 同 左

メー カー,管 制機 関,研 究機 関
'
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「

分

類

大 分 類 B.一 般 大 衆 向 けに必 要 と され る シス テ ム

中 分 類 7.医 療 情 報 シス テム(D

小 分 類

シ .ス テ ム 名 検 査 ・診 断 シス テム

技 仕 様

項目

Oラ ボ ラ トリーの オ ー トメー シ ョン シス テ ムO自 動 化学 分 析O自 動 検 査結 果評 価

OX線 ・心 電図 ・心 音 図 ・筋 電図 ・脳 波 の測 定,自 動 分 析 パ ター ン認識,診 断

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS
プ ロセ ス コ ン トロー ル方式 。 セ ン サ で 成 分 ・図 形 ・温 度等 を得 て値 をA-D変 換 した の

ちの 処理 を受持 つ もの 。 セ ンサ ーの チ ャン ネル制 御 はOSの 領域,一マ ニ ュ アルInputに よ
る診 断 は汎 用OSで よい。

言 証
口 口ロ ア セ ン ブ ラ,フ ォ ー トラ ン,デ ー タ 分 析 用 言 語

デ ー タ ・ペ ー ス'

マ ネ ジ メ ン ト
検 査 ・診 断 の た めの標 準 デ ータ

1・R 人間が介在しないものがシステム内に必要

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク 高速回線が主となる

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ,キ ャ ラ ク タ ー ・デ ィ ス プ レイ,・ キ ー ボ ー ド ・プ リ ン タ,

問 診 用 タ ー ミ ナ ル

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他 共 同 利 用 の シス テ ムが効率 よい

備 考

ア
プ

リ

ケ

ー

シ
ョ

ン

技

術

(

関

連
技-
術
)

OR

数 値 解 析 輪 郭 の追跡,ノ イズの 除去

予 測

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ 外部 と内部

コンサル テ ィング
診 断 の ロ ジ ック,検 査 シス テ ムに つい て の コ ンサ ル テ ィ ング

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術 人体とサンプル資料についての各種のセ ンサが必需品

開 発 主 体
、
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B.一 般 大 衆 向け に必 要 と され る シス テ ム

7医 療 情 報 シス テ ム(D

手術 ・管理 シス テム
.

研 究 開 発 シス テム

O手 術 中の モ ニ タ

o手 術 スケ ジ ュー リング

O血 液 と材 料 の管 理

o生 体 シ ミュ レーシ ョンo図 形解読o自 動診 断o基 礎医学

o文 献IR

汎用 のOSlζTSS機 能 の っ いた

もの

検 査 ・診 断 シス テム に類 似の 一部 共用

可,TSS付 き
1.R.専 用

.

フ ォ ー ト ラ ン,ア セ ン ブ ラ
アセ ン ブラ,フ ォー トラ ン,会 話 言語,

医学 向 言語

唱

通常の在庫管理に類似
大 規模 の ラ ン ダム ・フ ァイル として

集 中 化

不 要 典 型 的 な1.R.

不 要(一 部構 内 オ ン ライ ン) 高速回線と低速回線 電 話 網 利用,200～1200B/S

汎 用 品,手 術 モニ タ ーに は ア ラー
ム表 示 が必 要

汎 用TSSタ ー ミナ ル,グ ラ フ ィック ・

デ ィス プ レイ,キ ャラ クタ ・デ ィス プ レイ

'グ ラ
フ ィ ッ ク,キ ャ ラ ク タ ・デ ィ ス

プ レ イ,HardCopy付

イ ンハ ウ ス ・シス テムが想 定 され

る
共同 利 用 の シ ステ ムに 限 る

■

■

'

外 部

手 術 モニ タ ーに セ ンサ が必要
マ イク ロ フ ィル ム との イン タフ ェー

スが求 め られ る

・
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分

類

大 分 類 B.一 般 大 衆 向け に必 要 とされ る シス テ ム

中 分 類 7.医 療 情 報 シ ス テム ②

小 分 類

シ ス テ ム 名 病 棟 管理 シス テム

仕 様

項目

O患 者 モニ ターO看 護 スケ ジュ ールO処 置 ・治療 管 理O自 動 献 立O配 膳 ス

ケ ジ ュールO其 の他

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS 診 断 シス テ ムの もの に類 似 汎用TSS

言 語 ア セ ン ブラ,フ ォ ー トラ ン 会話型

一

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト
照合用の標準データ ラ ン ダ ム ・フ ァ イ ル

IR ラ ン ダ ム ・ア ク セ ス

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク 低 速 回線,常 時 オ ン ライ ン 低速回線,公 衆網

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム デ ィス プレイ とア ラー ム装 置 TSS汎 用 タ ー ミナ ル,専 用 ター ミナ ル

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他 イ ンハ ウ ス ・シス テム が想定 され る 共 同 利用 で もイ ンハ ウ スで もよい

備 考

ア
プ

リ

ケ

ー

シ
ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR

数 値 解 析

予 測
夕

デ ー タ 管 理

、

¢

統 計

一 般 事 務 精 算事 務 へ の デ ータ源 とな る.

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ

コ ンサ ル ティ ング

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術 モ ニ タ用 の セ ンサ が必 要 医 療現 場(医 師,看 護 婦)向 け の専 用 タ ー
ミナル

開 発 主 体

宙
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B.一 般 大 衆 向け に必 要 とされ る シス テム

7.医 療 情 報 シ ステ ム ②

病歴 管理 ・調 査 統 計 シ ス テム 医 療 事務 シス テ ム
'

oカ ル テの フ ァ.イリン グ とIR

O{患 者 統 計,疾 病統 計,統 計 解 析

o受 付 ・予約o会 計 ・経理o請 求 事 務o健
"

保請求事務O人 事管理 ・給与計算O労 務管理
o各 種帳票管理o経 営管理o原 価管理

1.R.専 用 汎用OSでTSS付

コ ボ ル,フ ォ ー ト ラ ン,会 話 型

大規模 の ラ ン ダム ・フ ァイル として集 中 化

典型 的 な1.R.

電話 網利 用可,200～1200B/S

グ ラ フ ィ ッ ク,キ ャ ラ ク タ ・デ ィ ス プ レ イ

プ ラ スHardCopy

共同 利用 の シス テム に限 る イ ン ハ ウ ス ・シ ス テ ム,一 部 共 同 利 用

予測 手法 の パ ッケ ー ジ

統計用 のパ ッケ ー ジ

'

政府 統計,其 の 他 か ら入 手。

利用 者のInputに よ り自動 的 に ア ップ デー トされ る。

,

マ イ ク ロ化 さ れ た カ ル テ と の イ ン タ フ ェ ー ス
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分

類

大 分 類 B.一 般 大 衆 向 けに 必要 と され る シス テム

中 分 類 7.医 療 情 報 シス テム(3)

小 分 類
シ ス テ ム 名 薬 局 管理 シス テム 保健予防

技 仕 様

項目

O自 動調 剤O自 動 包 装

O投 薬 シ ス テム

O自 動 予診(含 人間 ドッ ク)O集 団

検診O自 動多 相 ス ク リー ニ ング検査

O病 因 分析O予 後 判定

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS プ ロセ ス コ ン トロー ル を含 む。 処 方箋 を イン

プ ッ トし,薬 剤 を ア ウ トプ ッ トす る考 え方。

言 語 ア セ ン ブ ラ,フ ォー トラ ン

'硬

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト
診断 の た めの 標準 デ ータ

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
表示装置の開発,被 検者からデータを得
る装置の開発

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他 検査 ・診断 シ ステ ムに 類似

備 考

ア
プ

リ

ケ

ー

シ
ョ

ン

技

術

(

関
連
技
術
)

OR

数 値 解 析 、

予 測 一 予測 手 法 のパ ッケ ー ジ

デ ー タ 管 理

統 計 統 計手 法 の プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ

一 般 事 務 '

そ の 他
,

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ

コンサ ル ティン グ

そ の .他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術
コン ピュー タ と イ ンタ フ ェー スを もっ 調剤機

械 の 開 発

デ ータ蒐 集装 置`(セ ン サ)の 開発 。

巡 回 診断 車 とセ ン タ との コ ミュニケ ー シ
ョン ・ライ ンで即 時 性 を もたせ る。

開 発 主 体
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B.一 般 大 衆向 け に必 要 と され るシス テ ム

&資 源有効利用情報システム

資源有効利用情報システム

石油採掘関係

バ ッ チ主体,ア ナ ログ デー タ収集(地 震 波,重 力,磁 気),各 種 分 布図 用図 形 表 示が 必要

學 鋸鐸讃 躍騨5舞 惣 ～拐 讐 留編 ζ暑㍊,'差詰 柔禁 煙bき与駆兜 ㍗ ブル
FORTRANCALLで 必 要 とな る。

地 震 波 デ ー タ,地 形 デ ー タ等 を格納 す る。 地 震 波 デ ータ は時 系列 で 自己相 関,系 列 相 関重 合 のた め利 用 出来 るD.B

が必 要。 階 層構 造 は 特 に必 要な い 。 また,地 形,重 力等 の 等 高線 デ ータの よ うな多 量図 形 デー タの格 納 検査 が重要 と
な る。

'

デー タの図 形 に よ る検 索(分 布 図,グ ラ フ)

地 震 波解 析 時 の波 形 の 合成,フ ィル タ リン グに マ ン ・マ シ ン性 が必 要 とな る。

連立 方程 式,フ ー リエ 変換,Array計 算

相関分析

ハ イ ブ リ ッ ド ・フ ィ ル タ,画 像 パ タ ー ン認 識

地 震 波 デ ー タ,重 力 デ ー タ,磁 気 デ ー タ,等 高 線 デ ー タ,画 像 デ ー タ,etc

石油資源開発

ア ナ ロ グ デ ー タ 収 集 装 置,ハ イ ブ リ ッ ド コ ン ピ ュ ー タ,作 画 機,グ ラフ ィッ ク ・デ ィス プ レ イ,ホ ロ グ ラ フ ィ,ア レ イ

プ ロ セ ッ サ
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分

類

大 分 類 B.一 般 大衆 向 けに 必要 と され る シス テ ム

中 分 類 9.そ の 他 の シ ス テ ム

小 分 類
シ ス テ ム 名 地価適正評価システム

仕 様

項目

既存の地価データ(取 引先例,評 価先例,公 示価格等)を 基礎とし,目 的土地の社会的 ・

経済的 ・法律的価格形成要因を分析し,目 的土地の適正な地価評価を行なうシステム

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS TSSモ ニ タ ー

雪 ヨ五
ロ 口口 専用会話型言語

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト 地 価 デー タの 大規 模 デ ー タ ・ペ ー スで拡 張性 に富 む もの が必要

IR
亀

キ ー コー ドの 多様 なIRシ ステ ム が必要

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク
TSSの 可 能 な ネ ッ トワ ー クであ るが業 務の 性格 か らして専 用 回線 網 で現 状 足 りる

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
地 価 デー タの地 理 的 分布 状 況,既 存 データの 現 在価 値 等 を確 認 す るため の グ ラ フ ィッ ク ・

デ ィス プ レイ等 を必 要 とす る

ド キ ュ メ ン

テ ー シ ョ ン

そ の 他

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ
ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR 数量化理論,多 変量解析,時 系列分析

数 値 解 析 逆 行 列,固 有 値固 有 ベ ク トル

r

予 測
シ ミュ レー シ ョ ン ・モデ ル(既 存 地 価 デ ータ を比較 可 能 な地価 デー タ に変換 す るた めの地

価 モ デル)

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務 評価に伴 う評価料請求

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ 内部保有。但し外部との交換も必要

コンサ ルテ ィン グ
不 要(但 し鑑 定 士 ない しは その 組織 が 自 らその シ ステ ムを有 す る場 合)

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術

開 発 主 体
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B.一 般 大 衆向 け に必 要 とされ るシ ステ ム

9.そ の 他 の シ ス テ ム

テ レビ情 報 提供 サー ビス

1妥 鵠 畠暴 議 磯 堺 ㌘ 《㌶ 聡 警 プロセス制御 連結出来ること・

会話型言語

① 画 像 フ ァイル ・マ イ ク ロフ ィ ッシ ュ(静 止),ビ デ ィオ(動)が 自動検 索 出来 る情 報 フ ァイル

② デー タ ・ベ ースTSS用 ラン ダ ム ・フ ァイル(何 れ も大 規模 集中 化 が必 要)

ラ ン ダ ム ・ ア ク セ ス

ア ウ トプ ッ トは,同 軸 ケ ー ブル1/30sec毎 に1画 面 の静 止 画像 が送 れ るこ と

イ ン プッ トは,電 話 網 利用 で よ い

ア ウ トプ ッ トは,一 般家 庭 用 テ レ ビ受 像 機

'

提供 デー タ(情 報)の 種 類1.CAI2.百 科 辞 典 的 サ ー ビス(目 的情 報)3。 生活 情 報(手 段 情

報)4.予 約 サー ビス

'

〉

各分野の外部データ情報 → 映像の素材化 → 映像化

上記 の プ ロセ ス を担 当す るコ ンサ ル タ ン トと プ ロデ ュー サ ー を要 す 。(現 状 で は不在?)

開 発 ず み と見 る,特 に問題 な し
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A

分

類

大 分.類 C.各 部 門 に また が る シス テム

中 分 類 1.流 通 情報 シス テ ム

小 分 類
シ ス テ ム 名 総合貿易情報システム

技 仕 様

項目

貿易 に関 す る トー タル シス テムで,貿 易取 引 ・貿 易金 融,貿 易取 引 管理 シス テ ム,貿 易 輸

送 シ ス テ ム,通 関 シス テ ム,貿 易 関係 手続 シ ス テム よ りな る貿易 に関 す る企業 ・商 社 ・航

空会 社 ・海貨 業者 ・通 関業 者 ・税 関 ・各 関係 官 庁 間の デ ータ伝送 及 び港 湾 ・空 航 ・税関 等

公 共 施 設 に おけ るデ ータ処 理 を中 心 とす る。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS オ ン ラ イ ン ・是 ニ タ ー,バ ッ チ ・モ ニ タ ー,TSS・ モ ニ タ ー

言 語 コボ ル,ア セ ン ブラ,会 話型 言 語

デ ー タ ・ベ ー ス'

マ ネ ジ メ ン ト

1.R. 各種統計,各 種料金請求,各 種規制に対する問合せ可能なシステム

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク
世 界 的 な デ ー タ ・ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン を 行 う オ ン ラ イ ン ・ネ ッ ト ワー ク ・シ ス テ ム

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム 各 種 問 合 せ に回 答 す るキ ャ ラ クタ ・デ ィス プ レ イ を必 要 とす る。
,

ド キ ÷ メ ン

テ ー ソ ヨ ン

そ の 他 機密保持対策

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ
ョ

ン

技

術

(

関
連
技㌔
術
)

OR 不 要

数 値 解 析 不 要

予 測 不 要

デ ー タ 管 理

,

統 計

一 般 事 務 各種報告事務,各 種請求事務,各 種清算事務,各 種通知事務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ

一

各企業からの伝送

コ ンサ ル テ ィング 貿 易 実 務 家,関 係 官庁,銀 行,保 険等 の ア ドバ イス を必 要 とす る。

そ の 他 各 種 法 令 規則 の改 正,コ ー ドの 統 一化,機 密 保 護 対策

ハ ー ド ウ エ ア 技 術 国際間のデータ伝送設備の設置

開 発 主 体
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C.各 部門 に また が るシ ス テム

1.流 通情 報 シス テム

コ ンテ ナ無 人積 替 シ ステ ム

ComPuterで コン テナ ヤ ー ドを管 理 す るた め に次 の3っ が主体 とな る。

(1)コ ンテ ナ ヤー ドの在 庫 管 理 と情 報管 理 を集中 化 す る。

② コンテ ナ ヤー ドか らの入 出庫 の 自動 化 。

(3)積 荷 順 序 の計 算(積 降 し地 点別)。

基 本 的に は オ ンラ イ ン ・リアル ・タ イム 処 理 で あ る。 但 し積 荷 計算 な どは バ ッチ 処 理 とな る。バ ッ チ+オ ンラ イン'

リ アル ・タイム的 機能 が必 要

FORTRAN主 体,中 心 部 分 は解 析 が主 体 で この 部分 はFORTRANで 良 い が,コ ンテ ナ ヤー ドの 制 御 に関 して は

Assenbla主 体 とな る

配 送 先別 コ ンテナ の在 庫 情 報 が中 心 であ り,配 送 先 別 に コ ンテ ナ在庫 お よ び コ ンテ ナの内容 情 報 の デ ータ ベー ス とな

る。 特 に階層 構 造 とな る必 要 はな い。

コ ンテナの 配送 中又 は過 去 の配 送 に対 す る照会 が必 要 とな る。 内容 として は イ ンク ワイア リ的 にな る。 上欄 デ ー タ ・

ベ ース に依存 す る

戴 蟻 講 説:認 甥 三局ぷ あ識 嚇;酬 鵠 鋤 迦 繍 ラター ー

セ ンタ一 側 にお け る計 算 とし て積荷 の 計 算 があ るが,こ れ は 最 適化 手法 が 非 常 に困難 で あ るた め,試 行 錯 誤 に よ る

マ ン ・ッ ー ・マ シ ンが考 慮 され た方 が良 い 。

輸送 計 画積 荷順 序 の シ ミュ レー シ ョン

船 の バ ラ ンス計算(積 荷 の状 態 に よ り起 る)

天候の船出の可否予測(但 し,パ ラメータの供与程度)需 要予測からの隻数予測

需要予測手法

在庫 状況 およ び入 出庫 ス ケ ジ ュール な どの ア ウ トプ ッ ト

●

荷 役 自 動 設 備,現 場 に お け るデ ー タ ・ コ レ ク タ ー(MantoMachineに よ る デ ィ ス プ レ イ)
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分

類

大 分 類 C.各 部 門 に また が るシ ス テム

中 分 類 1.流 通 情 報 シ ス テ ム

小 分 類
シ ス テ ム 名 キ ャ ッ シ ュ レ ス ・シ ス テ ム

仕 様

項目

(客 銀行 シス テ ム ～第 一段 階)小 売 店 に おけ るPOS端 末,銀 行店 舗 外 設 置CD等 と銀行

のに なるか別セン ターとなる。 又 ネ ッ トワー ク として は地 域 セ ンタ ペ ー スか ら拡 大構 成 され

情 報 シス テムの 整備 であ る。(ク レジッ ト・オーソ リゼ ーション ・システ ム ～第 一段 階)ク

行 な う もの で あ る。(共 通交 換 システ ム ～第二 段 階)以 上の 各 セ ンタ ーを結ぶ共通交換網1

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS
・回線 ・端 末 の 多様 化 ・音声 処 理 ・パ ッチ'コ ンカ レ ン トと資 源 の動 的 最適 利用

シス テ ム)・ 能 力,レ ス ポ ンス タ イムの 向上(マ ス トラ フ ィ ックに 対処)・ マ ス

昔 麺庇口
口口 主 に アセ ンブ ラー言 語 で あ るが以下 の 言語 が 問題 に な ろ う。 ・会 話用 言 語(特 に 検索

一'

デ ー タ ・ベ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト

・大 量 デー タ と高速 ア クセ ス ・階層 フ ァ イル ・漢 字 及 び音 声 情 報 ・フ ァ イル

フ ァ イル,ネ ガ テ ィブ ・フ ァイル,資 産 ・家計 管理 ファ イル

IR ・個 人 信用 情 報 の蓄 積 と検索(検 索 タグ,漢 字 ・音声 の扱 い,ス ピー ドア ッ プ)・ エ

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク
・公 衆 回線 の 利用:音 声 モ ー ド,デ ー タ モー ドの 混在 ,接 続 時 間の短 縮,伝 送 品 質

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム

・端 末 の多 様 化:POS端 末 ,APS専 用端 末,オ ー ソ リゼー シ ョン端末,家 庭端末(バ

字 プ リンタ ー ・入 力手 段 の省 力 ・省脳 化,標 準化 ・自動 ダ イ ヤ リン グ ・デー

ド キ ÷ メ ン

テ ー ソ ヨ ン

・個 人 信用 情 報の ドキ ュメ ン テー シ ョン ・資産 ・家計 管理 の ドキ ュメ ン テー シ ョン

・漢 字 の扱 い(個 人 信 用情 報)・ 銀 行 の委 託計 算

そ の 他 ●

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー
シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技
^

術
)

OR
・ネ ッ トワー クデ ザ イ ンの最 適 化(使 用 回線 ,ス ピー ドと地 域 セ ン ター の ア ロケ ーシ ョン)
・販 売 目標 管 理,販 売 予測,資 金 計 画(客 層 が広 が り,消 費 性 向 が変 る)・ 収益 管 理

数 値 解 析

.

予 測

デ ー タ 管 理

統 、 計

一 般 事 務

そ の 他 ・カ ー ドと基 本 コー ドの標 準 化 ・端 末 入力 機 構の 標 準化 ・不 正 防止.

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ ドキ ュメ ン テ ー シ ョンの 項 を参照

コンサル テ ィング
・流 通 機関(商 品 管理,物 流 シス テ ム)・ 銀 行(キ ャ ッシ ュ レス サー ビス,無 人化 銀

向,計 画)・ 全 銀 協(個 人 信用 情 報 シス テム,共 通 交換 網)・ 電 々公 社(ネ ッ ト

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術

開 発 主 体
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ン

'

センターを結 んで,バ ンクカ ー ドを媒体 と して 自動 支払 を可能 とす る シス テム で あ る。銀行 センターは 現 行BSと 同 じ も

てい こ う。(個 人信 用情 報 シス テム ～第 一段 階)キ ャッシュレス ・システム 発 展 の前提 とな るの が,制 度 的個 人 信 用
レ ジ ッ ト会 社 が不 正防 止(Ofloorlimit)と クレ ジッ ト・カー ドの普及 の た め オ ーソ リゼー シ ョンの オ ン ラ イ ン化 を

で あ り,端 末 も共 同運 営会 社 の概 念 と結 びつ いて 直接 当 セ ンタ と接 続 され,運 営 され る もの もあ る。

(サ ー ビス 時 間,ト ラ フ ィ ッ クの 繁 閑 に 対 応)・ 汎 用OS(バ ッ チ,オ ン ラ イ ン,TSS,RTE－ バ ン キ ン グ

フ ァ イ ル の 利 用 と フ ァ イ ル のSharing

言語)・ ファ イル管理 言語(マ ス プ7イ ル と高速 ア クセ ス,階 層 フ ァイル)・ 音 声 言語

プ ロテ ク ト(ア クセ ス資格)・ 障 害 対策 ・種 類: .CIF(名 寄 せ),個 人信用 情 報 フ ァイル,ポ ジテ ィブ ・

ン ドユー ザ ー(小 売 店,顧 客)の 資産 ・家計 管理,消 費 情報 の 検索

・専 用 回線 の 利用:高 速 広 帯域 伝送 ・CATVの 利 用 ・ネッ トワー クデザ イ ンの 最 適 化

ン キ ン グ,バ イ ホ ー ン),キ ャ ッ シュ ・ディ ス ペ ン サ ー,ト ー タ ル テ ラ ー,キ ー ・ッ ー ・カ セ ッ ト 漢 字 デ ィ ス プ レ イ,漢

タ モ ー ド,音 声 モ ー ドの 切 換 ・プ ロ テ ク ト機 能 ・価 格

・商 品 管理 情 報 の ドキ ュメ ンテー シ ョン ・消 費情 報 の ドキ ュメ ンテー シ ョン

・個 人資 産 ・支払 の最 適 化 ⑳マネー ・フロー の最 適 化(取 引 の殆 ん どが行 内 マ ネー フ ローで と らえ う る)

一 手数 料 の 決定 ・銀行 の 人員 配置 と省 力 化
,省 脳 化 ・個 人信用 と不 正管理

行,CIF等 の 動 向,本 人 識 別挙 証,信 用 保証 手 段)・ ク レ ジ ッ トカ ー ド会 社(ク レジ ッ トカー ド・システムの 動

ワー ク構成,伝 送 品質)

一115一



分

類

大 分 類 C.各 部 門 に またが る シス テ ム

中 分 類 2.行 政情 報 シス テム

小 分 類
シ ス テ ム 名 行政 情 報 シス テム

技 仕'様

項 目

官 庁 間 の情 報 の有 効活 用 お よ び官庁 情 報 中公 開 し うる ものの 問合せ シス テ ムな い しは その

デ ー タ伝送 。 な お官庁 保 有 の マネ ジメ ン ト ・サ イエ ン ス関係 の プ ログ ラムのTSS活 用 も

可 とす る。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS TSS

言 言五目
口口

げ

専用会話型言語

デ ー タ ・ペ ー ス・

マ ネ ジ メ ン ト

IR

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク
公衆回線網活用

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム TSS用 デ ィス プ レイ

ド キ ÷ メ ン

テ ー ソ ヨ ン

そ の 他 デ ー タ ・ベー スの統 一 化の 必要 性

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ

ョ

ン

技

術

(

関
連
技
術
)

OR (既 存 の もの の活用 で足 りる)

数 値 解 析 (既 存のものの活用で足りる)

予 測 (既 存 の もの の活 用 で足 り る)

デ ー タ 管 理

統 計

一 般 事 務 官庁 コ ン ピ ュータの 使用 料 請求 事 務

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ 内部保有

コンサ ルテ ィン グ'
■

そ の 他 法 令 ・規 則 の改 正 。 コー ドの 統 一 化,機 密 保 護 策 。

ハ ー ド ウ エ ア 技 術

開 発 主 体
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、

C.各 部 門 に またが るシス テ ム

3.そ の 他 の シ ス テ ム

人工衛星画像処理

人工 衛星 に赤 外線 カ メ ラな どを と りっ け,目 的 は例 と,して は,気 象 予測 の基 礎 デー タの収 集 を行 な う。 これ らの デー

タ を もとに雲 の 高度,移 動 解析 な どを行 な う。

基 本 的 に は バッ チ 。 但 し,計 算結 果 な どに っ い てはセ ンター での図 形 表示,他 局へ の 画像 通 信 の機 能 が必 要 。
一部TSS機 能 が必 要 にな り,バ ッチ+TSS的OSが 必 要。

FORTRAN主 体,中 心 部 分 は解析 が主 体 で あ り,こ の 部 分はFORTRANで あ るが,図 形 処 理 に っい て は図 形処

理 言 語 即 ちFORTRAN"CALL"の 形 式 での パ ッケ ージ が必要 に な15。'

例 を気 象情 報 に とれ ば過去 の デー タに っ い ての 統計 解 析 もあ り,時 系 列 デ ー タ と横断 面 デ ー タ を適時 取 出 しや す い形

の デ ータ ・ベ ース が必要 にな る。 内容 と し ては 階層 構造 の 必要性 は さ してな い。

過 去 の デー タにお け る統 計情 報 を もとに,表 の 索引,図 形 で の表示 な どが必 要'にな る。 内容 として はイ ン クワ イ ア リ ・

シス テムで あ り,上 欄 の デ ータ ・ペ ース に従 う。、
一 〕

人 工衛 星 の管理 は,国 際 間 での 管理 にな り,相 互 間 での情 報 伝送 が 必要 に な り,人 工衛 星 を介 して 行 な う こ とにな る

で あ ろ う。 国 内で は,他 局 との 情報 交 換 上,フ ァクシ ミリ伝 送網 も必要 。

`

A

予 測 の手 法の 確立 の 上 で もグ ラフ ィッ ク ・デ ィス プ レ イな どを利用 す る ことに よ り逐 次 予測 手 法 を確 立 して い く。

偏 微 分 方程 式,ノ イズ除 去,フ ー リエ 変換

経済予測などと異なり,数 値解析面からの裏ずけが主体になる

回 帰 分析,判 別関 数,ク ラス ター解 析,etc.

気象 デー タ,画 像 デ ータ,資 源 デ ー タ

気象庁

グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レ イ,フ ァ ク シ ミ リ,カ ラー ・デ ィ ス プ レ イ,ハ ー ド コ ピ ー(カ ラτ)
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分

類

大 分 類 C.各 部 門 に また が る シス テム

中 分 類 3.そ の 他 の シ ス テ ム

小 分 類
シ ス テ ム 名 地 域 開 発

技 仕 様

項目

地 域 開発 の た めの 総合 計 画 シ ステ ム.。計 画代 替 案 選 択 の ツール とし て必要 な もの 。 デー タ,

モ デル 予測,表 示,評 価 な ど全 て を含 む。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

技

術

(

基

本

技

術

)

OS

、

基 本 的 に会 話型 。 但 し,大 きな計 算,図 型 表示 な どに っい て はバ ッチで処 理 す る。TSS+

バ ッチ のOSが 必要 。

雪 至近
〇 口口 会 話型FORTRAN主 体 。 図型処 理 言語,シ ミュ レー シ ョン言語,APL的 言 語 も必 要。

デー タ ・ペ ー ス ・

マ ネ ジ メ ン ト

横 断面 デ ータ が中心 。 時系 列 も必 要 だが デ ータ そ の もの が まだない。階層 構 造 とと もに,デ
ー タの 分 割,補 間 な どの サ ー ビスル ーチ ン も必 要。

IR 過 去 の デー タの 検索,図 表 表示 。 新 デ ータの 追加 。 上欄 の デー タ ・ベ ース に したが う
一

オ ン ラ イ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク
国,県,市 町 村 な どレベ ルに応 じて デー タ を持 つ こ とに な るの で,他 の シス テ ムの 持 つ デ
ー タ ベー ス と ネ ッ トワー クで結 ぶ必 要 が あ る

。

マ ン ・ マ シ ン

シ ス テ ム
代 替 案 の 選 択 が 中 心 と な る の で,マ ン ・マ シ ン は 不 可 欠 。 タ イプ ラ イ タ「 キ ャ ラク ター ・

デ ィス プ レイ,GD,プ ロ ッタ・
,ハ ー ド コ ピ ー な ど とキ ー ・イろ ペ ン ・インの 組 合 せ が 必 要 。

ド キ ÷ メ ン

テ ー ソ ヨ ン

そ の 他

備 考

ア

プ

リ

ケ

ー

シ
ョ

ン

技

術

(

関
連
技

術
)

OR '

LP,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技 法

数.値 解 析 行 列 計算,偏 微 分 方程 式,フ ー リエ変換

予 測 回 帰 モ デ ル,シ ミ ュ レー シ ョ ン モ デ ル

デ ー タ 管 理 オー プン型 を使 い専 用 の もの を作 る必 要 が あ る。

統 計 回帰 分 析,時 系 列分 析,数 量 化理 論,多 変量 解 析,etc.

一 般 事 務 個 々の 業 務計 算(コ ス ト,容 量等)

そ の 他

サ

ー

ビ

ス

デ ー タ 国勢 調 査,経 済統 計,etc.

コ ンサルテ ィン グ
中央官庁,地 方自治体

そ の 他

ハ ー ド ウ エ ア 技 術

開 発 主 体
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禁 無 断転 載

財団法 人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京都港区芝公園3丁 目5番8号

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

三 協 印 刷 株 式 会 社

東京都渋谷区渋谷3-11-11

TEL(407)7316
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